相続人の地位特に責任 by 三木 正雄
商
業
と
經
済
四
五
六
相
續
人
の
地
位
特
に
責
任
三
木
正
雄
日
　
　
次
第
一
軍
　
相
続
の
意
義
第
二
章
　
相
　
質
　
権
第
三
茸
　
法
律
関
係
の
東
醸
抱
訊
－
一
男
串
屈
擢
利
義
務
－
遺
贈
－
生
前
相
続
の
特
例
第
四
章
　
相
続
の
承
認
及
び
拗
粟
第
一
節
　
承
認
及
び
地
光
の
性
質
第
二
節
　
承
認
又
l
i
拗
充
以
前
の
桐
椋
人
の
地
位
第
一
二
筍
　
承
認
及
び
拙
聖
の
期
間
　
制
限
及
び
放
力
第
五
萱
　
相
続
人
の
責
任
節
一
節
　
和
広
人
の
承
潰
せ
ろ
晋
任
第
二
節
　
相
良
人
の
負
澹
す
る
債
務
第
三
節
　
相
鎮
財
産
第
四
節
　
混
同
の
防
止
及
び
梱
琉
財
産
管
理
竃
務
第
五
節
　
限
定
承
認
の
清
算
手
琉
第
一
章
相
績
の
意
義
相
続
と
は
或
者
が
死
亡
若
し
く
は
戸
主
催
を
喪
失
し
た
場
合
に
、
之
に
代
っ
て
従
来
そ
の
者
に
印
刷
し
て
ゐ
た
法
律
関
係
を
他
の
者
が
包
括
的
に
承
越
す
る
こ
と
を
い
ふ
。
郎
ち
相
続
は
被
相
続
人
に
局
す
る
法
律
関
係
の
包
括
的
承
縫
で
あ
る
。
此
慮
に
法
律
関
係
と
い
ふ
の
は
法
律
上
の
地
位
と
い
っ
て
も
芳
一
文
な
い
の
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
様
利
又
は
義
務
の
関
係
で
あ
る
が
然
ら
ざ
る
も
の
を
も
包
合
す
る
。
民
法
九
八
六
依
は
「
家
督
相
続
人
ハ
相
続
開
始
ノ
時
ヨ
リ
前
戸
主
ノ
有
セ
シ
権
利
義
務
ヲ
承
継
ス
」
、
叉
千
一
傑
は
「
遺
産
相
続
人
ハ
相
続
開
始
ノ
時
ヨ
リ
被
相
続
人
ノ
財
産
-
一
局
セ
シ
一
切
ノ
権
利
義
務
ヲ
承
総
ス
」
と
規
定
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
此
彪
に
相
績
を
定
義
す
る
に
蛍
っ
て
「
搭
利
義
務
」
の
承
縫
と
い
は
な
い
で
特
に
法
律
関
係
の
承
継
と
い
ふ
言
葉
を
使
用
し
た
の
は
、
相
績
を
以
て
皐
な
る
権
利
義
務
の
承
継
と
鍔
す
の
は
狭
き
に
失
し
、
そ
れ
以
外
の
法
律
関
係
を
も
承
継
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
が
故
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
相
続
を
以
て
権
利
義
務
の
承
縫
と
解
す
る
と
き
は
、
被
相
績
人
の
死
亡
に
因
る
損
害
賠
償
請
求
椛
(
債
務
不
履
行
叉
は
不
法
行
届
却
を
理
由
と
す
る
)
を
相
績
人
が
取
得
す
べ
き
所
以
冶
説
明
し
得
な
い
。
蓋
し
被
害
者
は
自
己
の
傷
害
に
因
る
損
害
賠
償
請
求
権
は
之
を
取
得
し
得
る
が
、
自
己
の
死
亡
に
因
る
損
害
賠
償
請
求
権
は
之
を
取
得
す
る
に
由
な
い
J
従
っ
て
相
続
人
も
被
相
続
人
の
取
得
し
な
い
搭
利
を
承
継
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
相
続
人
の
地
位
特
に
責
任
四
五
七
商
業
と
経
済
四
五
入
然
る
に
此
貼
は
相
績
を
以
て
法
律
関
係
の
承
継
と
考
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て
比
較
的
容
易
に
解
決
さ
れ
る
。
印
ち
被
害
者
が
死
亡
し
人
格
が
消
滅
し
て
も
、
彼
が
死
亡
と
い
ふ
損
害
を
控
訴
っ
た
と
い
ふ
事
・
貨
は
消
え
去
ら
な
い
。
此
の
損
常
十
日
を
受
け
た
と
い
ふ
法
律
関
係
が
そ
の
ま
』
相
続
人
に
承
継
せ
ら
れ
、
そ
の
結
果
相
続
人
は
被
相
続
人
の
死
亡
に
因
る
損
害
賠
償
請
求
樫
を
原
始
的
に
取
得
す
る
。
通
常
の
場
合
に
於
て
は
損
害
を
受
け
た
者
自
身
が
賠
償
請
求
権
を
取
得
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
場
合
の
み
は
死
亡
と
い
ふ
損
害
を
受
け
た
者
は
損
害
の
愛
生
と
同
時
に
人
格
を
失
ふ
が
故
に
み
づ
か
ら
賠
償
請
求
権
を
取
得
す
る
こ
と
能
は
宇
、
そ
の
地
位
を
承
継
し
た
相
続
人
が
之
を
取
得
す
る
の
で
あ
る
(
註
1
)
O
叉
例
へ
ば
被
相
績
人
と
相
続
人
と
に
よ
っ
て
不
動
産
の
二
重
慮
分
が
行
は
れ
た
場
合
に
於
て
も
、
相
続
在
法
律
関
係
の
承
後
と
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
始
め
て
安
蛍
な
結
論
に
到
達
出
来
る
。
甲
が
非
、
所
有
不
動
涯
を
先
づ
乙
に
譲
渡
し
た
後
克
に
之
ぞ
丙
に
譲
渡
し
、
し
か
も
丙
の
匁
め
に
所
有
樫
移
蒋
登
記
が
さ
れ
た
場
合
に
、
乙
が
そ
の
所
有
権
取
得
を
丙
に
批
判
し
て
主
張
し
得
な
い
こ
と
は
、
民
法
一
七
七
傑
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
甲
が
不
動
産
を
乙
に
譲
渡
し
た
後
、
甲
の
相
続
人
が
同
一
不
動
産
を
丁
に
譲
渡
し
、
而
し
て
丁
の
銭
め
に
登
記
.
か
さ
れ
た
場
合
は
如
何
。
不
動
産
4
登
記
に
は
会
信
カ
が
な
い
か
ら
、
例
令
丁
が
相
続
登
記
を
信
じ
た
と
し
て
も
不
動
産
の
所
有
者
に
非
ざ
る
相
続
人
か
ら
譲
渡
を
受
け
た
丁
は
其
不
動
産
を
取
得
せ
守
、
一
七
七
傑
に
所
謂
第
三
者
に
非
子
、
従
っ
て
甲
か
ら
譲
渡
を
受
け
た
乙
は
其
所
有
樫
を
甲
の
相
績
人
及
び
丁
に
封
し
て
逆
に
丁
の
登
記
の
抹
消
を
請
求
出
来
る
と
い
ふ
見
解
は
一
見
正
蛍
な
ゃ
う
で
あ
る
が
、
前
例
に
於
け
る
丙
が
悪
意
の
場
合
で
も
保
護
さ
れ
る
に
反
し
て
、
此
場
合
に
於
け
る
丁
が
善
意
で
も
保
護
さ
れ
な
い
こ
と
h
な
り
、
結
果
に
於
て
著
し
く
均
衡
を
失
す
る
。
惟
ふ
に
一
七
七
傑
の
遁
用
上
相
続
人
其
他
の
包
括
承
継
人
は
同
傑
に
所
謂
第
三
者
に
非
歩
し
て
蛍
事
者
と
問
視
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
被
相
綬
人
と
相
続
人
と
の
二
重
底
分
の
場
合
に
於
て
も
同
一
人
の
二
重
慮
分
の
場
合
と
同
様
、
相
続
人
よ
り
譲
渡
を
受
け
且
移
持
登
記
を
了
し
た
者
は
、
同
一
人
の
第
二
の
慮
分
に
よ
り
不
動
産
を
譲
受
け
且
移
碍
登
記
を
了
し
た
者
と
等
し
く
之
を
保
護
す
べ
き
も
の
と
解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
相
続
人
が
蛍
事
者
印
ち
被
相
績
人
と
同
視
せ
ら
れ
る
所
以
は
、
相
続
人
が
盟
な
る
樫
利
義
務
の
承
縫
者
に
非
守
し
て
被
相
続
人
の
法
律
関
係
若
し
く
は
地
位
の
承
縫
者
で
あ
る
と
い
ふ
貼
に
そ
の
根
践
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
理
解
出
来
る
の
で
あ
る
。
部
ち
被
相
績
人
は
不
動
産
を
甲
に
譲
渡
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
一
方
甲
と
の
聞
で
は
所
有
権
取
得
を
針
抗
せ
ら
れ
る
と
共
に
他
方
第
三
者
に
針
し
て
は
第
二
の
譲
渡
と
そ
の
登
記
と
に
よ
っ
て
第
三
者
を
し
て
其
不
動
産
ぞ
取
得
せ
し
め
得
る
と
い
ふ
法
律
関
係
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。
而
し
て
此
の
被
相
績
人
の
法
律
関
係
が
そ
の
ま
』
相
鎮
人
に
よ
っ
て
承
後
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
斯
様
に
相
続
は
楳
利
義
務
の
承
縫
に
非
守
し
て
法
律
関
係
若
し
く
は
地
位
の
承
後
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
九
八
六
俊
、
千
一
傑
は
何
れ
も
「
権
利
義
務
」
の
承
縫
と
い
ふ
字
句
を
用
ひ
て
ゐ
る
が
、
必
ら
歩
し
も
樫
利
義
務
の
み
の
承
前
述
縫
に
限
る
趣
旨
で
は
な
く
、
庚
く
法
律
関
係
の
承
継
を
表
現
す
る
鍔
め
に
、
そ
の
内
の
主
要
な
も
の
で
あ
る
所
の
権
利
義
務
の
誌
を
以
で
し
た
も
の
と
匁
す
べ
き
で
あ
る
2
2
0
相
続
人
の
地
位
特
に
責
任
四
五
九
商
業
と
経
群
四
六
O
詰
1
尤
も
相
続
品
以
て
擢
利
義
務
の
承
縫
と
解
す
ろ
場
合
に
於
て
も
相
続
人
が
被
相
続
人
の
死
亡
に
因
ろ
損
害
賠
償
請
求
擢
た
取
得
す
ろ
と
い
ふ
結
論
た
導
き
出
す
こ
と
が
入
よ
く
不
可
能
な
認
で
は
な
い
。
翠
L
損
害
賠
償
請
求
擦
が
成
立
す
ろ
涜
め
に
は
損
害
の
愛
生
島
必
要
と
す
ろ
が
、
そ
の
損
害
は
必
ら
ず
し
も
股
格
な
意
味
に
於
て
呪
在
既
に
愛
生
し
て
お
ろ
こ
と
恥
要
し
な
い
。
股
密
に
言
へ
ば
将
来
愛
生
す
ペ
ミ
マ
損
害
に
過
ゲ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
愛
生
す
ろ
こ
と
が
礎
資
な
場
合
に
は
呪
在
そ
の
賠
償
あ
請
求
す
ろ
こ
と
が
詐
さ
れ
ろ
も
の
主
解
ぜ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
例
へ
ぽ
身
挫
傷
害
の
場
合
に
将
来
何
年
間
か
の
帥
労
働
不
龍
に
某
く
損
害
賠
償
か
請
求
す
る
が
如
、
き
で
あ
ろ
。
而
し
て
こ
の
こ
と
の
詐
さ
ち
ぺ
き
所
以
口
、
若
し
之
島
否
認
す
れ
ば
被
害
者
は
掛
か
ろ
損
害
の
賠
償
た
時
々
刻
々
そ
の
愛
生
の
都
民
請
求
す
ぺ
き
こ
と
、
な
リ
到
底
被
害
者
ら
完
全
に
救
済
す
ろ
お
得
な
い
と
い
ふ
黙
に
あ
ぁ
。
若
し
此
見
解
に
し
て
設
リ
で
な
い
な
い
な
ら
ぼ
、
死
亡
に
因
ろ
損
害
賠
償
請
求
擢
も
死
亡
の
躍
EW
凡
な
場
合
に
は
死
亡
以
前
に
が
、
て
も
後
生
す
ろ
が
故
に
被
害
者
の
死
亡
に
因
っ
て
相
続
人
に
承
綴
ぜ
ら
れ
得
ろ
。
開
死
の
場
合
に
於
て
も
観
念
的
に
は
負
傷
と
死
亡
と
の
問
に
時
間
の
陥
リ
が
わ
ろ
か
ら
此
の
結
果
に
麓
リ
は
な
い
。
同
趣
旨
大
正
元
・
十
二
・
三
束
性
「
寺
中
大
ハ
負
傷
ノ
常
時
未
グ
死
亡
セ
メ
ト
雌
毛
、
数
時
間
ノ
後
一
一
至
リ
必
然
落
命
ス
ペ
キ
創
傷
ヲ
被
リ
タ
U
V
ヲ
以
テ
、
生
存
γ
タ
ラ
ン
ニ
ハ
得
ベ
カ
リ
ジ
利
盆
ヲ
必
然
喪
失
ス
ペ
キ
運
命
二
際
合
ジ
タ
レ
ヲ
以
テ
、
其
瞬
間
二
於
テ
要
償
措
ヲ
符
タ
リ
ト
主
張
ス
ル
モ
ノ
ヱ
ジ
テ
、
旅
客
グ
運
送
人
ノ
運
送
契
約
上
ノ
義
務
不
鹿
行
ノ
潟
メ
生
命
ユ
危
害
ヲ
及
か
ス
ベ
キ
例
傷
ヲ
被
ム
リ
タ
グ
ト
キ
ハ
財
力
炉
損
害
ヲ
請
求
ス
b
F
ノ
樫
利
ヲ
有
ス
vzu
ノ
ナ
ν
パ
、
寿
夫
ノ
死
亡
前
此
ノ
要
償
擢
ア
有
日
γ
タ
bw
ヨ
ト
明
ラ
カ
ナ
リ
o
:
・
:
志
夫
ノ
被
リ
タ
ル
創
傷
ハ
数
時
間
ノ
後
必
然
活
命
ノ
結
果
ヲ
生
メ
ペ
キ
モ
ノ
ト
認
ム
レ
ヨ
ト
ヲ
得
ペ
キ
ヲ
以
テ
、
誇
創
傷
ヲ
被
リ
タ
レ
常
時
二
於
テ
若
V
此
カ
レ
被
告
ナ
グ
ジ
テ
天
寺
ヲ
会
内
ソ
V
タ
ラ
シ
一
一
戸
得
ペ
カ
リ
ジ
利
益
ノ
漆
定
日
γ
得
ベ
キ
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
、
被
害
ノ
潟
メ
之
ヲ
央
b
M
'
h
p
損
害
ヲ
賠
償
セ
V
ム
レ
権
利
ヲ
生
グ
タ
レ
宅
ノ
ト
云
ハ
ザ
u
y
ペ
カ
ラ
メ
o
何
ト
ナ
レ
パ
是
v
将
来
ノ
希
望
ノ
喪
失
一
一
ア
ラ
メ
ジ
テ
呪
在
ノ
利
益
ノ
喪
失
ナ
V
パ
ナ
リ
o
」
大
正
九
・
四
・
二
O
大
恭
一
(
民
銀
二
六
師
五
五
三
)
「
負
傷
者
ハ
死
亡
以
前
二
於
テ
不
法
行
潟
者
二
封
ジ
将
来
取
得
ス
ベ
キ
利
益
ノ
喪
失
一
一
因
ル
損
害
ノ
賠
償
請
求
捲
ヲ
取
得
ス
ル
モ
ノ
二
γ
テ
、
其
損
害
ハ
死
亡
以
前
二
愛
生
γ
、
死
亡
フ
原
因
ト
ジ
テ
愛
生
ス
V
モ
ノ
二
非
ず
れ
げ
ヨ
ト
ハ
法
律
上
明
白
ナ
リ
」
o
大
正
十
五
・
二
・
一
六
大
森
(
民
集
五
谷
一
五
O
)「
他
人
ニ
封
V
即
死
ヲ
惹
起
ス
ペ
キ
傷
害
ヲ
加
ん
タ
U
場
合
ニ
ア
リ
テ
号
、
持
品
(
ノ
傷
害
戸
被
害
者
Y
遁
常
生
存
V
得
ペ
キ
期
間
ニ
獲
得
ジ
符
ベ
カ
リ
日
γ
財
産
上
ノ
利
益
享
受
ノ
迷
ヲ
紹
止
γ
損
害
ヲ
生
セ
ジ
ム
ル
毛
ノ
ナ
V
パ
、
右
傷
害
ノ
瞬
時
ニ
於
テ
被
害
者
一
一
之
グ
賠
償
請
求
擁
護
止
γ
、
其
ノ
相
縞
人
ハ
該
推
利
ヲ
承
権
ス
如
何
毛
ノ
ト
解
ス
W
ヲ
相
官
ナ
リ
ト
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
メ
O
i
-
-
然
レ
パ
原
容
Y
即
死
ノ
場
合
ニ
於
一
ア
屯
傷
害
ト
死
亡
ト
ノ
間
二
観
念
上
時
間
ノ
間
隔
ア
リ
干
潟
γ
被
上
告
人
先
代
-
一
付
損
害
賠
償
請
求
擁
護
生
ジ
タ
ル
屯
ノ
ト
認
定
γ
タ
ル
ハ
結
局
相
官
ナ
h
y
ヲ
以
テ
:
:
:
」
Q
迂
グ
昭
和
三
・
三
・
一
O
大
講
(
民
集
七
谷
一
五
二
)
戸
、
「
原
列
示
二
日
『
本
件
無
カ
リ
セ
パ
前
ホ
将
来
二
十
五
年
間
生
在
γ
且
労
働
ジ
符
ぺ
カ
リ
ジ
宅
ノ
ト
認
ム
レ
ヲ
相
官
ト
ス
、
』
而
V
テ
此
ノ
『
二
十
五
年
間
ハ
毎
年
少
グ
ト
モ
叙
上
数
額
二
ハ
百
六
拾
時
国
拾
銭
)
-
一
相
仲
間
ス
ル
初
盆
ヲ
符
ベ
カ
リ
ジ
屯
ノ
ト
推
定
ジ
符
hw
ヲ
以
テ
、
同
人
ハ
本
件
不
法
行
篤
二
因
リ
爾
後
二
十
五
年
間
ニ
獲
得
ジ
得
ベ
カ
リ
ジ
叙
上
ノ
利
益
即
純
牧
盆
フ
喪
失
ジ
タ
W
モ
ノ
ト
認
ム
O
i
-
-
-
然
V
パ
即
チ
被
控
訴
人
ハ
亡
清
太
郎
一
一
封
ジ
其
ノ
死
亡
前
本
件
不
法
行
局
(
即
致
死
)
ニ
因
リ
被
ヲ
V
メ
タ
ル
叙
上
純
牧
盆
一
一
相
官
ス
ル
金
額
ヲ
支
抑
プ
ベ
キ
義
務
ヲ
負
捨
ジ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
パ
、
其
ノ
遺
産
相
蹟
人
ナ
ル
控
訴
人
ニ
封
γ
之
Y
支
持
義
務
ア
ル
ヨ
ト
勿
論
ナ
リ
ト
ス
」
。
由
是
観
之
、
山
清
太
郎
ず
其
ノ
得
ベ
カ
リ
ジ
利
益
ヲ
喪
失
ジ
タ
ル
原
因
ハ
即
同
人
ノ
死
亡
ナ
リ
ト
一
宮
フ
ニ
在
W
ヨト一一一
H
ヲ
侠
タ
メ
。
而
屯
主
(
ノ
末
尾
一
一
於
一
ア
ハ
『
死
亡
前
本
件
不
法
行
局
ニ
因
リ
』
云
々
ト
ア
リ
o
蕊
ニ
至
リ
テ
ハ
清
太
郎
其
ノ
死
亡
以
前
ニ
在
リ
テ
業
ニ
巳
ニ
営
該
利
益
ノ
英
夫
ト
云
フ
損
害
ヲ
被
リ
タ
リ
ト
云
フ
二
郎
セ
ザ
ル
ヲ
得
メ
o
夫
ν
生
死
ノ
抗
ハ
間
髪
ヲ
容
v
メ
。
所
謂
即
死
ノ
場
合
タ
ル
ト
爾
ラ
ザ
ル
場
合
タ
ル
ト
ヲ
問
ハ
メ
総
一
ア
一
如
タ
リ
。
故
二
死
ソ
ノ
モ
ノ
ヨ
リ
観
V
パ
死
ハ
常
二
即
死
ナ
リ
。
即
死
ナ
ラ
ザ
ル
死
ハ
之
ヲ
想
像
ス
ル
ヲ
得
メ
o
其
ノ
所
謂
即
死
ナ
ル
モ
ノ
.
ハ
、
致
死
ノ
原
因
ト
詑
2
致
死
ノ
結
呆
ト
ノ
問
ニ
極
ハ
メ
テ
僅
・
少
ナ
ル
時
間
ヲ
存
セ
ザ
uw
場
合
ヲ
云
フ
モ
ノ
ニ
過
ギ
メ
o
然
一
フ
パ
則
チ
死
亡
ニ
因
リ
テ
始
メ
テ
生
メ
可
キ
損
害
ヲ
巳
一
一
生
前
二
於
テ
被
V
リ
ト
云
フ
ニ
外
ナ
ラ
ザ
ル
原
列
示
ハ
則
チ
死
前
ニ
死
ア
リ
、
若
グ
ハ
死
後
一
一
死
ア
リ
ト
ノ
前
提
ヲ
置
キ
テ
始
メ
テ
可
ナ
ル
モ
ノ
、
柳
カ
了
解
ニ
苦
マ
ザ
hw
ヲ
符
メ
、
完
ニ
理
由
ノ
不
備
ヲ
兎
レ
ザ
ラ
ム
ナ
リ
」
。
と
い
っ
て
従
来
の
列
例
左
全
然
思
度
た
改
め
て
お
ろ
が
、
若
し
此
の
理
論
島
貫
く
な
ら
ぼ
結
局
損
害
賠
償
請
求
擢
日
呪
在
損
害
が
愛
生
し
な
い
限
り
成
立
し
得
な
い
こ
と
h
な
り
、
従
っ
て
身
般
傷
害
に
因
ろ
損
害
賠
償
の
場
合
に
於
て
も
前
越
の
加
告
極
め
て
不
営
な
結
果
た
招
く
こ
と
に
な
ろ
o
相
績
が
擢
利
義
務
の
承
継
な
り
わ
「
否
平
の
問
題
は
本
論
文
の
目
的
と
す
ろ
所
で
な
い
か
ら
詳
論
た
省
く
o
詳
細
は
法
協
四
入
谷
一
競
穂
積
博
志
「
相
続
は
槌
利
の
承
縦
か
地
位
の
承
縫
か
」
妻
昭
市
街
博
士
口
和
績
島
以
て
地
位
の
承
権
と
さ
れ
る
も
、
博
士
の
所
謂
「
地
位
」
は
余
の
所
謂
「
法
律
関
係
」
相
績
人
の
地
位
特
に
責
任
四
六
商
業
と
経
済
四
六
若
し
く
は
「
地
位
」
左
異
ろ
。
余
の
所
謂
「
法
律
関
係
」
は
擢
利
義
務
そ
の
他
の
悶
保
守
い
ふ
に
反
し
、
博
士
の
使
用
ぜ
ら
れ
ろ
「
地
位
」
と
い
ふ
語
は
寧
ろ
権
利
義
務
そ
の
他
の
も
の
、
師
屈
す
4
0
基
礎
在
指
稽
さ
れ
ろ
が
如
く
で
あ
ろ
(
明
代
法
阜
全
集
三
三
谷
穂
積
博
士
「
相
続
法
」
八
三
頁
)
0
併
し
結
果
に
於
て
は
多
く
具
ろ
所
は
な
い
。
第
二
章
本目
績
4蓮
民
法
九
六
四
館
日
、
「
家
督
相
続
ハ
左
ノ
事
由
二
因
リ
一
ア
開
始
ス
一
戸
主
ノ
死
亡
、
隠
居
又
ハ
図
籍
畏
央
:
:
:
」
、
又
九
九
二
係
は
、
「
泣
陸
相
絞
ハ
家
族
ノ
死
亡
-
一
因
リ
テ
開
始
ス
」
と
規
定
し
て
ね
ろ
。
之
等
の
事
由
与
相
続
開
始
原
因
と
一
苫
ふ
。
而
し
て
民
訟
は
九
八
六
伐
に
於
て
、
「
家
督
相
続
人
ハ
相
続
開
始
ノ
時
ヨ
リ
前
戸
主
ノ
有
セ
ジ
擢
利
義
務
ヲ
承
継
ス
:
:
:
」
、
又
千
一
保
に
於
て
、
「
泣
産
相
続
人
ハ
相
続
開
始
ノ
時
ヨ
リ
被
相
続
人
ノ
財
産
ニ
鴎
セ
ジ
一
切
ノ
探
利
義
務
ヲ
承
織
ス
:
:
:
」
と
定
め
て
お
ろ
。
之
等
の
規
定
と
相
絞
り
「
地
葉
ハ
相
続
開
始
ノ
時
二
週
リ
テ
其
殺
力
ヲ
生
ス
」
と
潟
す
一
O
三
九
伐
と
恥
併
ぜ
考
へ
あ
と
告
は
、
我
民
法
が
ド
イ
y
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
の
諸
法
と
同
じ
く
、
相
続
人
の
承
認
た
侠
れ
ず
し
て
、
相
続
開
始
原
因
の
波
止
に
よ
っ
て
卯
時
に
相
続
開
始
し
、
被
相
続
人
に
邸
周
ぜ
し
法
律
関
係
が
相
続
人
に
よ
っ
て
承
継
さ
れ
ろ
も
の
と
潟
L
、
唯
相
続
人
に
封
し
て
は
相
続
弛
荒
躍
が
留
保
ぜ
ら
れ
、
弛
実
さ
れ
士
な
ら
ば
相
続
開
始
の
時
に
遡
及
し
て
始
・
め
か
ら
魚
認
さ
れ
な
か
っ
六
も
の
左
な
ろ
こ
と
明
白
で
あ
る
2
1
)
O
次
日
相
続
の
設
力
と
し
て
被
相
続
人
の
如
何
な
あ
法
律
関
係
が
相
続
人
に
移
あ
か
と
い
ふ
に
、
原
則
と
し
て
被
相
続
人
に
師
凪
ぜ
し
一
切
の
法
律
関
係
が
相
絞
人
に
よ
っ
て
承
線
ぜ
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
被
相
続
人
に
時
局
ぜ
し
法
律
関
係
の
う
ち
、
相
続
人
に
よ
っ
て
承
継
さ
れ
な
い
例
外
は
如
何
な
ろ
も
の
で
あ
ろ
か
ゾ
問
題
と
な
ろ
が
、
之
に
付
て
は
次
牢
で
論
じ
皮
ぃ
。
兎
に
角
相
続
人
口
相
続
開
始
原
因
の
愛
生
に
よ
っ
て
.
被
相
続
人
に
師
印
刷
ゼ
し
多
数
の
法
律
問
係
た
承
椴
す
ろ
。
即
ち
一
ケ
の
原
因
に
よ
っ
て
多
数
の
法
律
関
係
が
一
括
し
て
承
権
ぜ
ら
れ
ろ
の
で
わ
ろ
か
ら
相
絞
日
色
括
承
搬
の
一
場
合
で
あ
ろ
。
而
し
て
相
続
人
に
よ
っ
て
承
線
ぜ
ら
れ
ろ
所
の
之
等
の
多
数
の
法
律
関
係
与
一
括
し
て
相
続
躍
と
都
J
K
る
。
九
六
六
係
・
一
O
九
O
僚
に
相
続
躍
と
い
ふ
の
が
即
ち
之
で
わ
ろ
。
従
っ
て
此
志
味
に
於
げ
ろ
相
続
躍
は
車
に
多
数
の
権
利
義
務
立
(
他
の
法
律
関
係
の
集
合
に
過
ぎ
ず
、
決
し
て
車
一
の
権
利
で
は
な
い
。
所
で
相
続
挫
と
い
ふ
言
葉
は
我
民
法
上
、
上
越
し
士
所
と
は
全
く
別
個
の
意
味
で
使
用
さ
れ
あ
場
合
が
あ
ろ
。
九
七
三
係
・
九
七
四
除
・
九
九
五
依
に
於
げ
ろ
相
続
推
が
即
ち
之
で
あ
る
。
之
等
の
規
定
に
所
詞
「
相
結
権
」
口
相
椋
開
始
前
に
於
げ
ろ
法
定
推
定
家
督
相
続
人
の
地
位
、
換
言
す
れ
ぼ
相
結
開
始
前
に
於
て
法
定
推
定
家
督
相
続
人
の
有
す
ろ
将
来
相
続
し
得
ろ
と
い
ふ
期
待
で
あ
リ
、
且
此
の
期
待
日
或
程
度
e
い
於
て
法
律
の
保
護
す
ろ
所
で
わ
ろ
か
ら
、
之
た
以
て
一
の
期
待
推
で
あ
ろ
と
云
ひ
得
ろ
。
而
し
て
相
績
開
始
後
の
相
続
躍
が
多
数
の
法
律
闘
係
若
し
く
は
地
位
の
集
合
大
ろ
に
反
し
て
、
相
続
開
始
前
の
相
椋
躍
が
一
ケ
の
地
位
若
し
く
は
捌
待
路
大
る
こ
と
は
事
物
営
然
の
結
果
で
あ
っ
て
怪
し
む
に
足
け
な
い
。
註
1
ロ
l
T
訟
で
は
之
に
反
し
て
、
一
被
相
績
人
の
潟
L
t相
続
人
の
指
定
2
0
F
R
C
)
に
封
し
て
、
相
結
人
が
承
認
(
え
昨
日
c
w
E宮町田
E
C
)
み
典
へ
ろ
に
よ
っ
て
、
始
め
て
相
踏
の
殻
力
が
波
止
す
る
も
の
と
さ
れ
土
。
第
三
章
法
律
関
係
の
承
縫
九
八
六
傑
は
、
「
家
督
相
続
人
ハ
相
続
開
始
ノ
時
ヨ
リ
前
戸
主
ノ
有
セ
シ
権
利
義
務
ヲ
承
縫
ス
但
前
戸
主
ノ
身
専
属
セ
ル
モ
ノ
ハ
此
限
-
一
在
-
フ
ス
」
、
叉
千
一
傑
は
、
「
遺
産
相
緩
人
ハ
相
綾
開
始
ソ
時
ヨ
リ
被
相
続
人
ノ
財
産
-
一
局
セ
シ
一
切
ノ
楳
利
義
務
ヲ
承
緩
ス
但
被
相
続
人
ノ
一
身
-
一
専
属
セ
シ
モ
ノ
ハ
此
限
ニ
在
一
フ
ス
」
と
定
め
て
ゐ
る
ρ
従
つ
て
家
督
相
続
人
は
戸
主
催
を
承
継
す
る
の
は
勿
論
、
原
則
と
し
て
前
戸
主
に
属
せ
し
一
切
の
財
産
関
係
を
承
後
す
る
。
叉
遺
産
相
続
人
は
原
則
と
し
て
被
相
続
人
に
屈
せ
し
一
切
の
財
産
関
係
を
承
継
す
る
。
そ
れ
で
は
先
づ
戸
主
催
と
は
何
奇
い
ふ
の
で
あ
る
か
。
余
の
解
す
る
州
に
よ
れ
ぼ
戸
主
催
と
は
家
族
の
保
護
監
督
そ
の
他
の
目
的
内
局
め
に
戸
主
に
付
て
認
め
ら
れ
て
白
ろ
所
の
包
括
的
訟
作
附
係
た
い
ふ
の
で
あ
ろ
。
而
し
て
此
の
色
括
的
法
律
問
係
の
具
般
的
内
谷
口
各
揚
合
の
具
般
的
事
情
日
よ
っ
て
異
ろ
o
詔
説
相
続
人
の
地
位
持
に
責
任
四
六
商
業
と
経
済
四
六
四
は
戸
主
擢
与
以
て
、
多
数
の
擢
利
義
務
即
ち
そ
の
山
本
の
氏
ら
珊
す
ろ
権
利
(
七
四
六
保
〉
、
居
所
指
定
擢
・
之
に
伴
ふ
離
籍
擢
(
七
四
九
係
)
、
家
族
の
入
籍
去
家
に
封
す
ろ
同
意
擢
(
七
三
五
係
・
七
三
七
傑
・
七
三
八
保
・
七
四
三
係
)
、
家
族
の
時
如
養
子
総
組
に
到
す
ろ
同
意
擢
・
之
に
件
ふ
離
籍
擢
・
復
籍
拒
絶
擢
(
七
五
O
傑
)
、
家
族
の
婚
銅
養
子
縁
組
の
誠
治
擢
(
七
八
O
除
・
入
五
四
除
)
、
扶
養
の
義
務
(
七
四
七
保
)
等
の
集
合
と
潟
す
の
で
あ
る
が
、
之
等
の
多
く
は
具
陸
的
事
情
の
後
生
に
よ
っ
て
始
め
て
呪
・
貨
の
権
利
義
務
主
な
ろ
も
の
で
あ
り
、
如
何
な
ろ
戸
主
と
臨
も
必
ム
?
宥
寸
ぺ
与
椴
利
義
務
に
非
f-40.か
故
に
、
間
半
ろ
戸
主
に
師
屈
す
ろ
包
括
的
法
律
関
係
在
戸
主
躍
と
呼
ぶ
か
以
て
正
営
と
信
ナ
ろ
。
戸
主
擢
島
斯
様
な
怠
味
に
解
マ
ろ
な
ら
ば
廃
家
又
は
隠
居
た
す
ろ
徳
利
(
七
五
二
保
i
七
五
五
傑
・
七
六
二
係
、
(
法
定
推
定
家
督
相
続
人
底
除
又
は
そ
の
取
消
擢
(
九
七
五
保
〉
、
家
督
相
続
人
指
定
又
は
そ
の
取
消
擢
(
九
七
九
係
)
、
家
族
の
泣
皮
相
続
搭
(
九
九
六
傑
)
の
加
告
も
そ
の
う
ち
に
包
含
さ
れ
ろ
o
家
督
相
続
に
於
て
相
続
人
に
よ
っ
て
承
州
制
さ
れ
ろ
身
分
関
係
は
斯
様
な
窓
味
の
戸
主
躍
の
み
で
あ
ろ
。
戸
主
権
以
外
の
身
分
開
係
は
悉
く
前
戸
主
そ
の
人
に
の
一
身
専
属
す
ろ
法
律
関
係
(
九
八
六
保
)
で
わ
ろ
か
ら
、
相
績
人
に
よ
っ
て
承
絡
さ
れ
な
い
。
又
戸
主
権
に
鴎
す
ろ
擢
利
(
樫
能
)
の
中
で
も
、
前
述
ぜ
ろ
廃
家
、
隠
居
在
す
ろ
槌
利
目
「
相
続
人
廃
除
・
指
定
躍
の
如
、
き
は
前
戸
主
の
一
身
に
存
す
お
且
(
閥
的
事
情
円
い
よ
っ
て
愛
生
し
大
も
の
で
わ
ろ
か
ら
相
続
人
に
移
ら
な
、。
よ
っ
て
承
継
さ
れ
る
こ
と
既
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
共
に
家
督
相
続
及
び
治
産
相
績
を
混
じ
て
、
被
相
続
人
に
邸
周
せ
し
一
切
の
財
産
関
係
が
原
則
と
し
て
相
続
人
に
そ
れ
で
は
例
外
的
に
相
続
人
の
承
継
し
な
い
財
産
関
係
は
如
何
な
る
も
の
か
。
第
一
身
専
属
樫
利
義
務
一
身
専
属
躍
に
は
こ
様
の
も
の
が
あ
る
。
一
は
樫
利
者
以
外
の
者
を
し
て
行
使
せ
し
め
る
こ
と
が
性
質
上
詐
さ
れ
な
い
権
利
郎
ち
所
謂
行
使
上
の
一
身
専
属
様
で
あ
り
、
債
様
者
代
位
樫
に
関
す
る
四
二
三
傑
が
「
但
債
務
者
ノ
身
ニ
専
泌
ス
ル
模
利
ハ
此
限
-
一
在
-
フ
ス
」
と
一
去
っ
て
ゐ
る
の
が
之
で
あ
る
コ
他
は
岱
該
搭
利
者
以
外
の
者
を
し
て
之
を
承
継
せ
し
め
る
こ
と
が
性
質
上
詐
さ
れ
な
い
権
利
郎
ち
所
謂
蹄
属
若
し
く
は
享
盆
上
の
一
身
専
属
・
様
で
あ
る
。
間]
し
て
邸
周
上
の
一
身
専
属
楳
と
は
性
質
上
様
利
者
以
外
の
者
が
示
縫
し
得
な
い
椛
利
を
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
他
人
に
譲
渡
し
得
な
い
椛
利
で
あ
っ
て
も
相
殺
を
認
む
べ
き
椛
利
は
之
に
局
し
な
い
。
九
八
六
傑
・
一
0
0
一
傑
の
但
書
に
所
前
一
身
に
専
属
す
る
様
利
義
務
は
斯
様
な
意
味
に
於
け
る
日
開
局
上
の
一
身
専
属
楳
利
義
務
で
あ
る
。
所
で
遁
常
一
身
専
属
と
い
ふ
こ
と
は
様
利
に
付
て
の
み
謂
は
れ
る
の
で
、
め
る
が
、
義
務
に
付
て
も
同
様
で
あ
る
。
佐
定
年
二
日
J
↑ヲ「
4
q
l
付
て
注
意
す
べ
き
は
、
義
務
は
原
則
と
し
て
椛
利
者
の
同
意
な
き
限
り
之
を
他
人
に
移
轄
す
る
こ
と
を
得
な
い
が
、
之
山
早
に
自
由
な
忠
に
よ
る
移
縛
を
許
さ
な
い
と
い
ふ
に
止
ま
り
、
相
続
は
之
を
認
む
べ
き
が
故
に
、
義
務
も
通
常
は
一
身
に
専
同
期
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
性
質
上
被
相
緩
人
以
外
の
者
に
蹄
属
し
得
な
い
法
律
関
係
は
、
権
利
た
る
と
義
務
た
る
と
若
し
く
は
そ
の
外
の
法
律
関
係
た
る
と
を
問
は
宇
、
総
べ
て
相
績
か
ら
除
外
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
身
専
属
の
法
律
関
係
が
相
縞
さ
れ
な
い
こ
と
は
性
質
上
蛍
然
で
あ
っ
て
明
交
を
倹
つ
必
要
は
な
い
。
九
八
六
傑
・
0
0
一
傑
の
但
書
は
唯
こ
の
蛍
然
自
明
の
こ
と
を
注
意
的
に
規
定
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
は
如
何
な
る
財
産
関
係
が
一
身
に
専
属
す
る
か
は
、
一
々
の
財
産
関
係
に
付
て
観
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
財
産
関
係
は
そ
の
性
質
上
身
分
間
係
と
異
っ
て
蹄
局
者
そ
の
人
々
の
間
に
離
る
4
べ
か
ら
ざ
る
関
係
を
有
し
な
い
の
引
責
へ
つ
也
立
年
二
.
主
E
1
4
ヰ
伊
ノ
，
L
J
l
，4
a
同
u
a
1
i
r
l
J
I
四
六
五
商
業
と
経
済
四
ム
ハ
ム
ハ
が
原
別
で
あ
る
か
ら
、
通
常
は
錦
局
者
の
一
身
に
専
属
し
な
い
。
唯
例
外
的
に
委
任
関
係
・
雇
傭
関
係
・
身
元
保
詮
義
務
(
昭
和
二
七
・
四
大
容
〉
叉
は
終
身
定
期
金
債
権
の
如
き
も
の
が
通
常
蹄
局
者
の
一
身
に
専
属
し
、
従
っ
て
相
績
さ
れ
な
い
。
誌
が
乙
等
の
法
律
関
係
に
於
て
も
基
本
関
係
が
蹄
局
者
の
一
身
に
専
属
す
る
も
の
た
る
に
止
ま
句
、
之
等
の
基
本
関
係
か
ら
生
じ
た
個
々
の
搭
利
、
例
へ
ば
委
任
に
於
て
六
四
六
傑
所
定
の
樫
利
義
務
既
に
履
行
さ
れ
に
事
務
慮
理
に
封
廃
す
る
報
酬
請
求
の
楳
利
義
務
、
雇
傭
に
於
て
既
に
履
行
さ
れ
に
勢
務
の
提
供
に
針
路
す
る
報
酬
請
求
の
模
利
義
務
や
、
終
身
定
期
金
契
約
に
於
け
る
既
に
満
期
と
な
れ
る
給
付
請
求
の
椛
利
義
務
の
如
き
は
、
一
般
債
模
と
同
様
蹄
局
者
そ
の
人
と
離
る
べ
か
ら
ざ
る
関
係
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
一
身
専
属
の
権
利
義
務
で
な
く
、
従
っ
て
相
続
さ
れ
得
る
こ
と
論
を
侠
に
な
い
。
第
ヱ_!l句」
:i!. 
!貯
遺
贈
に
は
包
括
遺
贈
と
特
定
遺
贈
と
が
あ
る
(
一
O
六
四
傑
Y
前
者
は
被
相
続
人
の
全
財
法
又
は
其
分
数
的
部
分
を
(
従
っ
て
義
務
を
も
)
内
容
と
す
る
遺
贈
で
あ
り
、
後
者
は
そ
れ
以
外
の
泣
贈
で
あ
る
。
従
っ
て
特
定
法
贈
と
い
ふ
場
合
の
「
特
定
」
は
特
定
位
椛
と
い
ふ
場
合
の
「
特
定
」
と
異
り
、
種
類
と
数
量
と
を
以
て
定
め
ら
れ
た
場
合
で
も
差
支
な
い
の
は
勿
論
被
相
続
人
の
所
有
に
係
る
不
動
産
全
部
若
し
く
は
不
動
産
及
び
勤
産
全
部
と
い
ふ
工
合
に
定
め
ら
れ
た
場
合
を
も
包
含
す
る
の
遺
贈
は
受
退
者
の
承
認
を
放
力
愛
生
の
要
件
と
し
な
い
。
従
っ
て
包
括
遺
贈
は
被
相
続
人
の
死
亡
に
よ
っ
て
直
ち
に
双
方
を
後
生
し
、
し
か
も
そ
の
放
カ
は
単
に
遺
贈
さ
れ
た
財
産
に
針
す
る
債
椛
を
生
守
る
に
止
ま
ら
な
い
で
、
相
績
と
同
様
(
一
O
九
二
傑
一
直
接
財
産
の
承
継
を
生
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
紋
カ
は
物
権
的
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
註
1
)
O
従
っ
て
そ
の
財
J
所
は
相
綾
人
に
よ
っ
て
求
総
さ
れ
な
い
。
唯
此
の
場
合
問
題
と
な
る
の
は
、
包
括
受
遺
者
が
財
産
の
承
絞
と
共
に
そ
の
占
有
を
も
併
せ
取
得
す
る
や
等
の
紡
で
あ
る
が
、
既
に
民
法
は
包
括
受
遺
者
を
相
絞
人
と
同
様
に
取
扱
ひ
(
一
O
九
二
傑
¥
且
こ
の
貼
に
付
て
も
之
を
相
緩
人
と
区
別
す
る
必
要
は
な
い
か
ら
、
包
括
受
遁
者
は
相
続
人
と
同
じ
く
財
・
産
の
承
継
と
共
に
そ
の
占
有
を
も
併
せ
取
得
す
る
も
の
と
解
す
べ
く
、
そ
の
外
取
得
財
産
の
登
記
等
に
付
て
も
包
括
受
泣
者
は
相
績
人
と
同
様
の
地
位
に
立
つ
も
の
と
鍔
す
べ
き
で
あ
る
。
要
す
る
に
包
括
遺
婚
の
場
合
に
於
て
は
、
相
績
人
は
遺
贈
財
産
移
轄
の
債
務
を
負
は
な
い
の
は
回
よ
り
、
引
渡
、
登
記
そ
の
他
一
切
遺
贈
に
関
す
る
義
務
を
負
搭
し
な
い
の
で
あ
る
。
向
停
止
傑
件
附
又
は
始
期
附
の
包
括
遺
婚
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
遺
婚
は
傑
件
の
成
就
叉
は
期
限
の
到
来
ま
で
は
放
力
守
生
じ
な
い
か
ら
、
其
財
産
は
一
日
一
相
績
人
に
よ
っ
て
承
継
さ
れ
る
こ
と
』
な
る
。
失
に
特
定
遺
婚
は
遺
言
の
放
カ
後
生
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
財
産
の
移
蒋
其
他
の
物
権
的
殻
力
を
生
守
る
や
、
そ
れ
と
も
宜
に
債
権
的
双
方
を
生
宇
る
に
止
ま
る
や
は
、
頗
る
疑
問
で
あ
る
が
、
限
定
承
認
の
場
合
に
相
績
人
は
先
づ
相
続
債
権
者
に
馳
針
演
し
た
後
で
な
け
れ
ば
受
遺
者
に
緋
演
を
鍔
し
得
な
い
と
す
る
民
法
一
O
三
三
傑
の
精
神
よ
り
す
れ
ば
、
特
定
治
贈
は
債
椛
的
奴
力
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
2
2
)
O
従
っ
て
特
定
遺
贈
が
被
相
続
人
Tat-、
)
也
k
t
T
-
t
L
E
4
f
j
t
a
z
f
s
J
1
7
i
 
四
六
七
刊
誌
と
控
流
四
六
'
八
に
局
す
る
財
産
を
目
的
と
す
る
場
合
に
は
、
其
財
産
は
相
績
開
始
に
よ
り
一
旦
相
績
人
に
蹄
印
刷
し
、
而
し
て
相
続
人
は
泣
噌
義
務
を
負
ふ
の
で
あ
る
。
花山
1
債
権
的
殻
力
(czgzε
己
主
弓
/
ぺ
三
2
5
ね
)
‘
物
能
的
殻
力
(
ユ
ご
毛
一
n
T
5
4
三
hzz
ら
と
い
ふ
言
葉
口
、
活
常
債
陪
的
投
力
と
は
債
権
関
係
守
護
生
ぜ
し
め
る
設
力
品
指
し
物
楳
的
設
力
と
は
そ
れ
以
外
の
放
力
即
ち
物
楳
嬰
劫
又
は
之
に
頼
似
す
ろ
陣
利
鑓
到
若
し
く
は
債
権
関
係
の
建
夏
、
消
滅
た
生
ぜ
し
め
ろ
殺
力
た
指
す
意
味
に
用
ひ
ら
れ
あ
。
話
2
大
正
五
・
一
一
・
入
大
容
・
民
銀
ニ
二
韓
二
O
七
入
は
、
遺
贈
は
包
括
遺
贈
な
ろ
と
特
定
遺
贈
な
ろ
と
ら
問
は
ず
、
物
擢
的
放
力
た
生
ず
ろ
と
一
宮
っ
て
ね
ろ
。
之
と
同
説
牧
野
氏
日
本
川
続
法
論
五
O
九
υ
第
三
、
、
生
前
相
続
の
特
例
被
相
続
人
の
留
保
財
産
隠
居
叉
は
入
夫
婚
姻
に
よ
る
家
督
相
績
の
場
合
に
於
て
は
、
被
相
績
人
は
相
績
開
始
後
も
依
然
と
し
て
生
存
す
る
が
故
に
、
主
、
生
存
上
之
に
財
産
を
保
た
し
め
る
必
要
が
あ
る
。
放
に
民
法
は
之
等
の
場
合
に
隠
居
者
叉
は
女
戸
主
が
共
財
産
の
一
部
を
留
保
す
る
こ
と
を
許
し
た
(
九
八
八
傑
)
。
、
た
が
被
相
続
人
が
過
大
な
財
産
を
留
保
す
る
こ
と
は
家
督
相
続
の
本
旨
に
反
す
る
か
ら
、
財
産
羽
田
保
は
家
管
相
績
人
の
遺
留
分
を
害
じ
な
い
訓
何
度
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
九
八
八
傑
但
書
)
J
前
戸
主
の
債
務
前
戸
主
の
債
務
は
家
督
相
績
に
よ
っ
て
全
部
相
続
人
に
移
樽
す
る
の
を
原
則
と
す
る
。
所
が
隠
居
叉
は
小
へ
夫
婚
姻
に
よ
る
家
督
相
続
の
場
合
に
は
、
前
戸
主
は
向
生
存
す
る
の
で
あ
り
、
或
は
財
産
を
留
保
し
又
は
其
後
財
産
を
取
得
し
得
る
か
ら
、
若
し
前
戸
主
の
債
様
者
が
之
に
封
し
τ耕
演
を
請
求
し
符
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
債
務
者
其
人
の
信
用
に
基
い
て
債
植
を
取
得
し
た
依
植
者
の
本
意
に
反
し
、
叉
債
権
者
詐
害
の
日
的
で
財
産
羽
田
保
を
鍔
す
虞
が
あ
る
。
故
に
民
法
は
「
隠
居
又
ハ
入
夫
婚
姻
一
一
因
ル
家
督
相
績
ノ
場
合
-
一
於
テ
ハ
」
前
戸
主
の
相
績
開
始
前
の
依
椛
者
は
、
財
産
留
保
の
有
無
に
拘
ら
守
、
相
続
人
に
封
し
て
請
求
し
得
る
と
共
に
、
「
前
戸
主
ニ
封
シ
テ
耕
潰
ノ
請
求
ヲ
鍔
ス
コ
ト
ヲ
得
」
る
も
の
と
し
た
(
九
八
九
傑
一
項
・
三
項
」
。
又
婚
姻
・
入
夫
婚
姻
又
は
養
子
縁
組
の
取
消
若
し
く
は
入
夫
の
離
婚
に
因
る
家
督
相
績
の
場
合
に
於
て
は
財
産
官
保
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
之
等
の
場
合
の
前
戸
主
が
戸
主
と
な
る
以
前
に
有
し
て
ゐ
た
財
産
ま
で
も
家
督
相
続
人
に
移
轄
す
る
や
否
や
は
頗
る
疑
は
し
く
、
民
法
に
は
何
等
の
根
快
勝
も
な
い
が
、
之
等
の
財
・
涯
は
積
極
財
産
大
る
と
消
極
財
-
産
た
る
と
を
問
は
守
、
寧
ろ
相
績
人
に
移
韓
せ
守
し
て
、
之
等
の
前
戸
主
が
依
然
と
し
て
保
有
す
る
も
の
と
解
す
べ
く
2
1
)、
又
賂
来
財
産
を
取
得
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
る
に
前
戸
主
の
債
催
者
が
之
に
封
し
て
地
針
演
を
請
求
し
得
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
債
務
者
其
人
の
信
用
に
基
い
て
債
権
を
取
得
し
た
債
模
者
の
本
意
に
反
す
る
こ
と
、
隠
居
叉
は
入
夫
婚
姻
に
よ
る
家
督
相
績
の
場
合
と
異
る
所
は
な
い
。
故
に
民
法
は
此
場
合
に
も
前
の
場
合
と
同
様
に
「
入
夫
婚
姻
ノ
取
消
叉
ハ
入
夫
ノ
離
婚
-
一
因
ル
家
督
相
綾
ノ
場
合
-
一
於
テ
ハ
入
夫
カ
戸
主
タ
リ
シ
間
ニ
負
擦
シ
タ
ル
債
務
ノ
排
流
ハ
」
、
相
続
人
に
封
し
て
請
求
し
得
る
以
外
に
、
「
其
入
夫
-
一
封
シ
テ
モ
之
ラ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
規
定
し
た
(
九
八
日
宜
、
)
血
L
L
5
こ三
tq
蕗
j
r
L
1
f
存
l
宝
f
四
六
九
商
業
と
経
持
四
七
む
九
傑
二
項
・
三
項
)
。
此
の
規
定
の
明
文
上
は
入
夫
婚
姻
の
取
消
及
び
入
夫
の
離
婚
の
場
合
の
み
を
云
っ
て
、
婚
姻
叉
は
養
子
縁
組
の
取
消
の
場
合
に
鰯
れ
て
ゐ
な
い
が
、
特
に
之
等
の
場
合
の
み
を
除
外
す
べ
き
何
等
の
理
由
も
な
い
か
ら
、
婚
姻
叉
は
養
子
縁
組
の
取
消
に
因
る
家
督
相
綾
の
場
合
に
も
、
此
規
定
を
類
推
遁
用
す
べ
き
で
あ
る
。
所
で
こ
の
九
八
九
傑
の
規
定
に
よ
っ
て
、
債
模
者
は
前
戸
主
新
戸
主
の
斐
方
に
封
し
て
夫
々
全
額
の
耕
携
を
請
求
し
得
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
そ
の
法
律
関
係
の
性
質
乃
至
は
構
成
に
付
て
疑
問
は
兎
れ
な
い
。
反
封
説
2
2
)も
あ
る
が
、
予
は
通
説
23)
に
従
っ
て
、
此
場
合
に
於
て
も
本
来
の
債
務
は
相
績
人
に
移
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
前
戸
主
は
唯
相
績
人
の
債
務
を
地
針
演
す
べ
き
従
た
る
債
務
を
特
に
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
負
憶
さ
せ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
と
考
へ
る
。
従
っ
て
前
戸
主
が
油
所
漉
そ
の
他
自
己
の
出
拐
で
債
務
を
消
滅
さ
せ
た
と
き
は
、
相
続
人
に
封
し
て
償
還
を
請
求
し
得
る
が
、
之
に
反
し
て
相
績
人
が
債
務
を
消
滅
さ
せ
た
と
き
に
は
求
償
慌
を
生
じ
な
い
2
4
)
O
宛
も
建
州
市
保
設
の
如
、
き
関
係
が
生
宇
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
尖
の
如
く
で
あ
る
。
(
一
)
債
務
は
人
と
人
と
の
閥
係
で
は
あ
ろ
が
今
日
の
法
律
観
念
で
は
口
1
マ
法
時
代
と
呉
つ
℃
、
債
権
者
日
勿
・
論
位
務
者
の
嬰
更
も
一
般
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
ろ
ω
而
し
て
債
務
者
の
交
替
日
債
権
者
の
承
諾
J
必
要
す
る
り
が
原
則
で
あ
ろ
が
、
そ
の
根
捺
日
債
務
者
が
債
務
者
其
人
の
伝
用
に
某
.
い
て
抗
措
鳥
取
得
し
士
と
い
ふ
貼
に
あ
る
。
然
る
に
債
務
者
の
伝
用
な
ろ
も
の
は
債
務
者
の
財
産
・
オ
能
・
性
格
等
l
特
に
財
産
l
に
基
い
て
存
す
ろ
も
の
で
あ
ろ
が
、
死
亡
相
続
ιあ
っ
℃
口
債
務
者
其
人
の
人
絡
が
消
滅
し
土
の
で
わ
ろ
か
ら
}
債
務
は
債
務
者
の
財
庄
島
水
離
し
土
相
搬
入
に
移
ろ
の
外
は
な
い
。
生
前
相
続
に
あ
っ
て
は
債
務
者
其
人
の
人
絡
は
依
然
と
し
℃
存
続
す
ろ
か
、
財
産
は
原
則
と
し
℃
相
績
人
に
移
ろ
が
故
に
‘
債
務
者
の
信
川
の
某
礎
に
分
裂
た
生
じ
れ
'
ト
の
で
あ
リ
、
斯
か
ろ
場
合
に
が
、
℃
口
出
T
ろ
信
用
の
主
要
な
基
礎
に
ろ
財
産
や
承
躍
し
土
相
続
入
浴
債
務
者
と
潟
す
の
が
債
権
者
の
本
立
に
合
す
ろ
。
つ
〔
)
九
八
九
」
僚
の
文
字
解
務
上
も
、
同
僚
三
項
が
「
家
督
相
績
人
ニ
封
ス
ル
請
求
ヲ
妨
ケ
ス
」
と
云
っ
て
ね
ろ
の
は
、
家
督
相
続
人
に
封
L
℃
止
の
規
定
に
よ
っ
て
新
な
ろ
責
任
ル
負
捨
ぜ
し
め
土
と
解
す
ろ
よ
リ
も
、
寧
ろ
相
続
人
口
債
務
の
承
級
者
だ
か
ら
之
に
封
し
て
請
求
す
る
の
は
一
向
品
注
文
な
い
と
い
ふ
怠
味
の
注
意
規
定
と
見
ろ
方
が
自
然
で
あ
ろ
。
(
一
二
)
通
説
に
従
っ
て
前
戸
主
の
債
務
が
相
績
人
に
承
離
さ
れ
、
前
戸
主
は
相
績
の
開
始
に
よ
リ
新
に
債
務
た
負
拾
す
る
も
の
と
考
へ
る
と
、
相
縞
人
の
債
務
の
消
滅
時
設
は
前
戸
主
が
そ
の
債
務
た
負
拾
し
れ
れ
時
よ
り
進
行
し
、
前
戸
主
の
債
務
の
消
滅
時
設
は
相
縞
開
始
の
時
よ
リ
進
行
す
る
・
冒
と
に
な
る
が
、
従
K
ろ
債
務
の
消
滅
時
設
が
主
れ
あ
債
務
の
消
滅
時
設
よ
り
も
遅
れ
て
進
行
岳
始
め
る
の
は
、
例
へ
ば
保
詮
契
約
が
主
十
い
る
契
約
以
後
に
潟
さ
れ
士
場
合
等
に
も
見
ら
れ
あ
呪
象
で
あ
っ
て
慌
む
に
足
リ
な
い
。
し
か
も
相
縞
人
の
債
務
が
時
設
に
よ
っ
て
消
滅
す
れ
町
、
前
戸
主
の
負
強
す
ろ
従
士
あ
債
務
も
目
的
の
消
滅
に
よ
っ
て
営
然
消
滅
す
べ
き
も
の
で
わ
ろ
か
ら
決
し
て
不
可
解
な
結
論
に
は
到
達
し
な
い
。
(
四
)
通
設
に
よ
れ
は
前
越
の
如
く
前
日
主
が
排
済
其
他
自
己
の
出
拍
で
債
務
岳
消
滅
さ
ぜ
士
と
き
は
、
相
績
人
に
封
L
て
求
償
健
在
生
ず
る
に
反
L
、
相
績
人
が
債
務
た
消
滅
さ
ぜ
て
も
之
ル
生
じ
な
い
。
然
る
に
反
封
説
は
こ
の
結
呆
舟
非
難
し
て
、
「
前
戸
主
が
任
意
に
そ
の
有
す
ろ
財
産
か
ら
、
そ
の
負
強
し
れ
債
務
の
弊
持
た
な
ず
と
も
、
何
等
相
績
入
浴
し
て
そ
の
補
償
ゃ
な
さ
し
む
あ
資
質
上
り
理
由
は
な
い
が
前
戸
主
が
多
額
の
財
産
在
留
保
し
て
相
績
人
の
遺
留
分
た
佼
筈
し
、
し
か
も
相
績
人
は
そ
の
減
殺
岳
な
す
こ
と
な
く
一
ヶ
年
在
経
過
し
て
そ
の
減
殺
躍
ら
喪
失
し
土
場
合
に
、
相
績
人
が
そ
の
財
産
か
ら
排
持
た
な
L
土
場
合
に
も
相
績
人
に
何
等
の
求
償
擢
が
な
い
と
見
る
こ
と
は
、
結
果
に
於
て
蹟
ろ
妥
営
た
侠
く
で
あ
ら
、
フ
」
ω
と
論
じ
て
白
ろ
が
、
此
の
非
難
は
常
ら
な
い
。
蓋
し
遺
留
分
た
侵
害
す
る
財
産
留
保
が
営
然
に
無
設
な
り
や
或
は
相
績
人
に
減
殺
擢
た
生
ず
る
も
の
な
り
平
は
設
が
分
れ
て
ね
ろ
が
、
今
俄
に
後
試
に
従
ふ
と
き
は
、
一
一
四
五
除
の
類
推
遁
用
に
よ
っ
て
、
「
減
殺
ノ
請
求
権
ハ
遺
留
分
権
利
者
カ
相
績
ノ
開
始
及
じ
減
殺
ス
へ
キ
「
財
産
官
保
』
ア
リ
タ
ル
ヨ
ト
ヲ
知
リ
タ
わ
何
時
ヨ
リ
一
年
間
之
ヲ
行
ハ
サ
ル
ト
キ
ハ
時
設
-
一
因
リ
テ
消
滅
ス
:
:
:
」
と
い
ふ
、
』
と
に
な
る
。
所
で
・
:
に
減
殺
す
ぺ
き
財
産
留
保
り
あ
っ
士
こ
と
や
知
つ
土
時
と
は
、
車
に
財
産
留
保
守
知
つ
土
時
で
は
な
く
し
て
、
財
産
留
保
が
遺
留
分
与
侵
害
し
従
っ
て
減
殺
さ
れ
得
べ
き
こ
と
た
知
つ
士
時
の
意
味
な
る
二
と
云
ふ
迄
も
な
い
。
故
に
営
初
財
産
留
保
が
自
己
の
遺
留
分
た
寄
し
な
い
も
の
と
信
じ
て
ぬ
れ
相
績
人
が
、
後
に
至
っ
て
自
己
の
承
縫
す
べ
き
債
務
わ
る
こ
と
及
之
相
縞
人
の
地
位
特
に
責
任
四
七
商
業
と
経
前
四
七
か
加
算
す
れ
ば
財
産
留
保
に
よ
っ
て
遺
留
分
守
中
一
目
さ
れ
て
白
ろ
二
と
た
知
つ
士
時
に
は
、
こ
の
時
か
ら
始
め
て
減
殺
請
求
権
の
消
滅
時
設
が
進
行
す
ろ
の
で
あ
る
。
従
っ
て
論
者
の
玲
想
す
ろ
が
如
く
、
相
続
人
が
野
清
岳
民
す
も
時
岐
に
減
殺
請
求
権
ル
喪
失
し
て
白
ろ
と
い
ふ
?
7な
結
果
日
、
相
続
人
が
特
に
減
殺
請
求
棋
の
行
使
た
怠
つ
七
の
で
な
い
限
リ
、
之
島
想
像
し
符
な
い
。
却
っ
て
反
封
設
の
如
く
被
相
続
人
に
求
償
催
奇
認
め
な
い
と
き
は
、
例
へ
ば
泣
留
分
及
び
債
務
額
の
合
計
た
超
え
ろ
財
産
在
京
椴
ぜ
し
め
士
被
相
蹟
人
が
白
ら
排
済
L
K場
合
で
も
、
求
償
措
Jh
典
へ
ら
れ
な
い
こ
と
、
な
っ
て
、
被
相
続
人
に
封
し
て
飴
リ
に
酷
で
あ
ろ
o
(
五
)
破
産
法
三
七
保
一
項
u、
「
民
法
第
九
百
八
十
九
除
:
:
:
ノ
場
合
一
一
於
テ
相
模
人
カ
破
産
ノ
宣
告
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ハ
前
戸
主
ハ
将
来
行
プ
ヨ
ト
ア
W
ベ
キ
求
償
擢
ノ
全
額
二
付
破
産
債
権
者
ト
ジ
テ
其
ノ
擢
利
ヲ
行
フ
ヨ
ト
ヲ
得
」
と
規
定
し
、
相
績
人
の
求
償
躍
に
付
て
は
何
等
の
規
定
た
設
げ
て
お
な
い
。
之
に
よ
っ
て
も
、
相
続
人
の
債
務
と
前
戸
主
♂
債
務
と
は
主
従
の
開
係
た
有
寸
ろ
結
果
、
従
土
ろ
債
務
者
で
あ
ろ
前
戸
主
の
み
が
求
償
権
在
有
す
あ
こ
と
明
ら
か
で
あ
ろ
。
(
六
)
通
説
の
如
く
前
戸
主
の
債
務
が
営
然
に
相
続
人
に
承
継
さ
れ
ろ
も
の
と
す
れ
ば
.
相
続
人
が
前
戸
主
に
封
し
て
債
権
私
有
し
れ
a
い
場
合
に
は
、
相
続
人
が
限
定
承
認
た
し
な
い
限
り
(
一
O
ニ
七
峰
三
此
位
擢
口
混
同
に
よ
っ
て
消
滅
す
ろ
こ
と
、
な
ろ
が
故
に
、
か
、
ろ
相
続
人
も
車
に
遺
留
分
与
.
取
得
寸
t
ろ
丈
げ
で
満
足
ぜ
ね
江
な
ら
な
い
と
す
ろ
、
冒
と
ぱ
、
一
般
の
相
場
合
に
比
L
て
蹟
ろ
公
平
品
、
央
す
ろ
と
い
ふ
、
唱
と
も
反
封
設
の
論
掠
の
一
つ
で
あ
ろ
Q
今
前
戸
主
の
資
注
額
五
千
回
.
そ
の
相
続
人
に
封
す
ろ
債
務
縮
委
千
固
な
ろ
場
合
に
、
相
続
人
が
J
U
2
2×山
(
C
L
e
の
遺
留
分
在
取
得
L
得
ろ
の
み
で
、
円
以
早
債
務
の
排
済
与
請
求
L
符
な
い
と
い
ふ
こ
と
に
な
ろ
と
す
れ
町
、
論
者
の
非
難
す
ろ
が
如
く
こ
の
結
果
の
不
世
な
二
と
は
明
瞭
で
あ
ろ
。
だ
が
債
務
の
承
抑
制
に
関
し
て
活
設
に
従
ふ
場
合
に
於
て
も
、
必
ら
ず
し
も
斯
様
な
結
果
に
立
到
ろ
と
ぱ
限
ら
な
い
υ
成
抑
制
通
説
に
従
つ
℃
前
戸
主
の
債
務
が
相
続
人
に
縦
続
さ
れ
ろ
と
す
れ
町
、
限
定
承
認
た
し
な
い
限
り
相
続
人
が
被
相
続
人
に
封
し
て
有
L
K債
権
ほ
お
同
に
よ
っ
て
消
滅
寸
4
ろ
Q
而
し
て
混
同
に
よ
っ
て
消
滅
寸
ろ
と
い
ふ
烈
由
に
よ
っ
て
、
之
島
始
め
か
ら
存
在
し
な
い
と
同
一
に
取
扱
ふ
と
き
日
、
資
際
上
額
五
不
柏
市
な
結
果
舟
生
ず
ろ
‘
『
と
論
者
非
難
の
如
〈
で
わ
ろ
o
v
h
.か
卑
見
に
よ
れ
ば
相
続
人
が
前
戸
主
に
到
し
て
有
寸
ろ
的
権
は
お
川
に
ょ
っ
℃
消
滅
寸
ろ
も
、
之
J
心
一
二
始
め
か
ら
存
花
し
な
い
と
川
一
に
以
扱
ふ
、
、
と
た
得
な
い
の
で
あ
っ
，
¥
、
山
中
ろ
其
抗
陸
額
は
遺
留
分
に
加
算
さ
ろ
ぺ
、
き
も
の
で
あ
ろ
Q
即
ち
前
例
の
場
合
に
於
℃
は
、
相
続
人
の
有
す
あ
抗
措
額
h
h
ろ
三
千
回
は
光
づ
退
官
分
に
る
べ
き
も
の
で
あ
り
前
そ
れ
以
外
に
、
百
の
一
一
一
千
固
守
略
除
し
わ
ト
残
飴
財
産
に
つ
き
1
2
又
は
去
の
遺
留
分
私
有
す
ろ
か
ら
結
局
山
、
uccc+(吹
8
2
1吋
gcc)
×
山
(
一
色
・
山
)
が
、
』
の
場
合
に
於
げ
ろ
相
続
人
の
遺
留
分
と
い
ふ
、
よ
」
に
な
る
。
唯
斯
く
の
如
く
解
す
あ
潟
め
の
遁
確
な
ろ
松
捺
島
氏
法
の
明
文
中
に
愛
見
す
あ
こ
と
た
得
な
い
が
、
相
績
人
が
「
被
相
綾
人
ヨ
リ
道
府
ヲ
受
ケ
又
ハ
婚
如
、
養
子
縁
組
、
分
家
、
腹
絶
家
再
興
ノ
熔
メ
若
グ
ρ
生
計
ノ
資
本
ト
ジ
テ
脂
血
(
ヲ
受
ケ
タ
む
こ
と
き
は
、
「
被
相
続
人
ヵ
・
相
績
開
始
ノ
時
二
於
一
ア
有
セ
ジ
財
産
ノ
償
額
一
一
主
(
賠
興
ノ
偵
額
ヲ
加
へ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
相
殺
財
産
ト
宥
倣
γ
」
遺
留
分
の
中
よ
り
「
其
遺
贈
又
ρ
服
典
ノ
償
額
ヲ
控
除
日
γ
宜
(
残
額
ヲ
以
一
ア
其
者
ノ
」
遺
留
分
と
す
ろ
と
い
ふ
一
O
O七
除
.
一
一
四
六
僚
の
規
定
の
精
神
よ
リ
推
す
L
」
き
口
、
此
結
呆
口
容
ろ
営
然
で
あ
ろ
o
之
に
反
し
て
反
封
説
の
如
く
前
戸
主
の
債
務
が
相
続
人
に
移
ら
な
い
も
の
と
す
れ
口
、
相
椋
人
は
前
例
に
於
て
、
(
明
g
g
1
明
gcc)
×山
(
C
仏
・
時
)
の
遺
留
分
の
M
汁
に
、
そ
の
債
権
与
抱
同
に
よ
っ
て
央
は
な
い
結
果
委
千
回
の
排
部
在
詰
求
L
符
ぁ
、
よ
」
、
な
る
が
、
、
、
の
結
果
は
前
戸
主
が
相
続
人
L
Lて
遺
留
分
及
び
相
続
人
に
封
す
る
債
務
額
の
合
計
た
超
過
す
る
財
産
岳
承
縦
ぜ
し
め
土
揚
合
に
於
て
極
め
て
不
首
な
る
こ
と
一
再
は
ず
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
斯
様
に
九
八
九
傑
は
前
戸
主
に
家
督
相
続
人
の
承
継
せ
る
債
務
に
封
し
て
従
た
る
債
務
密
実
践
せ
し
め
る
規
定
で
あ
る
。
而
し
て
同
傑
二
項
は
入
夫
婚
姻
の
取
泊
、
入
夫
の
離
婚
、
(
婚
姻
養
子
縁
組
の
取
消
)
の
場
合
に
於
て
、
前
戸
主
が
戸
主
タ
リ
シ
間
-
一
負
段
、
ン
タ
ル
債
務
」
に
付
て
の
み
、
前
戸
主
の
排
涜
責
任
を
認
め
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
前
戸
主
が
戸
主
と
な
る
以
前
に
員
投
し
た
債
務
は
、
戸
主
と
な
る
以
前
か
ら
有
す
る
資
・
庵
同
様
相
続
人
に
移
る
こ
と
無
く
、
従
っ
て
か
与
る
債
務
は
前
戸
主
の
み
が
排
済
責
任
を
負
携
す
る
こ
と
は
既
に
述
べ
に
如
く
で
あ
る
。
叉
前
入
夫
・
前
養
子
等
が
戸
主
と
な
る
に
よ
っ
て
前
々
戸
主
か
ら
承
継
し
た
債
務
は
家
督
相
綾
人
に
移
る
も
、
斯
か
る
債
務
は
本
傑
に
所
諒
一
戸
主
タ
リ
シ
間
-
一
資
総
シ
タ
ル
依
務
」
に
民
せ
守
、
従
っ
て
家
管
相
続
人
の
み
緋
消
責
任
を
負
ひ
、
前
入
夫
等
は
之
を
貨
は
i
h
z
、
〉
也
L
L
ト
缶
二
三
1
二
s
相
h
，j
q
引
も
ヰ
1
2
1
臼
i
:
i
 
，
‘
.
『
い
】
J
J
一
U
ト!っ三
商
業
と
経
消
四
七
同
な
い
と
解
す
る
の
が
寅
際
上
安
蛍
で
あ
る
2
5
0
Jt 
I 
同
説
、
債
務
に
付
き
穂
積
氏
呪
代
法
皐
全
集
三
三
径
三
一
五
・
積
極
財
産
ι付
き
迂
藤
氏
相
続
訟
の
肝
究
三
O
五
人
民
は
生
前
相
続
の
抑
制
合
に
は
債
務
の
承
織
な
き
も
の
と
さ
れ
ろ
か
ら
、
債
務
に
付
℃
は
問
題
な
い
)
。
反
封
入
夫
離
婚
の
場
合
に
付
与
』
昭
和
入
・
一
0
・二
O
大
容
・
降
、
集
二
一
巻
二
五
七
O
、
大
正
七
・
九
・
二
八
法
曹
骨
決
議
・
入
夫
婚
銅
の
取
消
及
び
入
夫
離
婚
の
場
合
に
付
き
柳
川
氏
日
本
相
綾
法
註
程
一
四
六
一
。
詑註詮
432  
近
藤
氏
三
O
六。
穂
積
氏
三
一
四
・
牧
野
氏
一
九
一
・
柳
川
氏
四
六
五
Q
同
説
穂
積
氏
三
一
問
。
反
封
柳
川
氏
四
六
七
・
注
藤
氏
三
O
八
。
柳
川
氏
口
前
戸
主
相
続
人
相
互
間
に
全
く
求
償
問
係
た
認
め
ら
れ
な
い
。
之
に
反
し
て
返
藤
氏
は
相
績
人
に
付
金
特
殊
の
一
方
的
負
抱
部
分
及
び
之
に
基
く
求
償
擢
在
認
め
ら
れ
ろ
。
同
説
、
穂
積
氏
、
一
二
一
一
五
。
詮
-
a
同
籍
喪
失
に
よ
る
家
督
相
続
戸
主
が
園
絡
を
喪
失
し
た
場
合
に
も
家
督
相
続
が
開
始
す
る
が
、
民
法
は
此
場
合
に
限
り
そ
の
事
情
を
考
慮
し
て
家
管
相
績
の
放
力
に
関
す
る
原
則
を
樽
倒
し
て
、
前
戸
主
の
財
産
が
相
績
人
に
移
縛
し
な
い
の
を
原
則
と
し
た
。
自P.
ち
図
籍
喪
失
者
の
家
督
相
績
人
が
必
ら
宇
相
続
す
べ
き
も
の
は
戸
主
催
、
「
家
督
相
続
ノ
特
模
ニ
局
ス
ル
椛
利
」
及
び
這
留
分
の
み
で
あ
る
r
九
九
O
傑
)
(
泣
1
)
Q
「
家
督
相
綾
ノ
特
様
ニ
嵐
ス
ル
樫
利
」
と
は
「
系
譜
、
祭
具
及
ヒ
墳
世
話
ノ
所
有
様
」
で
あ
る
(
九
八
七
傑
~
。
し
か
も
之
等
の
「
家
督
相
続
ノ
特
権
ニ
局
ス
ル
権
利
」
も
前
戸
主
が
生
前
に
之
等
の
物
を
底
分
す
る
こ
と
ま
で
禁
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
、
唯
相
続
開
始
治
時
前
戸
主
が
之
等
の
物
を
有
す
る
な
ら
ば
、
家
督
相
績
人
が
必
ら
宇
之
を
取
得
す
る
と
い
ふ
ま
で
ゾ
あ
る
。
そ
の
外
図
籍
喪
失
者
の
家
督
相
績
人
は
「
前
戸
主
カ
特
一
一
指
定
シ
タ
ル
相
績
財
産
」
が
あ
れ
ば
固
よ
り
之
を
承
後
す
る
(
九
九
O
傑
、
向
改
正
要
綱
第
五
ノ
三
参
照
)
。
而
し
て
相
績
財
産
の
指
定
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
財
産
が
遺
留
分
の
額
に
濯
し
な
い
場
合
に
於
て
の
み
、
そ
の
限
度
に
於
て
遺
留
分
搭
を
主
張
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
叉
「
図
籍
喪
失
者
ヵ
図
籍
ノ
喪
失
-
一
因
リ
テ
其
有
ス
ル
楼
利
ヲ
享
有
ス
ル
コ
ト
テ
得
サ
ル
ニ
至
リ
タ
ル
場
合
-
一
一
於
テ
一
年
内
ニ
之
ヲ
譲
渡
サ
サ
ル
ト
キ
ハ
其
様
利
ハ
家
管
相
績
人
-
一
蹄
局
ス
」
る
(
九
九
O
傑
二
項
)
2
2
)
O
失
に
園
籍
喪
失
者
の
家
督
相
続
人
が
前
戸
主
の
債
務
を
も
求
権
す
る
や
否
や
の
黙
に
閲
し
て
は
、
九
八
六
傑
と
九
九
O
傑
と
を
比
較
す
れ
ば
、
之
を
消
極
に
解
す
べ
き
こ
と
疑
な
レ
。
唯
九
九
一
傑
は
「
園
籍
喪
失
ニ
因
ル
家
督
相
績
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
前
戸
主
ノ
債
催
者
ハ
家
督
相
績
人
ニ
針
シ
テ
ハ
其
受
ク
タ
ル
財
産
ノ
限
度
-
一
於
-
プ
ノ
ミ
排
潰
ノ
請
本
ヲ
鍔
ス
コ
ト
ヲ
得
」
と
規
定
す
る
が
放
に
、
相
績
人
は
相
績
財
産
の
限
度
に
於
て
前
戸
主
の
債
様
者
に
封
し
て
前
戸
主
の
債
務
を
排
潰
す
べ
き
従
た
る
債
務
を
員
提
す
ち
。
従
っ
て
此
場
合
に
於
け
る
園
籍
喪
失
者
と
家
管
相
績
人
と
の
関
係
は
、
宛
も
前
述
九
八
九
傑
の
規
定
す
る
一
般
の
生
前
相
績
に
於
け
る
前
戸
主
と
家
督
相
績
人
と
の
関
係
の
正
反
封
で
あ
り
、
家
督
相
績
人
は
主
た
る
債
務
者
た
る
園
籍
喪
失
者
に
封
し
て
漣
帯
保
設
人
に
類
す
る
地
位
に
立
つ
こ
と
込
な
る
2
2
0
故
に
連
帯
保
詮
に
閲
す
る
規
定
(
従
っ
て
四
五
八
傑
に
よ
り
連
帯
債
務
に
関
す
る
規
定
も
)
は
原
則
と
し
て
こ
の
場
合
に
類
推
遁
用
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
日
克
九
〉
也
L
L
t
f
二
t
L
E
土
1
f
f
t
I
も
ヰ
l
-
I
f
四
七
五
商
業
と
経
由
四
七
六
斯
く
の
如
く
闘
絡
喪
失
者
の
家
督
相
絞
人
が
本
傑
に
よ
っ
て
負
捺
す
る
の
は
、
前
戸
主
の
債
務
を
州
初
演
す
べ
き
従
た
る
債
務
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
家
管
相
続
人
が
排
潰
そ
の
他
自
己
の
出
拐
で
債
務
を
消
滅
さ
せ
に
と
き
は
、
前
戸
主
た
る
図
籍
喪
失
者
に
針
し
て
償
還
を
請
求
し
得
る
が
、
之
に
反
し
て
前
戸
主
が
債
務
を
消
滅
さ
せ
た
と
き
に
は
求
償
確
を
生
じ
な
い
去
5
ぢ
こ
の
貼
も
亦
九
八
九
傑
に
関
し
て
述
べ
た
所
と
兵
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
失
に
此
の
場
合
に
於
け
る
相
続
人
の
舎
一
任
の
範
凶
如
何
。
相
続
人
は
前
戸
主
の
債
務
の
全
額
に
付
、
吉
、
之
を
排
潰
す
べ
き
従
た
る
債
務
を
負
強
す
る
が
、
そ
の
責
任
は
九
九
一
傑
に
よ
っ
て
「
井
、
受
ナ
タ
ル
財
・
託
児
ノ
限
度
」
に
制
限
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
制
限
が
物
的
有
限
責
任
な
り
や
債
格
有
限
責
任
な
り
や
は
多
少
の
疑
は
あ
る
が
、
既
に
九
九
一
傑
は
「
受
ん
ノ
タ
ル
財
産
ノ
限
度
-
一
於
-1と
い
ふ
限
定
求
総
に
関
す
る
一
O
二
五
傑
と
同
様
の
文
言
を
使
用
し
、
叉
此
の
貼
に
於
て
限
定
求
訟
の
場
合
と
別
異
に
解
す
べ
き
特
別
の
理
山
は
な
い
か
ら
、
後
述
限
定
承
認
に
於
け
る
と
同
じ
く
物
的
有
限
責
任
と
見
る
べ
き
で
あ
る
2
5
0
註
1
闘
籍
喪
失
日
よ
ろ
家
抗
日
相
続
の
州
場
合
に
於
て
、
遺
留
分
か
相
純
人
に
よ
っ
て
営
然
に
相
続
さ
ろ
.
へ
き
財
一
段
に
印
刷
す
ろ
平
一
告
や
は
疑
問
の
飴
地
が
あ
る
。
元
来
遺
留
分
は
必
然
的
相
縮
分
で
あ
っ
て
、
相
続
人
日
相
続
の
開
始
に
よ
っ
て
物
能
的
に
、
遺
留
分
に
相
官
す
ろ
被
相
続
人
の
財
産
か
一
以
符
す
ろ
も
の
と
解
す
ぺ
き
で
あ
ろ
が
(
近
様
氏
前
拐
二
一
七
以
下
)
、
「
凶
結
実
央
者
ノ
山
本
督
相
続
人
ハ
戸
主
権
及
じ
家
督
相
続
ノ
特
権
}
一
郎
ス
ル
擢
利
ノ
ミ
ヲ
承
抑
制
ス
但
遺
留
分
及
じ
前
月
主
力
特
一
一
指
定
V
M
'
u
v
相
続
財
産
ヲ
承
椴
ス
ル
ヨ
ト
ヲ
妨
ケ
ス
」
と
い
ふ
九
九
O
係
一
項
の
規
定
の
形
式
よ
け
見
ろ
と
き
は
、
同
籍
琵
央
者
の
家
督
相
続
人
が
相
続
の
開
始
に
よ
っ
て
一
以
得
寸
ろ
退
官
分
の
み
は
、
他
の
相
場
合
の
そ
れ
と
具
つ
℃
、
車
な
ろ
債
権
的
請
求
催
・
に
沿
い
マ
な
い
左
併
す
ぺ
、
み
じ
ゃ
、
フ
で
も
あ
ろ
0.rが
凶
籍
喪
央
に
よ
ち
家
背
相
続
に
於
て
相
続
の
殺
果
に
閉
す
ち
版
則
が
時
倒
さ
れ
て
お
ろ
と
い
ふ
丈
げ
の
理
由
ら
以
丈
、
此
の
場
合
の
遺
留
分
の
み
た
他
の
相
場
合
の
そ
れ
と
本
質
奇
異
に
す
ろ
も
の
と
解
1
‘
へ
き
質
質
的
必
要
わ
リ
平
は
蹟
ろ
疑
は
し
く
、
;セ
山
中
ろ
問
問
符
妹
央
者
の
家
抗
日
和
般
人
も
相
演
の
開
始
日
よ
っ
て
物
楼
的
に
遺
留
分
に
相
常
寸
ち
被
相
続
人
の
財
産
た
反
符
す
ろ
も
の
と
解
す
ぺ
『
き
で
は
あ
ろ
ま
い
か
u
反
封
迂
藤
氏
前
掲
三
一
九
。
此
規
定
に
よ
ろ
家
背
柿
縞
人
の
以
待
も
、
相
績
に
よ
ろ
取
得
に
印
刷
す
あ
o
即
ち
相
績
人
口
相
績
の
開
始
に
よ
っ
て
、
被
相
績
人
が
之
等
の
擢
利
た
一
年
内
に
他
人
に
一
識
波
ぜ
ざ
あ
'
と
き
は
之
た
相
績
す
べ
き
地
位
舟
A
取
得
し
、
而
し
て
一
年
後
呪
買
に
之
等
の
擢
利
た
相
績
す
ろ
の
で
あ
る
。
反
封
柳
川
氏
四
七
三
。
相
続
開
始
一
年
後
に
後
生
し
土
権
利
取
得
の
殺
呆
は
別
段
遡
及
殺
た
生
ナ
ろ
も
の
で
は
な
い
。
蓋
し
此
規
定
に
よ
っ
て
、
同
籍
実
失
者
口
外
岡
人
'
と
し
て
之
等
り
権
利
た
一
ヶ
年
間
享
有
す
ろ
こ
と
在
一
汗
さ
れ
土
も
の
と
併
す
ぺ
与
、
が
故
ι、
遡
及
殺
た
認
め
ろ
必
要
な
く
、
再
寧
ろ
認
め
ざ
る
た
以
て
究
際
上
も
妥
常
と
考
へ
ろ
。
詑
3
同
趣
旨
穂
積
氏
三
一
九
・
柳
川
氏
四
七
九
。
M
説
穂
積
氏
三
一
九
‘
反
卦
柳
川
氏
四
七
九
、
近
醸
氏
前
掲
三
一
一
一
五
ω
柳
川
氏
は
他
の
生
前
相
績
の
揚
合
同
様
求
償
闘
係
岳
会
然
否
認
ぜ
ら
れ
る
。
4 
返
隊
兵
亦
他
の
生
前
相
絞
の
場
合
同
様
相
模
人
に
封
L
て
特
妹
の
一
方
的
負
捨
部
分
並
び
に
之
に
基
く
求
償
措
た
認
め
ら
れ
る
。
。
破
産
法
三
七
保
一
項
口
、
「
民
法
第
九
百
八
十
九
続
又
ハ
第
九
百
九
十
一
候
ノ
場
合
ニ
於
テ
相
縞
人
カ
破
産
ノ
宣
告
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ
ρ
前
戸
主
ハ
将
来
行
フ
ヨ
ト
ア
ル
〈
キ
求
償
擁
ノ
全
額
-
一
付
破
産
債
権
者
ト
ジ
テ
其
/
樫
利
ヲ
行
ブ
ヨ
ト
ヲ
得
」
と
規
定
し
、
国
籍
尭
夫
に
よ
る
家
督
相
続
の
揚
合
に
前
戸
主
が
求
償
搭
私
有
し
相
続
人
は
之
在
有
し
な
い
こ
と
d
午
前
提
と
す
る
も
の
、
?
ヲ
で
わ
ろ
。
印
ち
此
場
合
に
於
て
も
前
戸
主
の
債
務
は
相
績
人
に
承
織
さ
れ
、
前
戸
主
は
之
に
到
し
て
従
六
ろ
債
務
た
負
ふ
に
止
ま
ろ
か
の
如
く
で
あ
ろ
が
、
之
同
籍
喪
失
に
よ
ろ
家
督
相
続
の
相
場
合
に
は
他
の
生
前
相
続
の
場
合
に
於
げ
ろ
原
則
が
時
的
さ
れ
る
こ
と
た
忘
れ
て
両
者
駐
日
現
し
士
に
某
・
く
立
法
の
錯
誤
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
Q
;-1: 
反
封
注
山
崎
氏
前
掲
三
コ
一
九
。
相
続
人
の
地
位
特
に
責
任
四
七
七
商
業
主
経
済
間
七
入
第
四
章
相
績
の
承
認
反
ぴ
拠
棄
第
一
一
節
承
認
及
び
撒
棄
の
性
質
既
に
説
述
し
た
如
く
(
第
二
字
参
照
)
、
我
民
法
上
被
相
続
人
の
法
律
関
係
は
相
績
開
始
原
因
の
愛
生
に
よ
っ
て
常
然
相
絞
人
に
防
局
す
る
。
印
ち
相
綾
人
の
受
諾
の
意
思
表
示
に
よ
っ
て
初
め
て
相
続
の
殺
力
が
生
す
る
の
で
な
い
の
は
勿
論
、
相
続
人
が
相
続
開
始
原
因
の
護
生
を
知
っ
た
か
否
か
を
も
問
は
な
い
。
、
た
が
民
法
の
基
調
を
成
し
て
ゐ
る
私
的
自
治
の
思
想
か
ら
云
へ
ば
、
特
別
の
理
由
な
き
限
り
、
何
人
も
自
己
の
意
思
に
基
か
?
し
て
自
己
の
法
律
関
係
に
時
比
動
を
生
ぜ
し
め
ら
る
べ
き
で
は
な
い
。
殊
に
相
続
の
場
合
に
於
て
は
相
続
人
は
権
利
の
み
な
ら
守
義
務
も
亦
承
総
す
る
の
で
あ
り
、
義
務
の
方
が
権
利
よ
り
も
大
な
る
場
合
が
あ
り
得
る
か
ら
、
相
続
人
の
意
思
を
顧
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
故
に
民
法
は
相
続
の
放
果
は
相
続
開
始
原
因
の
後
生
に
よ
っ
て
蛍
然
に
生
宇
る
が
、
此
殺
果
は
相
績
人
の
な
思
に
よ
っ
て
之
を
左
右
し
得
る
も
の
と
し
た
。
相
続
の
求
認
及
び
地
棄
が
卸
ち
之
で
あ
る
(
一
つ
一
七
傑
」
。
相
続
人
は
一
旦
愛
生
し
た
相
続
の
放
カ
を
消
滅
さ
せ
る
意
思
表
示
を
鍔
し
得
る
。
之
が
相
続
の
地
来
で
あ
る
。
相
続
人
は
原
則
と
し
て
地
来
を
震
し
得
る
が
「
自
己
ノ
鍔
メ
ニ
相
続
ノ
開
始
ア
リ
タ
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
タ
ル
時
ヨ
リ
三
ク
月
内
三
裁
判
所
に
封
す
る
申
述
を
以
て
鍔
さ
ね
ば
な
ら
な
い
(
一
0
・
一
七
保
・
一
O
三
八
傑
」
。
地
棄
の
殺
カ
は
相
続
開
始
の
時
ま
で
遡
及
し
、
地
来
者
は
始
め
か
ら
相
続
人
た
ら
ざ
り
し
こ
と
』
な
る
こ
O
三
九
傑
)
。
相
続
の
如
来
は
既
に
愛
生
せ
る
相
続
の
放
力
を
消
滅
さ
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
新
大
に
放
カ
の
生
宇
る
の
を
拒
否
す
る
所
謂
担
絶
で
は
な
い
。
ど
が
相
続
の
放
カ
は
承
認
叉
は
地
棄
の
あ
る
ま
で
は
何
時
消
滅
さ
せ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
ふ
不
確
定
な
朕
態
に
あ
り
、
従
っ
て
被
相
績
人
の
権
利
義
務
は
未
に
確
定
的
に
相
績
人
に
蹄
届
し
な
い
。
相
絞
の
拠
棄
は
斯
か
る
自
己
に
限
定
的
に
蹄
局
し
な
い
法
律
関
係
争
促
自
己
に
蹄
局
し
な
い
こ
と
に
確
定
す
る
意
思
表
示
で
あ
る
か
ら
自
己
に
確
定
的
に
腕
屈
す
る
法
律
関
係
を
消
滅
せ
し
め
る
所
謂
拠
楽
と
も
異
る
。
相
続
人
は
叉
相
績
を
地
来
し
な
い
旨
の
意
思
表
示
を
筑
し
得
る
。
之
を
相
続
の
示
認
と
い
ふ
。
相
績
の
承
認
は
既
に
一
膝
愛
生
し
て
ゐ
る
相
続
の
放
カ
が
地
棄
に
よ
っ
て
消
滅
せ
し
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
確
定
す
る
意
思
表
示
、
換
一
一
一
一
目
す
れ
ば
相
続
地
来
椛
を
如
来
す
る
旨
の
意
思
表
示
で
あ
っ
て
、
新
大
に
相
積
の
放
カ
が
養
生
す
る
こ
と
を
承
詰
す
る
な
思
表
示
で
は
な
い
。
し
か
し
相
続
の
承
認
は
皐
に
地
来
し
な
い
と
い
ふ
消
極
的
意
味
を
有
す
る
の
み
で
な
く
、
夏
に
積
極
的
な
意
味
を
も
有
す
る
2
1
)
O
印
ち
承
認
は
之
を
山
単
純
承
認
と
限
定
示
認
と
に
分
つ
こ
と
が
出
来
る
が
、
、
、
、
軍
純
承
認
は
地
来
椛
岳
地
来
す
る
と
い
ふ
消
極
的
意
味
の
外
に
既
に
叢
生
し
て
ゐ
る
相
績
の
全
放
カ
を
そ
の
億
磁
定
せ
し
め
る
と
い
ふ
積
駆
的
意
味
を
有
し
主
2
}
O
限
定
承
認
も
亦
相
績
の
放
カ
の
う
ち
債
務
弊
瀦
責
任
を
限
定
し
て
示
認
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
積
極
的
意
味
を
も
有
す
る
。
相
続
・
の
承
認
叉
は
拠
棄
に
よ
っ
て
相
続
人
が
相
績
の
劫
以
来
を
受
け
る
や
否
や
、
叉
如
何
な
る
態
様
に
於
て
受
け
る
や
が
初
め
て
限
定
す
る
の
で
あ
る
。
で
は
↓
水
認
叉
は
如
来
以
前
に
於
け
る
相
絞
人
の
地
位
如
何
。
次
に
節
を
改
め
相
続
人
の
地
位
恥
に
立
任
同
七
九
巧
山
お
と
世
帯
i
i
t
j
 
同
入
。
て
詳
論
す
る
。
定
-
相
続
の
承
認
が
入
ム
く
積
極
的
立
味
た
持
大
ず
に
潟
さ
れ
ろ
唯
一
一
り
例
外
日
七
五
三
候
及
び
七
五
間
続
一
項
に
よ
り
隠
居
者
の
家
骨
相
続
人
が
預
め
承
認
在
潟
寸
場
合
で
あ
ろ
。
此
の
承
認
は
将
来
相
績
が
開
始
し
穴
場
合
に
弛
棄
し
な
い
、
換
一
一
-
一
閃
す
れ
ば
将
来
愛
生
す
ぺ
き
弛
棄
権
在
不
成
立
に
終
ら
L
め
ろ
と
い
ふ
消
揖
的
立
味
し
か
持
土
な
い
意
思
表
示
で
あ
っ
て
、
積
極
的
に
相
続
の
ん
し
説
呆
島
北
(
位
認
め
ろ
や
そ
れ
と
も
債
務
舟
持
責
任
在
限
定
し
て
認
め
ろ
や
は
、
相
続
開
始
後
に
帰
さ
れ
ろ
車
純
承
認
又
は
限
定
承
認
に
之
島
一
識
つ
℃
お
ろ
の
で
あ
ろ
。
我
氏
訟
は
ド
イ
y
民
法
の
相
続
契
約
(
同
F
4
0
E
p
m
)
又
は
相
続
地
葉
契
約
(
同
ユ
V46Enrzz
ュE
m
)
の
如
く
相
続
開
始
前
に
承
認
又
は
地
棄
の
窓
岡
山
支
一
石
か
帰
す
こ
と
や
認
め
な
い
の
在
原
則
と
し
、
之
島
詐
す
の
は
唯
此
の
七
五
三
保
・
セ
五
四
係
一
項
の
場
合
の
承
認
と
、
七
五
二
係
に
よ
る
隠
府
~-t 
・〉
者
の
家
督
相
続
人
の
車
純
承
認
の
み
で
あ
リ
、
且
相
続
開
始
後
に
が
、
℃
口
、
間
早
純
承
認
・
限
定
承
認
以
外
に
弛
棄
権
の
弛
葉
丈
げ
た
目
的
と
す
ろ
承
認
な
ろ
も
の
は
詳
き
れ
な
い
か
ら
、
結
局
消
極
的
意
味
の
み
私
有
す
ろ
承
認
か
局
L
得
ろ
の
は
此
相
場
合
に
限
為
、
、
と
、
な
あ
。
、
車
純
承
認
は
相
続
開
始
に
よ
っ
て
愛
生
し
大
相
旋
の
全
設
果
在
北
(
儲
確
定
ぜ
し
め
ろ
も
の
な
リ
や
存
0
・
、
換
一
一
一
目
す
れ
ぽ
、
相
続
開
始
よ
リ
承
認
に
至
ろ
迄
の
相
続
人
の
責
任
は
無
限
な
リ
平
、
右
J
限
な
り
れ
「
に
闘
に
て
は
、
特
に
ド
イ
吋
/
民
法
上
盛
に
論
争
さ
れ
て
ゐ
ろ
。
或
は
無
限
と
潟
し
或
は
有
限
と
均
し
、
又
或
者
は
有
限
無
限
何
れ
に
も
印
刷
ぜ
ず
唯
有
限
又
は
無
限
と
涜
し
待
べ
き
朕
態
に
あ
ろ
も
の
と
い
ふ
の
で
あ
ろ
(
川
名
氏
法
協
二
八
巻
「
相
続
ノ
車
純
限
定
本
認
」
一
五
八
O
以
下
妻
照
)
0
・
民
益
な
き
故
詳
論
島
遊
げ
る
が
、
卑
見
に
よ
れ
医
我
民
法
は
無
限
責
任
島
原
則
と
す
ろ
か
ら
、
承
認
以
前
に
於
て
も
相
続
人
は
一
臆
無
限
責
任
在
負
ふ
も
の
と
解
す
ろ
た
正
常
と
伝
?
ろ
。
故
に
単
純
承
認
は
相
続
開
始
に
よ
リ
琵
生
し
士
相
続
の
み
よ
設
果
守
主
(
儲
確
定
さ
ぜ
ろ
も
の
と
い
引
い
得
ろ
の
で
あ
ろ
o
そ
の
結
果
車
純
承
認
は
拘
束
又
は
限
定
承
認
与
し
な
い
と
い
ふ
消
極
的
意
味
の
み
た
有
寸
ろ
立
思
表
示
'pe-
も
考
へ
得
ろ
o
反
封
、
川
名
氏
前
掲
。
博
士
口
承
認
以
前
の
相
続
人
の
責
任
た
有
限
無
限
何
れ
に
も
回
し
な
い
と
潟
寸
前
週
第
三
説
在
採
ら
れ
ろ
。
第
二
節
‘
承
認
又
は
拠
来
以
前
の
相
続
人
の
地
位
第
承
認
又
は
掬
来
以
前
の
相
続
財
産
相
続
財
産
は
相
続
開
始
に
よ
っ
て
一
膝
相
続
人
に
蹄
属
す
る
こ
と
既
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
ロ
が
相
綴
人
の
固
有
財
産
と
は
尖
の
如
く
区
別
し
て
取
扱
は
れ
る
。
先
づ
相
続
財
産
は
相
続
人
の
財
産
な
る
が
故
に
、
相
績
人
が
承
認
叉
は
如
来
を
鍔
さ
宇
し
て
死
亡
し
た
と
き
は
相
続
人
の
固
有
財
産
と
共
に
相
続
人
の
相
続
人
(
同
号
2
0円
ず
る
に
移
る
が
、
一
O
一
八
傑
か
ら
知
ら
れ
る
や
う
に
、
彼
は
自
己
の
相
続
と
前
主
の
相
続
と
を
併
せ
承
認
し
得
る
外
、
自
己
の
相
績
を
承
認
し
な
が
ら
、
前
主
の
相
績
を
地
来
す
る
事
も
出
来
る
。
叉
何
れ
か
一
方
を
宜
純
承
認
し
な
が
ら
他
方
を
限
定
承
認
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
。
之
相
続
人
が
承
認
叉
は
地
来
以
前
に
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
固
有
財
産
と
共
に
最
初
の
相
続
財
産
及
び
之
に
関
す
る
相
続
人
の
承
認
地
来
の
楼
利
が
第
二
の
相
続
人
に
移
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
逆
に
第
二
の
相
績
を
掬
来
し
た
と
き
は
第
一
の
相
績
を
承
認
叉
は
地
来
す
る
こ
と
は
、
相
績
の
一
部
の
承
認
叉
は
拠
棄
を
認
め
ざ
る
結
果
、
詐
さ
れ
な
い
こ
と
明
ら
か
で
.
あ
る
2
1
)
ο
於
て
一
史
に
強
く
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
相
続
財
産
を
相
続
人
の
固
有
財
産
と
は
別
個
濁
立
の
特
別
財
庭
(
m
o
E
R
m
E
)
と
し
て
取
扱
ふ
趣
旨
は
、
次
の
場
合
に
相
続
財
産
は
相
続
開
始
に
よ
り
一
態
相
鑓
人
に
腕
局
す
る
が
相
続
人
が
後
に
地
相
続
人
の
地
位
特
に
責
任
四
八
商
業
と
経
済
四
八
来
し
た
と
き
は
始
め
か
ら
相
続
人
に
邸
局
し
な
か
っ
た
も
の
と
な
る
。
従
っ
て
法
律
は
此
の
場
合
を
顧
慮
し
て
、
相
続
財
産
に
関
す
る
相
続
人
の
底
分
及
び
相
続
人
の
債
楼
者
の
茅
.
押
を
禁
止
し
、
以
て
相
続
財
産
を
相
続
開
始
蛍
時
の
山
肌
態
に
於
て
相
続
人
た
る
べ
き
者
(
o
E
m
D
E
m
o
-
w円
ヴ
σに
承
縫
せ
し
め
る
こ
と
及
ひ
相
続
人
た
る
べ
き
者
と
地
棄
し
に
相
続
人
若
し
く
は
そ
の
債
権
者
等
と
の
聞
に
複
雑
な
法
律
関
係
の
後
生
を
避
け
る
こ
と
を
悶
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
O
二
四
傑
一
項
一
放
は
、
「
相
続
人
カ
相
続
財
産
ノ
全
部
叉
ハ
一
部
ヲ
慮
分
シ
タ
ル
ト
キ
」
は
「
相
続
人
ハ
軍
純
承
認
ヲ
鍔
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
者
倣
」
し
て
ゐ
る
。
此
規
定
は
直
接
に
は
相
続
人
の
軍
純
承
認
を
擬
制
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
間
接
に
は
承
認
叉
は
地
来
以
前
に
於
て
相
続
人
の
相
続
財
産
慮
分
を
禁
止
し
た
も
の
と
観
る
こ
と
を
得
る
。
査
し
相
続
人
が
相
続
財
産
在
慮
分
し
た
場
合
に
は
底
分
の
瞬
間
に
宜
純
承
認
を
震
し
た
相
続
人
と
な
る
が
故
に
、
承
認
以
前
に
於
て
は
相
続
財
産
を
底
分
し
得
な
い
こ
と
h
な
る
の
で
あ
る
。
之
よ
り
類
推
し
て
相
続
人
固
有
の
債
樫
者
の
相
続
財
産
差
押
も
亦
之
を
鍔
し
符
な
い
と
解
す
べ
き
と
共
に
相
続
債
権
者
叉
は
受
治
者
の
相
続
人
固
有
財
産
差
押
も
許
さ
れ
な
い
も
の
と
銭
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
同
様
に
相
続
人
の
債
権
者
の
相
綾
財
産
に
属
す
.
る
債
権
に
針
す
る
相
殺
及
び
相
続
依
樫
者
・
受
遺
者
の
相
続
人
の
固
有
債
模
に
針
す
る
相
殺
も
禁
止
さ
れ
る
こ
と
h
な
る
。
更
に
場
合
に
よ
っ
て
は
、
「
裁
判
所
内
利
害
関
係
人
叉
ハ
検
事
ノ
請
求
一
一
因
リ
何
時
一
一
テ
モ
相
続
財
産
ノ
保
存
ニ
必
要
ナ
ル
底
分
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
(
一
O
二
一
傑
二
項
)
、
此
規
定
に
よ
っ
て
裁
判
所
が
管
理
人
冶
選
任
し
た
場
合
に
は
相
続
人
の
相
続
財
産
管
理
樫
ち
奪
は
れ
る
。
こ
の
管
理
人
に
は
不
在
者
の
財
産
管
理
人
に
関
す
る
規
定
が
準
用
さ
れ
る
(
一
O
二
一
保
二
項
)
。
相
続
人
は
承
認
を
鋳
す
迄
は
相
続
財
産
の
屍
分
擁
は
之
そ
有
し
な
い
が
、
原
則
と
し
て
管
理
構
を
有
す
る
こ
と
上
述
の
如
く
で
あ
る
。
、
に
が
相
続
人
が
拠
来
叉
は
限
定
承
認
を
す
る
積
り
で
相
続
財
産
の
管
理
在
怠
る
が
如
、
き
こ
と
が
あ
れ
ば
、
相
続
人
た
る
べ
き
者
叉
は
相
続
債
催
者
等
の
利
盆
を
害
す
る
か
ら
、
相
綾
人
に
相
続
財
産
を
遁
蛍
に
管
理
す
る
義
務
を
負
は
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
所
が
一
方
で
は
相
続
人
は
一
態
相
績
財
産
の
搭
利
者
で
あ
り
、
且
相
績
の
放
果
と
し
て
相
続
人
に
針
し
て
一
方
的
に
過
蛍
な
義
務
を
負
搭
せ
し
む
べ
き
で
は
な
い
か
ら
、
一
般
に
他
人
の
財
産
叉
は
事
務
を
管
理
す
る
者
が
負
推
す
る
や
う
な
「
善
良
ナ
ル
管
理
者
ノ
注
音
山
」
を
相
績
人
に
針
し
て
要
求
す
る
の
は
酷
で
あ
る
。
故
に
民
法
は
、
「
相
続
人
ハ
其
固
有
財
・
産
-
一
於
ク
ル
ト
同
一
ノ
注
意
ヲ
以
テ
相
続
財
産
ヲ
管
理
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
る
も
の
と
し
た
(
一
O
二
一
傑
一
項
)
0
註
2
ト
ι
l
L
一一札
1
J
一
O
一
入
除
が
山
本
官
相
続
ιも
活
用
あ
リ
平
日
多
少
の
疑
問
が
あ
る
。
蓋
し
家
督
相
績
の
承
認
又
は
弛
棄
は
、
家
督
相
績
が
戸
主
催
の
承
離
島
主
土
砂
ゐ
内
特
と
す
ろ
結
果
、
家
督
相
続
人
に
の
み
師
同
す
ぺ
き
一
身
専
昆
躍
と
も
考
へ
ら
れ
あ
の
で
あ
る
o
rが
第
二
の
相
績
人
に
第
一
の
家
骨
相
績
の
承
認
又
は
弛
葉
植
の
承
艇
か
認
め
な
い
と
き
は
、
第
一
の
家
督
相
続
日
永
久
日
承
認
又
は
弛
棄
さ
れ
な
い
も
の
と
な
り
、
不
確
定
な
相
績
の
殺
果
が
そ
の
位
確
定
す
ろ
が
故
に
.
結
局
単
純
本
認
が
あ
つ
れ
と
同
じ
に
師
す
ろ
o
斯
様
に
解
す
る
よ
リ
も
寧
ろ
一
O
一
入
僚
が
文
一
一
局
地
り
庇
く
家
督
相
般
に
も
活
用
さ
れ
.
従
っ
て
第
二
の
相
続
人
に
第
一
の
相
続
の
承
認
弛
棄
権
が
移
る
も
の
と
潟
す
方
が
貨
際
上
妥
営
で
あ
ら
、
フ
。
而
し
て
第
二
の
相
績
人
が
第
一
の
相
続
た
も
承
認
し
下
と
き
は
第
二
の
祁
績
は
山
本
督
相
績
と
な
り
、
之
に
反
し
て
第
二
の
相
績
の
み
岳
承
認
し
て
、
第
一
の
相
続
か
弛
葉
し
に
左
告
は
第
二
の
相
続
は
泣
産
相
続
と
な
る
o
相
続
人
の
地
位
特
に
責
任
四
八
三
商
業
と
経
済
四
八
四
+主、
3
H
一u
-
a
ド
イ
y
法
が
承
認
以
前
に
於
げ
ろ
相
続
財
産
岳
相
続
人
に
確
定
的
に
師
印
刷
す
ろ
財
産
に
非
?
と
尽
す
観
念
は
、
弛
棄
が
向
己
の
財
庄
の
底
分
と
し
て
ダ
は
な
く
、
法
律
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
れ
財
産
取
得
か
尽
き
ゾ
ろ
こ
と
h
し
て
取
扱
は
れ
て
お
ろ
と
い
ふ
鮎
か
ら
、
最
も
明
瞭
に
宥
取
さ
れ
る
。
ド
イ
ア
民
法
五
一
七
係
口
、
「
財
産
ノ
取
得
ヲ
怠
可
テ
他
人
ヲ
利
得
セ
ジ
メ
又
ρ
白
己
に
時
国
ス
ル
モ
未
グ
曜
定
的
ニ
取
得
セ
サ
W
権
利
ヲ
抱
葉
γ
又
ハ
相
続
若
グ
ハ
泣
賠
ヲ
拘
束
ス
山
戸
毛
胞
血
ハ
ハ
成
立
七
メ
」
と
規
定
し
て
お
ろ
(
H
w
p
p
m
E
F
目
5
p
r
s
r
g
m
-
Z
H
ご
号
F
5
3
4
0
5
守
E
S門戸
NZ】ロ
Jぺ
C
円件。口。一口の叩ロロ門
40円o
z
o一コ
ο
戸
JF10門口】
umoHd叩円
3
・0円σ
ロロ円。円}位山田円。
LO門ロロ『
ο
一ロロロ
mo-
p-
oロ
O叩w
ロ。。]回口刊の}同円。ロ【】
mp}門町
mH
ゆ『
4
0円toロ
ο目
HNr0・
円]昆
4
0
5三
件
。
門
主
2
0一口
ο
問
手
間
口
}
5
p
a
2
0
E
〈
2
5似の
r
z
u
p
g
m
o
r
z
m門・)
Q
従
っ
て
相
続
の
弛
来
日
相
続
人
が
無
償
問
掲
の
立
思
た
有
す
ろ
と
き
と
雌
も
、
拘
束
に
よ
っ
て
相
続
人
大
ろ
ぺ
告
者
に
討
す
ろ
脂
血
べ
と
は
な
ら
な
い
。
之
期
か
ろ
行
鴻
は
五
一
六
除
に
所
謂
「
自
己
ノ
財
産
ヨ
リ
ノ
出
拍
」
に
非
ざ
ろ
戸
よ
ち
(
回
O
F
E
P
出
口
ο
N
戸ヨ
g
内HEm-
仏
三
nr
円
H
Z
T
E
S内】
p
g
mゆ山口
O
E
〈
2
g
α
m
g
o
z
g
p
E
σ
円
。
ロ
ヴ
2
ゆ刊の『
σ円F
山田汁
p
r
g
r
Eび
3
ロ
ロ
ゲ
印
日
仏
。
叶
の
一
F
E
『{po円。一口一ぬ回目
HL・
合
国
国
民
ο
N
戸
ヨ
ロ
【
7
5
m
g
E
G
o
-己
芯
-HO円『。
r
t・
-
:
:
:
:
)
。
之
と
照
隠
し
て
二
迎
説
に
よ
れ
民
、
相
続
の
弛
・
誌
が
そ
の
依
催
者
た
寄
才
ろ
怠
固
た
以
て
局
さ
れ
大
と
き
と
雌
も
、
財
産
減
少
行
活
に
非
ざ
る
が
故
に
、
債
権
者
日
之
島
取
治
法
三
保
(
〉
己
2
r
?
の・
4
0
5
記
V
E
E
凶∞
0
4唱
吻
ω)
、
又
は
破
産
法
(
同
。
・
m
m
g
l
S
)
の
規
定
に
よ
っ
て
取
消
す
ら
得
な
い
と
い
ふ
、
、
と
が
主
張
さ
れ
て
お
あ
。
立
(
他
ド
イ
Y
民
法
一
四
O
ム
ハ
除
・
一
四
五
三
保
・
一
五
一
九
偽
・
一
五
二
五
係
・
一
五
四
九
依
・
一
五
五
O
保
?
特
に
破
・
陸
法
九
慌
の
如
き
も
、
同
様
の
見
地
に
悲
く
規
定
で
あ
る
Q
尤
も
之
虫
干
の
諸
規
定
江
上
越
の
理
由
以
外
に
、
相
続
口
早
な
る
財
法
取
得
で
は
な
く
て
、
被
相
続
人
の
法
律
生
活
の
継
続
な
る
が
故
に
、
机
絞
の
弛
来
日
一
身
専
問
胸
性
在
有
す
る
た
い
ふ
理
由
に
も
基
い
て
ね
る
も
の
、
如
く
で
あ
ろ
(
d
f
p
a
gぐ
出
00]Hgqw
関門
Z
。
5
0
ロ・開門ヴ日ロ
rhHEHZぬ
H
S
F
)
。
之
に
卦
し
て
他
の
諸
図
は
ド
小
y
法
と
は
兵
ろ
規
定
在
設
げ
て
ね
る
o
ス
イ
ス
民
法
五
七
八
伐
に
よ
れ
氏
、
債
務
超
過
の
相
続
人
の
詐
害
的
地
棄
は
そ
の
依
催
者
又
は
破
・
産
管
財
人
に
よ
っ
て
取
泊
さ
れ
得
ろ
o
而
し
て
取
泊
さ
れ
土
場
合
に
は
泣
庄
の
泊
立
が
行
は
れ
て
、
先
づ
泣
佳
債
務
が
排
訴
さ
れ
、
残
飴
口
取
消
し
土
債
権
者
の
満
足
に
供
ぜ
ら
れ
る
o
そ
の
上
前
残
飴
が
わ
れ
医
拘
束
ιょ
リ
相
続
人
士
ろ
ぺ
き
者
に
師
同
す
ろ
。
同
様
の
規
定
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
七
八
八
傑
・
す
1
ス
ト
リ
ア
取
消
法
(
〉
え
の
・
40ロ
2
2
)
一
三
除
手
に
・
も
在
在
す
ろ
の
で
あ
ろ
o
我
氏
法
四
二
四
除
・
破
産
法
七
ニ
保
の
遁
用
上
、
詐
害
的
抱
棄
が
債
権
者
取
消
搭
又
は
否
認
躍
の
目
的
、
に
け
得
ろ
や
は
多
少
疑
問
の
絵
地
あ
ろ
も
積
極
に
解
す
ぺ
、
き
も
の
と
信
ず
る
。
唯
家
督
相
結
承
認
抱
棄
は
行
使
上
の
一
身
専
属
擢
と
解
す
.
へ
き
が
故
に
、
家
督
相
績
の
弛
克
の
み
口
、
之
鳥
取
消
L
若
し
く
は
否
認
し
得
な
い
も
の
左
解
す
ろ
。
前
弛
棄
が
弛
棄
に
よ
り
相
績
人
士
る
べ
き
者
に
封
す
ろ
賠
典
と
な
り
符
ろ
平
否
平
の
黙
に
付
て
も
、
取
消
又
は
否
認
の
場
合
と
同
じ
く
、
之
島
積
極
に
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
第
相
続
人
の
相
続
財
産
管
理
植
及
び
管
理
義
務
相
続
財
産
は
相
続
開
始
に
よ
っ
て
一
応
相
続
人
に
邸
局
す
る
。
故
に
相
続
人
が
ま
冗
承
認
も
地
棄
も
し
な
い
で
相
続
関
係
が
未
確
定
な
間
も
、
相
続
財
産
の
管
理
棋
は
相
続
人
に
開
局
す
る
。
そ
れ
で
は
相
続
人
は
相
続
財
産
の
管
理
穫
を
有
す
る
と
同
時
に
、
之
を
管
理
す
る
義
務
を
も
資
携
す
る
や
と
い
ふ
に
、
相
続
人
は
相
続
に
関
聯
し
て
自
己
の
意
思
に
基
か
守
し
て
何
等
の
義
務
在
負
搭
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
ふ
観
念
よ
り
す
れ
ば
、
相
績
人
は
相
績
を
承
認
す
る
義
務
を
負
は
な
い
と
共
に
相
績
財
産
守
管
理
す
る
義
務
を
も
負
は
な
い
と
筑
す
べ
き
で
あ
る
。
、
ド
イ
ツ
民
法
は
こ
の
観
念
を
貫
い
て
、
相
続
人
の
相
続
財
産
管
理
義
務
を
否
認
し
、
唯
相
績
人
が
任
意
に
管
理
を
始
め
た
場
合
に
於
て
の
み
.
後
に
彼
が
地
来
叉
は
承
認
し
た
場
合
に
於
て
、
相
績
人
た
る
べ
き
者
若
し
く
は
遺
産
債
植
者
の
利
盆
の
鍔
め
に
、
事
務
管
理
者
と
し
て
一
定
の
管
理
義
務
を
認
め
て
ゐ
る
註
1
)
O
之
に
封
し
て
我
民
法
は
相
続
人
た
る
べ
き
者
が
確
定
す
る
迄
は
一
先
づ
承
認
地
棄
未
定
の
相
綾
人
に
、
相
綾
財
産
の
管
理
義
務
を
認
め
る
を
以
て
、
相
続
人
た
る
べ
き
者
叉
は
相
続
債
桜
者
等
の
利
盆
を
保
護
す
・
る
上
に
遁
蛍
と
考
へ
、
相
続
人
の
地
位
特
に
責
任
四
八
五
商
業
と
経
済
四
八
六
相
続
人
は
相
績
開
始
に
よ
っ
て
一
臆
相
続
財
産
を
取
得
す
る
と
共
に
、
之
を
管
理
す
る
義
務
を
負
治
す
る
も
の
と
し
大(一
O
二
一
傑
一
項
)
。
一
O
二
一
傑
が
此
場
合
相
続
人
に
針
し
て
、
一
般
に
他
人
の
財
産
叉
は
事
務
を
管
理
す
る
者
軽
減
し
た
理
由
は
、
前
項
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
が
負
搭
す
る
や
う
な
「
善
良
ナ
ル
管
理
者
ノ
注
音
山
」
を
要
求
し
な
い
で
、
特
に
「
其
国
有
財
産
一
一
於
ク
ル
ト
同
一
ノ
注
意
」
に
叉
相
続
人
が
相
続
財
産
の
管
理
を
怠
り
、
共
他
遁
蛍
に
管
理
し
な
い
場
合
に
は
、
「
裁
判
所
ハ
利
害
関
係
人
叉
ハ
検
事
ノ
請
求
ニ
囚
リ
何
時
ニ
テ
モ
相
績
財
産
ノ
保
存
-
一
必
要
ナ
ル
底
分
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
(
一
O
一
二
傑
二
項
)
、
此
規
定
に
よ
っ
て
裁
判
所
が
管
理
人
を
選
任
し
た
場
合
に
は
、
相
続
人
の
相
続
財
産
管
理
棟
が
奪
は
れ
る
こ
と
も
、
之
亦
前
項
に
述
べ
た
所
で
あ
る
。
相
績
人
が
相
続
財
産
の
管
理
樫
及
ひ
管
理
義
務
を
有
す
る
こ
と
上
述
の
如
く
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
相
続
人
が
相
続
財
産
の
管
理
に
閲
し
て
、
金
銭
其
他
の
物
密
受
取
り
・
様
利
を
取
得
し
・
必
要
費
を
支
出
し
叉
は
必
要
と
認
む
べ
き
債
務
を
-
貨
悦
隠
し
た
場
合
に
於
て
、
後
に
相
続
人
が
相
績
を
地
来
若
し
く
は
限
定
承
認
し
た
と
き
は
、
如
何
な
る
規
定
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
か
。
我
民
法
は
之
等
の
鮎
に
付
て
何
等
の
規
定
を
設
け
ざ
る
が
故
に
、
予
は
地
来
し
た
相
続
人
が
相
続
財
産
の
管
理
を
継
続
し
た
場
合
に
関
す
る
一
O
四
O
傑
二
項
叉
は
限
定
承
認
者
の
管
理
継
続
に
関
す
る
一
O
二
八
傑
二
項
を
、
此
場
合
に
類
推
適
用
す
る
を
以
て
安
蛍
と
信
宇
る
。
何
と
な
れ
ば
地
来
叉
は
限
定
承
認
の
前
後
に
於
て
、
之
等
の
知
に
閲
す
る
取
扱
を
異
に
す
る
理
由
を
見
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
相
続
人
が
後
に
相
績
を
地
来
し
た
場
合
に
は
、
一
O
四
O
傑
二
項
を
類
推
適
用
し
て
、
地
来
し
た
相
続
人
は
地
棄
に
よ
っ
て
相
続
人
と
な
っ
た
者
に
針
し
て
、
受
取
っ
た
金
銭
其
他
の
物
叉
は
牧
取
し
た
果
責
の
引
渡
取
得
し
た
権
利
移
縛
の
債
務
を
員
指
す
る
と
共
に
、
支
出
し
た
必
要
設
の
償
還
請
求
・
負
搭
し
た
債
務
の
弾
演
又
は
搭
保
の
請
求
を
鋳
し
得
る
債
植
を
取
得
す
る
こ
O 
四
oe傑
二
項
・
六
四
六
傑
、
六
五
O
傑
一
項
・
二
項
)
。
掬
棄
に
よ
っ
て
相
績
人
と
な
っ
た
者
が
限
定
承
認
を
食
し
た
場
合
に
於
て
も
、
之
等
の
債
樫
債
務
は
相
績
財
産
に
局
し
、
叉
は
相
続
財
産
か
ら
排
演
さ
れ
る
(
九
六
七
傑
・
九
九
三
傑
)
。
叉
相
緩
人
が
後
に
限
定
承
認
を
匁
し
た
場
合
に
は
、
一
O
二
八
傑
二
項
が
類
推
適
用
さ
れ
、
相
績
人
と
相
綾
財
産
と
の
聞
に
之
等
の
債
椛
債
務
の
関
係
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
誌
な
る
(
一
O
二
八
傑
二
項
・
命
一
O
二
七
傑
参
照
、
。
相
続
財
産
破
産
の
場
合
に
於
て
、
相
続
人
の
立
替
設
償
還
叉
は
負
捲
し
た
債
務
柑
刑
法
の
請
求
権
が
財
国
債
模
た
り
得
る
や
は
多
少
疑
問
の
係
地
あ
る
も
、
消
極
に
解
す
る
の
外
は
な
い
で
あ
ら
う
。
結
局
破
産
債
搭
と
し
て
耕
演
を
受
け
る
こ
と
』
な
る
(
破
産
法
三
三
傑
参
照
)
。
倫
相
績
人
が
翠
純
承
認
を
鍔
し
た
場
合
に
は
、
斯
か
る
問
題
を
生
じ
な
い
が
、
唯
此
場
合
に
於
て
も
、
相
績
財
産
a
に
付
き
財
産
分
離
叉
は
破
産
が
開
始
し
た
と
き
は
、
限
定
承
認
の
場
合
と
同
様
の
関
係
が
認
め
ら
る
べ
き
も
の
と
考
へ
る
。
詮
-
ド
イ
内
/
民
法
一
九
五
九
保
一
項
は
、
「
相
績
入
力
相
縞
ノ
拘
束
前
ニ
相
続
財
産
上
ノ
事
務
ヲ
庭
理
ジ
タ
W
ト
キ
ハ
其
者
ハ
相
般
人
ト
局
uw
ペ
キ
者
一
一
封
ジ
事
務
管
理
者
干
同
一
ノ
擢
利
ヲ
有
ジ
義
務
ヲ
負
フ
」
と
規
定
し
、
又
一
九
七
ヘ
保
一
項
は
、
限
定
承
認
又
は
相
続
財
産
の
破
産
が
あ
っ
十
い
と
き
は
、
相
縫
人
口
泣
産
債
権
者
に
封
し
て
、
承
認
以
前
の
相
績
財
産
の
管
理
に
付
て
も
其
支
に
任
ず
ろ
も
の
と
し
、
而
し
て
承
認
前
に
相
続
人
が
相
績
財
・
犀
に
闘
し
て
均
し
土
行
潟
に
付
て
、
事
移
管
理
の
規
定
た
準
用
し
て
お
ろ
O
ぬ
っ
て
相
縞
人
口
本
来
相
綜
財
産
管
理
り
義
務
た
負
日
ナ
、
者
し
相
績
人
が
任
怠
に
管
理
た
始
め
士
場
合
に
口
、
恰
も
他
人
の
財
佳
作
理
人
り
如
く
玩
扱
は
れ
、
相
続
人
土
ろ
ぺ
き
者
若
し
く
は
泣
…
段
位
催
者
に
封
し
て
、
事
相
続
人
の
地
位
特
に
責
任
四
八
七
商
業
と
経
済
四
八
八
務
管
理
者
と
同
一
の
責
に
任
じ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
損
害
賠
償
債
務
た
も
負
拾
す
ろ
o
之
と
共
に
相
続
人
が
相
続
財
庄
の
矯
め
に
事
情
に
腔
ヒ
必
要
と
認
む
べ
き
費
用
島
問
宥
財
産
か
ら
支
出
し
士
と
、
き
は
、
相
続
財
産
中
よ
り
償
還
与
求
め
ろ
こ
と
与
得
(
訟
の
∞
ω
w
A
)
叶。・
H
O
叶∞
w
阿
国
)
、
品
費
用
償
還
請
求
棋
は
利
組
財
産
破
産
の
坊
合
に
は
財
閤
債
権
と
し
て
優
先
的
に
取
扱
口
れ
あ
(
問
。
・
肋
ω
立
N
・。・)。
第
相
続
財
産
慮
分
楳
-
失
に
相
績
人
は
相
続
の
承
認
以
前
に
於
て
相
続
財
・
産
の
底
分
棋
を
有
す
る
や
。
相
続
人
は
相
続
の
開
始
に
よ
っ
て
一
路
相
続
財
産
の
主
鰹
と
な
っ
た
の
、
に
か
ら
、
管
理
樺
の
み
な
ら
歩
底
分
様
を
も
有
す
る
理
で
あ
る
。
、
に
が
承
認
以
前
に
相
続
財
産
の
底
分
を
詐
す
と
き
は
、
後
に
相
続
が
拠
来
若
し
く
は
限
定
承
認
さ
れ
た
場
合
に
、
地
楽
に
よ
り
相
続
人
た
る
べ
き
者
又
は
相
続
依
植
者
等
に
損
害
を
蒙
ら
し
め
る
虞
が
あ
り
、
且
叉
地
来
者
と
之
等
の
者
と
の
聞
に
面
倒
な
法
律
関
係
が
愛
生
す
る
か
ら
、
相
績
人
の
底
分
を
禁
止
す
る
必
要
が
あ
る
。
之
民
法
が
「
相
続
人
カ
相
続
財
産
ノ
全
部
叉
ハ
一
部
ヲ
底
分
シ
タ
ル
ト
キ
」
は
、
「
相
続
人
ハ
輩
純
承
認
ヲ
錦
、
ン
タ
ル
モ
ノ
ト
者
倣
ス
」
と
規
定
し
た
所
以
で
あ
る
(
一
O
二
四
傑
一
項
一
波
)
。
而
し
て
此
場
合
民
法
が
相
続
人
の
底
分
を
禁
止
せ
宇
し
て
、
之
を
宜
純
承
認
と
擬
制
し
た
の
は
、
此
の
方
が
相
績
債
桜
者
及
び
底
分
の
相
手
方
等
の
利
盆
保
護
及
之
等
の
者
と
相
続
人
と
の
間
に
紛
宇
の
生
す
る
の
脅
避
け
る
に
遁
し
、
且
借
地
分
在
匁
し
た
相
続
人
は
活
常
軍
純
承
認
を
匁
す
意
思
を
有
す
べ
く
、
此
の
擬
制
は
相
続
人
に
封
し
で
も
酷
に
失
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
相
続
人
が
相
続
財
産
4
巻
市
地
分
し
た
と
き
は
、
其
瞬
間
に
m
早
純
承
認
を
匁
し
た
相
続
人
と
怨
る
。
従
っ
て
相
続
人
は
承
認
叉
は
加
来
を
鍔
さ
ざ
る
相
続
人
と
し
て
は
相
続
財
産
の
底
分
穫
を
有
し
な
い
。
第
四
管
理
穫
の
内
容
斯
様
に
相
綾
人
は
承
認
叉
は
拠
来
以
前
に
於
て
は
、
相
続
財
産
の
管
理
は
之
を
鋳
し
得
る
と
同
時
に
鍔
す
べ
き
義
務
を
員
ふ
に
反
し
て
、
相
績
財
・
産
の
い
応
分
は
之
守
居
却
す
こ
と
を
得
な
い
。
そ
れ
で
は
相
続
人
は
如
何
な
る
行
匁
を
鍔
し
得
、
如
何
な
る
行
震
を
匁
し
得
な
い
か
。
管
理
行
鍔
は
通
常
保
存
行
錯
及
び
物
叉
は
搭
利
の
本
質
を
愛
更
せ
ざ
る
範
園
内
に
於
け
る
利
用
改
良
行
鍔
を
包
含
す
る
も
の
と
せ
ら
れ
る
(
二
八
傑
・
一
O
三
傑
参
照
)
。
承
認
拠
来
前
の
相
綾
人
の
管
理
搭
も
一
O
二
一
傑
一
項
及
び
三
項
の
規
定
よ
り
見
る
と
き
は
漣
常
の
管
理
行
鍔
の
全
範
固
に
一
H
一
る
も
の
h
如
く
で
あ
る
。
所
が
一
O
二
四
保
一
項
一
波
は
、
「
相
続
人
カ
相
続
財
産
ノ
全
部
叉
ハ
一
部
ラ
慮
分
シ
タ
ル
ト
キ
」
は
一
，
相
続
人
ハ
軍
純
承
認
テ
錦
、
ン
タ
ル
モ
ノ
ト
者
倣
ス
」
と
規
定
し
、
「
但
保
存
行
鍔
及
ヒ
第
六
百
二
傑
-
一
定
メ
タ
ル
期
間
ヲ
超
エ
サ
ル
賃
貸
ア
鍔
ス
ハ
此
限
ニ
在
-
フ
ス
」
と
し
て
ゐ
る
。
其
結
果
相
続
人
が
相
続
財
産
に
関
し
て
改
良
行
矯
叉
は
六
O
二
傑
所
定
の
期
間
内
の
賃
貸
以
外
の
利
用
行
震
を
鍔
し
大
と
き
は
、
底
分
行
匁
と
同
視
し
て
喧
純
承
認
守
鍔
し
た
も
の
と
者
倣
さ
れ
る
と
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
、
結
局
相
続
人
の
管
理
構
の
内
容
は
、
通
常
の
管
理
行
震
の
全
範
固
に
一
旦
る
も
の
で
は
な
く
て
、
唯
保
存
行
匁
及
び
六
O
二
の
期
間
内
の
賃
貸
を
包
含
す
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
而
し
て
そ
の
宜
質
的
理
由
は
、
之
を
相
続
の
承
認
叉
は
拘
来
以
前
の
短
期
間
の
こ
と
故
、
改
良
利
用
の
椛
限
を
認
め
る
必
要
な
し
と
い
ふ
貼
に
求
相
続
人
の
地
位
特
に
責
任
四
八
九
同
業
と
経
済
四
九
O
め
る
こ
と
を
得
る
。
保
存
行
震
を
鋳
し
得
る
が
故
に
占
有
を
震
し
得
る
こ
と
は
困
よ
り
で
あ
る
。
且
被
相
続
人
の
有
し
た
占
有
擦
は
相
績
開
始
に
よ
り
蛍
然
相
続
人
に
移
る
。
利
用
行
震
は
原
則
と
し
て
之
を
匁
し
得
な
い
が
、
六
O
二
傑
所
定
の
期
間
内
の
賃
貸
及
び
之
と
同
程
度
の
利
用
は
匁
し
得
る
。
利
用
が
物
叉
は
徳
利
の
保
存
の
符
め
必
要
な
限
り
は
命
保
存
行
震
に
局
す
る
。
四
白
地
分
行
震
は
之
を
匁
し
得
な
い
が
、
震
し
た
場
合
に
は
無
殺
と
な
る
の
で
な
く
て
、
単
純
承
認
と
者
倣
さ
れ
る
と
い
ふ
放
呆
を
生
宇
る
。
例
外
・
的
に
全
鰹
と
し
て
の
相
続
財
産
保
存
の
必
要
上
個
々
の
物
叉
は
椛
利
を
底
分
す
る
こ
と
は
、
保
存
行
匁
と
し
て
相
続
人
の
楼
限
に
局
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
此
理
由
か
ら
相
続
人
は
勢
湾
の
請
求
・
受
領
・
保
存
費
に
充
て
る
匁
め
の
金
銭
そ
の
他
の
財
産
の
慮
分
、
腐
敗
し
易
き
物
叉
は
不
用
品
の
頁
却
等
を
錯
し
得
る
。
債
務
の
排
清
及
び
相
殺
に
針
て
は
幾
分
の
疑
あ
る
も
、
一
O
三
O
傑
が
限
定
相
続
人
に
封
し
て
請
求
申
出
期
間
滞
了
前
の
弊
済
担
絶
の
樫
利
義
務
を
認
め
る
趣
旨
を
貫
徹
す
る
鋳
め
に
は
、
承
認
如
来
以
前
に
於
て
も
相
続
債
桜
者
叉
は
受
遺
者
に
柑
針
演
一
従
っ
て
相
殺
も
)
右
肩
川
し
得
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
放
に
若
し
相
続
人
が
排
演
を
矯
し
之
に
よ
っ
て
他
の
相
続
債
様
者
・
受
遺
者
叉
は
自
己
の
地
棄
に
よ
り
相
続
人
た
る
べ
き
者
に
損
害
を
典
へ
た
と
き
は
、
相
続
人
は
管
理
義
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
を
負
は
ね
ば
な
ら
な
い
(
一
O
三
六
傑
参
照
、
。
唯
財
産
分
離
の
請
求
が
録
さ
れ
、
し
か
も
配
蛍
加
入
申
出
期
間
が
承
認
叉
は
加
来
以
前
に
満
了
し
た
場
合
の
み
は
、
相
続
人
は
相
続
債
権
又
は
・
受
遺
者
に
配
品
目
田
…
排
演
を
屑
却
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
又
相
績
財
産
に
関
す
る
費
用
の
債
務
は
承
認
拠
来
以
前
と
雄
も
地
問
済
を
要
す
る
こ
と
い
ふ
迄
、
も
な
い
。
(五)
相
絞
人
は
其
の
管
理
権
の
範
囲
内
に
於
て
は
、
意
思
表
示
の
受
領
を
匁
す
こ
と
在
得
る
。
例
へ
ば
被
相
続
人
又
は
自
己
の
匁
し
た
契
約
の
申
込
に
封
す
る
承
諾
解
除
止
口
知
・
取
消
・
治
認
・
相
殺
・
催
告
等
。
(六)
相
続
人
が
相
続
財
産
の
底
分
を
目
的
と
す
る
債
樫
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
は
因
よ
り
差
支
な
い
。
、
た
が
そ
の
放
カ
を
受
け
る
の
は
相
続
人
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
の
地
棄
に
よ
っ
て
相
綾
人
と
な
っ
た
者
は
之
に
よ
っ
て
・
何
等
の
拘
束
を
受
け
な
い
。
唯
例
外
的
に
新
か
る
債
桜
契
約
が
相
績
財
産
の
・
管
理
に
必
要
な
行
震
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
相
続
人
は
弛
棄
に
よ
っ
て
相
績
人
と
な
っ
た
者
若
し
く
は
限
定
承
認
又
は
相
績
財
産
破
産
の
場
合
に
は
相
殺
財
産
に
針
し
て
、
斯
か
る
契
約
に
基
く
債
務
の
排
演
を
請
求
し
得
る
と
共
に
、
取
得
し
た
債
様
移
轄
の
義
務
を
負
ふ
こ
と
既
に
述
べ
た
加
く
で
あ
る
。
(七)
相
続
人
は
相
続
財
産
管
理
に
必
要
な
と
き
は
、
相
績
財
産
に
関
す
る
訴
訟
を
濯
行
す
る
積
極
叉
は
消
極
の
楼
限
(
砂
同
事
者
能
力
)
を
も
有
す
る
。
(
八
)
相
続
人
は
相
続
財
産
に
野
し
て
破
産
の
申
立
を
錯
し
得
る
か
。
破
産
法
一
三
六
傑
一
項
は
、
「
相
績
財
産
-
一
封
シ
テ
ハ
相
続
位
様
及
受
遺
者
ノ
外
相
続
人
、
相
続
財
産
管
理
人
及
泣
き
ロ
執
行
者
モ
亦
破
産
ノ
申
立
ヲ
鍔
ス
コ
ト
ヲ
得
」
る
旨
規
定
す
る
も
、
そ
の
所
-
謂
「
相
続
人
」
が
承
認
叉
は
地
来
前
の
相
続
人
を
含
む
や
は
必
ら
宇
し
も
明
瞭
で
な
い
。
J
-
J
J
 
相
続
人
の
地
位
特
に
責
任
四
九
商
業
主
経
済
~g 
九
が
承
認
叉
は
地
棄
前
の
相
続
人
も
相
続
財
産
の
管
理
樫
を
有
す
る
が
故
に
、
破
産
の
巾
立
を
震
し
得
る
も
の
と
解
す
る
O 
否
、
そ
れ
の
み
な
ら
中
、
相
続
人
は
相
続
債
椛
者
及
び
受
遺
者
の
矯
め
に
、
之
社
一
寸
の
者
の
共
同
捻
保
た
る
相
続
財
産
管
理
の
義
務
を
有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
相
続
財
産
を
以
て
相
続
債
椛
者
及
び
受
治
者
に
封
す
る
債
務
を
完
済
す
る
こ
と
能
は
.
ざ
る
こ
と
在
後
見
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
破
産
の
申
立
を
鍔
す
べ
き
義
務
を
も
負
捻
す
る
も
の
と
鍔
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
同
傑
二
項
は
相
績
財
産
管
理
人
、
遺
言
執
行
者
叉
は
限
定
承
認
若
し
く
は
財
産
分
離
の
場
合
に
於
け
る
相
績
人
に
付
て
の
み
、
此
義
務
を
認
め
て
ゐ
る
が
、
承
認
掬
来
前
の
相
続
人
を
除
外
す
る
理
由
は
な
い
か
ら
此
規
定
在
類
推
適
用
す
べ
き
で
あ
る
。
第
五
財
産
分
離
相
殺
債
能
者
・
受
泣
者
及
び
相
続
人
の
依
樫
者
の
利
益
た
保
護
す
ろ
病
め
に
、
民
法
は
財
産
分
離
の
制
度
品
設
げ
て
凸
ろ
。
相
続
の
殺
呆
と
L
て
相
続
財
庄
が
相
続
人
に
師
日
間
し
、
相
続
前
催
者
受
遺
者
及
び
相
続
人
の
債
館
者
が
、
相
続
財
産
又
は
相
続
人
の
同
有
財
庄
の
何
れ
か
ら
で
も
満
足
島
受
げ
得
ろ
の
が
通
常
の
揚
合
で
あ
る
。
所
が
此
結
果
口
相
続
財
産
が
債
務
超
過
の
場
合
に
は
相
続
人
の
債
権
者
に
不
利
で
あ
り
、
川
有
財
産
が
債
務
超
過
の
場
合
に
は
相
続
債
格
者
及
び
受
遺
者
に
不
利
で
あ
ろ
。
財
産
分
離
は
之
島
救
済
す
ろ
制
度
で
あ
ろ
Q
相
続
債
権
者
又
は
受
泣
者
の
請
求
に
よ
ろ
財
産
分
離
(
一
O
四
一
候
)
の
場
合
に
は
、
財
・
底
分
離
の
請
求
奇
矯
し
士
者
及
び
町
営
加
入
の
巾
出
品
、
均
し
士
相
続
債
植
者
・
受
泣
者
は
、
相
続
財
産
に
付
争
相
績
人
の
依
拙
者
に
優
先
し
て
排
抑
制
た
受
げ
符
ろ
も
(
一
O
間
二
院
)
、
同
有
財
産
に
付
て
口
、
相
続
財
産
か
ら
野
前
島
受
げ
得
な
か
っ
大
筋
国
に
於
て
の
み
、
捺
利
た
行
ひ
得
る
に
止
ま
り
、
L
か
も
相
続
人
の
抗
僻
者
に
優
先
さ
れ
ろ
(
一
O
四
八
係
)
。
財
底
分
離
の
請
求
も
岡
山
M
加
入
の
中
間
も
し
な
か
っ
れ
相
続
債
権
者
又
は
受
泣
者
口
、
相
続
財
庄
に
付
て
促
先
制
川
前
島
受
げ
符
な
い
代
り
に
同
右
財
・
院
に
付
て
相
続
人
の
釘
帥
供
者
に
促
先
さ
れ
ろ
、
、
と
な
く
、
相
績
人
の
全
財
産
か
ら
普
通
に
俳
湾
奇
受
げ
ろ
。
相
続
人
の
伎
催
者
の
請
求
に
よ
る
財
産
分
離
(
一
O
五
O
保
)
の
放
呆
も
之
と
大
蛇
同
様
で
あ
ろ
が
唯
此
揚
合
に
於
て
は
、
相
績
財
産
に
付
て
は
一
切
の
相
続
的
擢
者
及
び
受
泣
者
が
相
続
人
の
位
催
者
に
優
先
す
ろ
と
共
に
同
有
財
底
に
付
て
は
相
績
人
の
債
権
者
が
一
切
の
相
積
債
権
者
及
び
受
遺
者
に
優
先
す
ろ
こ
と
其
他
に
若
干
の
差
異
が
あ
る
。
し
か
し
相
続
の
承
認
又
は
弛
葉
前
に
於
て
口
、
財
産
分
離
の
宥
無
島
問
は
ず
、
相
縞
人
の
債
催
者
は
相
績
財
産
か
ら
満
足
た
受
げ
得
な
い
と
共
に
、
相
績
債
能
者
及
び
受
泣
者
は
問
中
付
財
産
か
ら
満
足
た
受
げ
符
な
い
も
の
と
解
す
ぺ
告
が
故
に
、
相
続
財
産
又
は
問
有
財
産
に
於
げ
ろ
、
相
積
債
権
者
又
は
受
遺
者
と
相
続
人
の
位
催
者
と
の
促
先
劣
後
と
い
ふ
問
題
日
、
承
認
又
は
弛
葉
以
前
に
生
ナ
ろ
鈴
地
が
な
い
o
従
っ
て
承
認
又
は
抱
葉
以
前
に
於
て
口
、
財
産
分
離
は
結
局
次
の
如
、
き
設
呆
た
生
ず
る
、
』
と
、
な
る
。
(
一
)
財
産
分
離
た
命
ず
ろ
列
決
が
あ
つ
れ
と
き
は
、
請
求
者
は
一
O
凶
一
保
二
項
又
は
一
O
五
O
保
二
項
・
一
O
二
九
係
の
所
定
の
町
営
加
入
申
出
の
公
告
及
促
告
た
均
す
た
要
す
ろ
o
つ
一
)
相
続
位
推
者
又
は
受
選
者
は
公
告
又
は
催
告
に
ハ
止
め
土
期
間
内
に
町
営
加
入
り
申
出
た
潟
す
J
必
要
し
、
之
島
潟
さ
Y
ろ
と
告
は
財
産
分
離
の
請
求
又
は
即
常
加
入
の
中
出
島
潟
し
れ
者
の
債
権
に
優
先
さ
れ
る
。
(
一
二
)
財
産
分
離
の
請
求
又
口
町
営
加
入
の
巾
出
期
間
満
了
前
は
、
相
続
人
は
相
縞
債
権
者
及
び
受
注
者
に
封
し
℃
野
湾
拒
紹
擢
及
び
拒
絶
義
務
在
有
す
る
(一
O
四
七
除
・
一
O
五
O
保
二
項
・
一
O
三
O
除
・
一
O
三
六
四
)
0
(
凶
)
町
営
加
入
巾
出
期
間
が
満
了
し
六
と
き
は
、
相
続
人
口
相
縫
財
産
在
以
℃
、
財
産
分
離
の
請
求
又
は
配
営
加
入
の
申
出
品
局
し
大
相
積
債
権
者
及
び
受
泣
者
に
、
各
其
債
権
額
に
比
例
し
て
琳
持
た
尽
す
ら
要
す
ろ
(
一
O
四
七
保
二
項
・
一
O
五
O
二
項
・
一
O
一
ニ
一
保
)
。
「
但
俊
央
擢
ヲ
有
ス
ル
債
権
者
ノ
擢
利
ヲ
寄
ス
ル
ヨ
ト
ヲ
得
ス
」
(
一
O
四
七
保
二
項
但
書
、
一
O
五
O
保
二
項
・
一
O
コ
二
除
但
書
)
、
又
相
縞
債
権
者
の
受
遺
者
に
到
す
ろ
優
先
、
弊
済
期
前
の
債
権
・
除
件
附
位
擢
又
は
年
綻
期
間
の
不
確
定
な
債
措
り
野
部
並
に
相
績
財
産
の
競
買
及
び
倣
定
に
付
て
は
、
限
定
承
認
の
相
場
合
の
規
定
が
準
用
さ
れ
ろ
(
一
O
四
七
保
三
項
・
一
O
五
O
伐
二
項
・
一
O
三
二
除
l
一
O
三
五
保
)
0
尤
も
承
認
撤
去
前
に
問
常
加
入
中
間
期
間
が
満
了
す
ろ
こ
と
は
賀
際
上
稀
で
あ
ら
う
。
相
続
人
の
地
位
特
に
立
任
四
九
三
商
業
主
経
済
四
九
四
財(
産五
に)
同財
す産
ろ分
物離
のの
ft u青
却司ミ
刊又
蒼 11
~æ 
i成営
失加
又入
11 の
段巾
損出
にら
よ し
っ 1:
て;f:日
本H締
結 lfi
人擢
吃者
て又二 台
くが
のご 足早
み五
金若
正九 1 
益2
の品
物託
.桔
又f.p
11 輿
相へ
続ら
ノ」れ
カ主 ろ
相(
絞一
財 O
産四
に六
回探
す-
~ 子ご
切凶
ζ 傑
、』ノ
{: 0 
設即
定ち
し羽1
1: 績
物
樫
の
封
筒
が
、
相
続
人
に
抑
波
さ
れ
又
は
引
渡
島
さ
れ
ろ
前
に
そ
れ
ら
差
押
へ
、
之
に
封
し
て
優
先
権
与
行
使
し
符
4
0
0
(
大
)
相
続
人
は
財
産
分
離
後
も
相
続
財
産
の
管
理
擢
及
び
管
理
義
務
在
有
す
ろ
が
(
一
O
四
四
係
)
、
裁
列
所
は
職
権
で
「
相
続
財
産
ノ
管
理
ニ
必
要
ナ
W
底
分
ヲ
命
ス
ル
ヨ
ト
ヲ
侍
」
、
裁
列
所
が
此
規
定
に
よ
っ
て
管
理
人
島
選
任
す
あ
場
合
に
は
不
在
者
の
財
産
管
理
人
に
闘
す
ろ
規
定
が
準
用
さ
れ
あ
〈
一
O
四
三
保
)
0
「
相
続
財
産
ノ
管
理
-
一
必
要
ナ
U
F
」
と
い
ふ
字
句
が
使
用
さ
れ
て
ね
る
が
、
一
O
二
一
保
二
項
が
「
保
存
ニ
必
要
ナ
W
」
と
い
ふ
り
と
同
じ
怠
味
に
解
し
て
差
文
な
い
の
で
あ
ら
、
ヲ
。
(
七
)
相
続
人
が
被
相
続
人
に
封
し
て
有
し
土
擢
利
義
務
は
消
滅
し
な
か
っ
れ
も
の
と
宥
倣
さ
れ
ろ
(
一
O
五
O
保
二
項
・
一
O
二
七
係
)
。
相
縞
人
の
依
椛
者
の
請
求
に
よ
ろ
財
産
分
離
に
付
て
の
み
一
O
二
七
係
が
準
用
さ
れ
て
お
ろ
が
、
相
積
債
権
者
又
は
受
泣
者
の
請
求
に
よ
ろ
場
合
に
於
て
も
同
様
に
解
す
ぺ
告
で
あ
あ
。
(
入
)
相
続
債
権
者
又
は
受
泣
者
の
請
求
ιよ
ろ
財
産
分
離
の
場
合
に
は
、
「
相
続
人
ハ
其
同
有
財
庄
ヲ
以
テ
相
続
的
仙
供
者
若
グ
ρ
受
泣
者
-
一
排
抗
ヲ
銭
円
γ
又
ρ
之
ニ
相
品
川
川
ノ
拾
保
ヲ
供
V
テ
財
産
分
離
ノ
請
求
ヲ
防
止
ジ
又
ハ
其
致
力
ヲ
消
滅
セ
ジ
ム
レ
ヨ
ト
ヲ
得
」
ろ
。
し
か
し
相
続
人
の
的
構
者
は
「
之
ニ
因
万
一
ア
損
害
ヲ
受
グ
へ
キ
ヨ
ト
ヲ
詮
別
ジ
テ
異
議
ヲ
遮
へ
」
、
財
産
分
離
島
成
立
又
は
織
続
さ
ぜ
得
ろ
(
一
O
四
九
係
)
。
第
六
戸
主
催
家
督
相
続
人
は
相
続
開
始
に
よ
っ
て
一
路
戸
主
と
な
る
が
、
後
日
相
続
の
地
棄
に
よ
っ
て
遡
及
的
に
戸
主
た
る
地
位
を
失
ふ
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
相
続
の
承
認
又
は
地
来
以
前
に
於
て
は
、
原
則
と
し
て
戸
主
棋
を
行
使
し
符
な
い
と
解
す
る
。
唯
例
外
的
に
家
族
扶
養
の
義
務
の
履
行
の
如
き
止
む
を
得
ざ
る
も
の
は
、
之
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
家
族
の
扶
養
は
相
績
財
産
在
以
て
鍔
さ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
若
し
も
相
績
人
が
固
有
財
産
よ
り
支
出
し
た
と
き
は
、
そ
の
拠
棄
に
よ
っ
て
戸
主
と
な
っ
た
者
に
封
し
て
償
還
を
請
求
し
得
べ
く
、
其
他
相
績
財
産
の
管
理
に
於
け
る
と
同
様
、
一
O
四
O
傑
二
項
が
此
場
合
に
類
推
遁
用
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
而
し
て
其
以
外
の
戸
主
植
は
七
五
一
傑
を
類
推
適
用
し
て
親
族
舎
が
之
を
代
行
す
べ
き
も
の
と
考
へ
る
呈
1
)
u
註
1 
同
説
牧
野
氏
二
九
一
。
第
三
節
承
認
及
び
弛
棄
の
期
間
・
制
限
及
び
殺
力
第
承
認
及
び
地
来
の
期
間
相
続
の
承
認
又
は
加
来
以
前
に
於
て
は
、
相
績
関
係
の
不
確
定
な
獄
態
を
生
宇
る
か
ら
、
成
る
べ
く
平
く
凹
単
純
承
認
・
限
定
承
認
又
は
加
来
の
何
れ
か
に
決
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
相
続
人
に
も
調
査
熟
慮
の
飴
裕
を
奥
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
民
法
は
「
相
続
人
ハ
自
己
ノ
鍔
メ
ム
相
績
ノ
開
始
ア
リ
タ
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
タ
ル
時
ヨ
リ
三
ク
月
内
子
間
早
純
若
ク
ハ
限
定
ノ
示
認
叉
ハ
掬
来
ヲ
鍔
ス
コ
ト
ヲ
要
ス
」
る
も
の
と
し
、
更
に
場
合
に
よ
っ
て
は
、
「
此
期
間
ハ
利
害
関
係
人
叉
ハ
検
事
ノ
請
求
ニ
因
リ
裁
判
所
ニ
於
テ
之
ヲ
仲
長
シ
得
」
る
と
し
た
こ
O
一
七
傑
)
O
叉
相
続
人
が
承
認
又
は
如
来
を
せ
歩
前
記
の
期
間
内
に
死
亡
す
れ
ば
、
其
者
の
相
績
人
が
承
認
抱
棄
の
権
利
を
承
認
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
場
合
に
は
期
間
の
延
長
を
認
め
る
必
要
が
あ
り
、
且
第
二
の
相
続
人
は
第
一
の
相
続
に
針
す
相
続
人
の
地
位
特
に
立
任
四
九
五
商
業
と
経
済
四
九
六
る
態
度
を
決
す
べ
き
と
同
時
に
、
自
己
の
震
め
に
開
始
し
た
第
二
の
相
続
に
付
て
も
承
認
地
棄
を
決
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
雨
相
続
の
承
認
地
棄
の
期
間
は
共
通
に
す
る
方
が
便
宜
で
あ
る
。
故
に
民
法
は
第
一
の
相
続
の
承
認
地
棄
の
期
間
も
、
第
二
の
相
続
人
が
第
二
の
相
績
の
開
始
を
知
っ
た
時
か
ら
起
算
す
る
こ
と
』
し
に
二
O
一
八
傑
)
0
第
承
認
及
び
地
棄
の
制
限
相
績
人
は
家
督
相
績
人
も
、
遺
産
相
続
人
も
躍
純
承
認
・
限
定
承
認
又
は
地
棄
を
す
る
選
搾
様
を
有
す
る
の
が
原
則
'
.-. 
一、ー-
し
か
し
家
管
相
続
に
付
て
は
家
族
制
度
の
必
要
上
此
の
選
揮
が
著
し
く
制
限
さ
れ
る
。
被
相
続
人
の
家
族
た
る
直
系
阜
局
が
法
定
家
管
相
続
人
に
な
っ
た
場
合
(
九
七
O
傑
)
に
は
地
棄
を
鍔
し
得
な
で
あ
る
。
い
こ
O
二
O
傑)。
F 司、
一一・、、司司園田-
入
夫
婚
姻
に
よ
る
家
督
相
続
の
場
合
に
は
、
入
夫
が
家
督
相
績
を
す
る
か
否
か
は
相
続
開
始
原
因
た
る
婚
姻
と
同
時
に
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
相
続
の
地
棄
と
い
ふ
こ
と
は
あ
り
得
な
い
(
七
三
六
傑
)
。
七
五
二
傑
に
よ
っ
て
隠
居
者
の
家
督
相
続
人
と
な
っ
た
者
は
深
め
躍
純
承
認
を
し
て
ゐ
る
の
立
か
ら
、
相
続
開
始
後
は
選
揮
の
係
地
が
全
く
無
い
。
(四)
七
五
三
傑
叉
は
七
五
四
傑
一
項
に
よ
っ
て
隠
居
者
の
家
督
相
続
人
と
な
っ
た
者
は
、
消
防
め
承
認
を
し
て
ゐ
る
の
、
た
か
ら
、
地
棄
を
層
却
し
得
な
い
。
(五)
図
籍
喪
失
に
よ
る
家
督
相
続
に
於
て
は
、
家
督
相
続
人
は
前
戸
主
の
債
務
に
付
き
、
「
其
受
ナ
タ
ル
財
産
ノ
限
度
ニ
於
テ
ノ
E
」
地
針
演
の
責
に
任
宇
る
の
誌
か
ら
、
限
定
承
認
の
必
要
が
な
い
(
九
九
一
傑
)
。
以
上
の
う
ち
こ
)
(
二
)
(
四
)
の
各
場
合
に
於
て
は
、
相
続
人
は
地
棄
を
匁
し
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
相
続
開
始
蛍
初
か
ら
、
相
続
人
は
確
定
し
て
ゐ
る
。
誌
が
相
績
人
は
向
限
定
承
認
の
係
地
を
有
す
る
が
故
に
、
前
述
せ
る
相
続
人
の
相
績
財
産
管
理
義
務
及
慮
分
禁
止
の
如
き
放
呆
は
此
場
合
に
も
認
め
ら
れ
る
。
唯
(
三
)
の
場
合
に
於
て
は
、
相
続
人
は
務
め
軍
純
承
認
を
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
相
続
の
開
始
に
よ
っ
て
印
時
に
相
績
関
係
は
確
定
的
に
後
生
し
、
承
認
又
は
地
来
以
前
の
不
確
定
な
朕
態
に
於
け
る
前
蓮
せ
る
が
如
き
法
律
関
係
は
認
め
る
係
地
が
な
い
。
S
-
t
+
u
ロA
面倒、
3
司
、
永
γ
、
J
i
b
』
4
場
合
l
て
も
相
続
債
権
者
・
受
遺
者
叉
は
相
続
人
の
債
権
者
は
、
財
産
分
離
の
請
求
を
鍔
し
得
る
も
の
な
る
が
故
に
、
財
産
分
離
ー
の
請
求
を
匁
し
得
る
期
間
及
び
財
産
分
離
の
請
求
の
あ
っ
た
後
は
相
績
人
は
相
続
財
産
の
管
理
義
務
を
負
援
し
、
且
自
由
底
分
を
禁
ぜ
ら
れ
る
(
一
O
四
四
傑
・
一
O
五
O
傑
二
項
・
一
O
四
七
傑
・
一
O
三
O
傑
l
一
O
三
六
・
傑
)ο
"‘・弟
承
認
及
び
地
棄
の
放
果
相
続
が
地
楽
さ
れ
た
と
き
は
、
如
来
者
は
相
演
開
始
の
時
か
ら
相
続
人
で
な
か
っ
た
こ
と
に
確
定
し
、
従
っ
て
相
続
開
始
に
よ
っ
て
一
路
地
来
者
に
蹄
局
し
た
戸
主
樺
・
相
績
財
産
は
遡
及
的
に
地
来
者
に
錦
局
し
な
か
っ
た
も
の
と
な
る(一
O
三
九
傑
一
項
)
。
記
が
相
績
関
係
の
不
路
定
な
欣
態
は
、
地
楽
に
よ
っ
て
終
了
し
な
い
。
蓋
し
、
相
績
人
が
地
棄
し
に
と
き
は
、
尖
順
位
の
相
続
人
の
忽
め
に
相
績
が
開
始
し
た
こ
と
に
な
り
、
次
順
位
の
相
続
人
も
輩
純
承
認
限
定
承
認
及
び
地
来
の
選
搾
慌
を
有
す
る
か
ら
、
此
の
者
に
付
て
更
に
前
述
の
如
き
不
確
定
な
法
律
関
係
が
後
生
す
る
の
で
相
続
人
の
地
位
特
に
責
任
四
九
七
商
業
と
経
済
四
九
八
あ
る
。相
続
が
地
楽
さ
れ
る
と
次
順
位
の
相
続
人
の
鍔
め
に
相
績
が
開
始
し
た
こ
と
に
な
る
の
が
通
常
で
あ
る
が
、
之
に
は
例
外
が
あ
る
コ
印
ち
数
人
の
遺
産
相
続
人
が
あ
る
場
合
に
其
の
中
の
一
人
叉
は
数
人
が
地
棄
し
た
と
き
は
、
地
来
者
の
相
続
分
は
尖
順
位
の
相
続
人
若
し
く
は
直
系
卑
属
に
移
る
こ
と
な
く
、
「
他
ノ
相
続
人
ノ
相
続
分
ニ
廃
シ
テ
之
-
一
邸
局
ス
」
る
(
一
O
三
九
傑
二
項
)
。
地
来
者
は
掬
棄
に
よ
っ
て
相
続
財
産
を
喪
失
す
る
と
共
に
相
続
財
産
の
管
理
義
務
を
発
れ
る
諜
で
あ
る
が
(
一
O
二
一
一
傑
)
、
民
法
は
同
順
位
叉
は
次
順
位
の
相
続
人
・
相
続
依
模
者
及
受
遺
者
の
利
盆
を
保
護
す
る
と
共
・
に
枇
合
経
済
上
の
損
失
を
避
け
る
鍔
め
に
、
拠
来
者
に
封
し
て
相
続
財
産
の
管
理
継
続
義
務
を
負
捻
さ
し
た
(
一
O
四
O
傑)。
失
に
m
単
純
一
水
認
又
は
限
定
承
認
が
食
さ
れ
た
と
き
は
、
相
続
関
係
は
確
定
し
、
相
続
開
始
に
よ
っ
て
一
路
相
続
人
に
師
属
し
て
ゐ
た
戸
主
椛
・
相
続
財
産
は
、
限
定
的
に
相
続
入
の
有
に
蹄
す
る
。
先
づ
軍
純
承
認
が
あ
る
と
、
相
績
開
始
に
よ
っ
て
後
生
し
た
相
続
の
全
殺
呆
は
井
、
億
限
定
し
、
相
続
人
は
「
無
限
-
一
被
相
絞
人
ノ
標
利
義
務
ヲ
承
認
三
る
(
一
O
二
三
傑
)
。
従
っ
て
相
続
債
模
者
叉
は
受
遺
者
は
、
相
続
人
の
固
有
財
産
か
ら
も
満
足
を
受
け
得
る
。
間
早
純
承
認
は
我
民
法
上
相
続
の
本
則
と
せ
ら
れ
、
相
絞
人
が
所
定
の
期
間
内
に
限
定
承
認
叉
は
地
来
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
「
翠
純
承
認
ヲ
鍔
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
者
倣
」
さ
れ
る
(
一
O
二
四
傑
)
。
相
続
人
が
軍
純
承
認
を
し
に
と
き
は
、
相
続
財
産
の
管
理
義
務
を
兎
れ
る
と
共
に
之
を
白
由
に
慮
分
し
得
る
に
至
る
O 
克
も
単
純
承
認
と
雌
も
、
相
続
債
権
者
・
受
遺
者
若
く
は
相
績
者
が
財
産
分
離
の
請
求
を
忽
し
得
る
期
間
内
及
び
そ
の
請
求
の
あ
っ
た
後
は
、
依
然
と
し
て
管
理
義
務
を
負
ふ
と
共
に
自
由
底
分
を
禁
ぜ
ら
れ
る
こ
と
、
肢
に
述
べ
大
如
く
で
あ
る
。
続
人
に
よ
っ
て
承
継
さ
れ
る
こ
と
、
皐
純
承
認
と
選
ぶ
所
は
な
い
。
失
に
相
続
人
が
限
定
承
認
を
し
た
場
合
に
は
、
相
続
関
係
は
雌
定
し
、
相
綾
財
産
は
椛
利
の
み
な
ら
宇
義
務
も
亦
相
唯
此
相
場
合
に
於
て
は
「
相
績
人
ハ
相
績
-
一
因
リ
テ
得
タ
ル
財
産
ノ
限
度
ニ
於
テ
ノ
ミ
被
相
続
人
ノ
債
務
及
ヒ
遺
贈
」
の
耕
済
責
任
を
負
携
す
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
L
な
る
と
い
ふ
貼
が
、
相
続
開
始
に
よ
っ
て
生
じ
た
相
絞
の
全
放
呆
を
其
佳
確
定
せ
し
め
る
宜
純
承
認
の
場
合
と
異
る
。
「
限
定
承
認
者
ハ
其
回
有
財
・
淳
一
-
一
於
ク
ル
ト
同
一
ノ
注
意
ヲ
以
-
プ
相
績
財
産
ノ
管
理
ヲ
縫
・
績
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
一
る
(
一
O
二
八
傑
)
。
叉
限
定
承
認
の
場
合
は
総
べ
て
の
相
続
債
催
者
及
び
受
遺
者
に
封
し
て
、
卒
等
な
る
満
足
を
奥
へ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
底
分
の
自
由
を
制
限
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
之
等
の
黙
に
付
て
は
後
述
す
る
。
第
三
章
相
績
人
の
責
任
第
一
節
相
綾
人
の
承
縫
せ
る
債
務
と
責
任
承
認
を
鍔
し
た
相
絞
人
間
相
続
依
椛
者
及
び
受
治
者
に
針
し
て
債
務
を
負
搭
す
る
。
所
が
皐
純
一
ポ
訟
の
場
合
に
於
て
は
、
相
続
人
は
之
等
の
債
務
に
封
し
て
無
限
の
柑
刑
法
責
任
を
負
ふ
が
故
に
問
題
は
な
い
が
、
限
定
承
認
の
場
合
に
相
続
人
の
地
位
叫
に
責
任
四
九
九
商
業
と
経
済
五
O
O
は
、
相
続
人
は
「
相
続
-
一
因
リ
テ
得
タ
ル
財
産
ノ
限
度
-
一
於
-
ア
ノ
ミ
一
排
演
す
べ
き
有
限
の
責
任
を
負
ふ
に
止
ま
る
。
故
に
限
定
承
認
者
は
相
続
財
産
に
開
局
す
る
債
務
の
一
部
を
負
捻
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
軍
純
承
認
者
と
同
段
に
相
続
財
産
に
局
す
る
全
債
務
を
負
ふ
も
、
唯
そ
の
緋
清
責
任
が
制
限
さ
れ
る
の
か
が
疑
問
と
な
る
。
而
し
て
之
を
解
決
す
る
に
は
先
づ
債
務
(
川
巳
己
戸
)
と
責
任
(
回
忌
5
5と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
責
任
と
い
ふ
言
葉
は
或
ひ
は
損
害
賠
償
責
任
、
捻
保
責
任
叉
は
連
帯
責
任
と
い
ふ
場
合
の
如
く
、
債
務
そ
の
も
の
若
し
く
は
或
る
事
柄
の
結
果
を
負
拾
す
る
の
意
味
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
本
来
の
語
義
に
於
て
は
、
一
定
の
財
産
が
債
樫
者
の
満
足
に
供
さ
る
べ
く
拘
束
せ
ら
れ
て
ゐ
る
欣
態
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
元
来
債
務
者
が
債
模
者
に
封
し
て
、
債
務
の
内
容
に
る
給
付
を
忽
す
べ
く
拘
束
さ
れ
る
法
律
関
係
で
あ
っ
て
、
債
権
者
は
債
務
者
に
封
し
て
履
行
を
請
求
し
得
る
様
能
在
有
す
る
。
之
が
債
椛
の
本
質
的
奴
力
で
あ
る
。
記
が
債
権
の
放
力
は
之
の
み
に
止
ま
ら
中
、
更
に
此
の
本
質
的
奴
カ
を
完
全
に
護
揮
せ
し
め
る
匁
め
に
、
訴
を
提
起
し
得
る
様
利
(
訴
模
)
及
び
強
制
執
行
を
要
求
そ
れ
で
は
債
椛
者
は
如
何
な
る
場
合
に
強
制
執
行
請
求
様
を
有
し
或
は
有
し
な
い
か
、
叉
有
す
る
場
合
に
於
て
そ
の
範
固
は
如
何
に
し
て
決
定
さ
れ
る
か
と
い
ふ
に
、
債
様
者
の
満
足
し
得
る
権
利
岳
山
県
へ
ら
れ
る
の
を
原
則
と
す
る
。
に
充
て
ら
る
べ
き
財
産
の
存
在
す
る
場
合
に
於
て
の
み
債
催
者
は
強
制
執
行
請
求
模
を
有
し
、
且
そ
の
財
産
の
範
園
内
に
於
て
の
み
、
之
を
行
使
し
得
る
も
の
と
午
一
一
日
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
而
し
て
斯
様
に
特
定
の
財
産
が
依
模
の
満
足
に
供
さ
る
べ
く
拘
束
さ
れ
る
朕
態
を
稿
し
て
責
任
と
い
ふ
の
で
あ
る
J
債
務
と
責
任
と
の
関
係
は
斯
く
の
如
く
で
あ
る
。
従
っ
て
雨
者
は
全
く
別
個
の
概
念
で
あ
る
と
同
時
に
叉
必
ら
ホ
ノ
し
も
相
件
ふ
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
債
務
存
在
す
る
も
責
任
の
伴
は
な
い
場
合
あ
る
と
共
に
、
責
任
の
み
あ
っ
て
債
務
の
な
い
場
合
も
存
す
る
。
例
へ
ば
wm
・
米
の
債
務
に
封
し
て
保
詮
叉
は
器
保
樫
設
定
の
あ
っ
た
と
き
は
、
保
詮
人
若
し
く
は
憶
保
標
設
定
者
に
付
て
責
任
愛
生
す
る
も
、
債
務
は
未
花
愛
度
せ
歩
、
或
は
勝
来
全
く
後
生
し
な
い
こ
と
あ
る
が
加
き
で
あ
る
。
同
様
に
債
務
と
支
任
と
の
雨
者
が
存
在
す
る
場
合
に
於
て
も
、
必
ら
宇
し
も
同
一
人
に
腕
属
す
る
こ
と
を
要
し
な
O 
例
へ
ば
物
上
保
設
人
は
責
任
の
み
声
、
搭
し
て
債
務
を
負
携
し
な
い
。
品
ん
も
之
と
は
惑
に
債
務
の
み
負
強
し
て
責
任
は
之
を
他
人
に
負
は
し
め
得
る
か
と
い
ふ
に
、
債
務
者
は
仮
令
他
人
を
し
て
そ
の
責
任
在
員
は
し
め
た
場
合
に
も
、
自
ら
も
同
時
に
責
任
を
負
ふ
べ
き
も
の
と
解
す
べ
き
が
故
に
、
之
を
不
一
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
叉
債
務
と
責
任
と
は
全
く
別
個
の
概
念
な
る
が
故
に
、
責
任
の
制
限
は
債
務
そ
の
も
の
』
制
限
で
は
な
い
。
以
上
論
じ
た
庭
に
従
っ
て
限
定
承
認
の
場
合
を
考
へ
る
に
、
此
場
合
に
於
て
も
相
績
財
産
に
属
す
る
全
債
務
を
負
捻
す
る
こ
と
は
、
別
段
皐
純
承
認
の
場
合
と
異
る
所
は
な
い
・
の
で
あ
っ
て
、
唯
之
を
排
潰
す
べ
き
責
任
が
「
相
続
ニ
因
リ
-
プ
得
タ
ル
財
産
ノ
限
度
」
に
制
限
さ
れ
る
に
'
外
伝
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
限
定
承
認
者
の
責
任
の
内
容
如
何
。
一
古
来
有
限
責
任
は
之
を
二
程
に
分
つ
こ
と
守
得
る
。
一
は
責
任
が
特
定
の
財
産
に
限
定
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
物
上
保
詮
人
の
負
捻
す
る
責
任
の
如
き
が
之
に
属
す
和
総
人
の
地
位
特
に
責
任
五
O 
商
業
と
経
済
五
O
る。
之
を
物
的
有
限
責
任
(
の
戸
B
Jムユ
σ
5
Z
B与
一
室
町
ソ
と
い
ふ
。
他
は
責
任
が
一
定
の
債
格
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
、
こ
の
一
定
債
格
の
財
産
の
み
が
責
任
を
負
ふ
べ
き
場
合
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
保
詮
債
務
に
付
き
排
演
の
限
度
を
定
め
た
場
合
の
如
、
き
之
に
開
局
す
る
、
o
-
5
5
e
E
5
と
.
い
ふ
。
陳
平
者
に
よ
っ
て
は
無
限
責
任
と
有
限
責
任
と
を
五
日
(
任
が
そ
の
主
憶
の
全
財
産
の
上
に
存
す
る
や
、
そ
れ
と
も
特
定
財
産
の
上
に
存
す
る
や
に
よ
っ
て
匝
別
し
て
、
物
的
有
限
責
任
の
み
を
固
有
の
有
限
責
任
な
り
と
之
を
債
格
有
限
責
任
(
F
0
1
号
5
し
、
債
格
有
限
責
任
が
債
務
者
の
全
財
産
に
及
び
、
執
行
し
得
べ
き
全
財
産
に
勤
し
て
強
制
執
行
を
鴛
し
得
る
が
故
に
、
有
限
責
任
に
非
守
し
て
、
寧
ろ
債
務
そ
の
も
の
の
制
限
で
あ
る
と
論
じ
て
ゐ
る
。
し
か
し
予
は
此
の
場
合
を
も
向
無
限
責
任
で
な
し
に
有
限
責
任
の
一
種
と
解
す
べ
き
も
の
と
忠
ふ
。
そ
の
理
由
は
次
の
如
し
。
~、
一‘、、ー・司-
物
上
保
詮
人
が
搭
保
す
べ
き
最
高
須
を
定
め
た
場
合
に
は
、
債
務
そ
の
も
の
と
は
何
等
の
影
響
の
な
い
こ
と
明
白
で
あ
っ
て
、
之
を
以
て
債
務
の
制
限
と
解
す
る
を
得
な
い
。
債
務
者
が
物
的
有
限
責
任
を
負
へ
る
場
合
に
、
そ
の
財
産
を
排
演
に
供
し
た
と
き
は
、
俄
令
債
務
を
完
済
す
る
に
足
ら
な
く
と
も
、
責
任
は
消
滅
す
る
が
、
此
場
合
債
務
も
共
に
消
滅
す
る
や
、
そ
れ
と
も
責
任
の
み
消
滅
し
て
債
務
は
向
残
額
の
範
同
に
於
て
所
謂
自
然
債
務
と
し
て
存
続
す
る
や
。
多
少
の
疑
あ
る
も
全
債
務
を
消
滅
せ
し
め
る
理
由
は
な
い
か
ら
、
残
額
に
付
き
自
然
債
務
存
続
す
る
も
の
と
考
へ
る
。
今
此
見
解
を
以
て
正
常
と
す
れ
ば
、
債
格
有
限
責
任
に
於
て
、
債
務
者
が
限
定
債
格
の
排
湾
を
侍
し
た
場
合
に
も
、
同
様
に
残
額
に
付
き
自
然
債
務
存
続
す
る
も
の
と
解
し
な
け
れ
ば
均
衡
を
失
す
る
。
然
る
に
債
格
有
限
責
任
を
以
て
債
務
の
制
限
と
匁
す
と
き
は
、
此
結
果
を
認
め
る
こ
と
を
得
な
い
。
有
限
責
任
に
物
的
有
限
責
任
と
債
格
有
限
責
任
の
二
種
あ
る
こ
と
上
惑
の
如
く
で
あ
る
。
で
は
相
続
の
限
定
承
認
は
そ
の
何
れ
に
局
す
る
か
と
い
ふ
に
我
民
法
の
限
定
承
認
が
物
的
有
限
責
任
の
一
場
合
な
る
こ
と
殆
ど
疑
を
容
B
U
m
「品、。
、ゆ
a
q
品
J
一
O
二
五
傑
は
」
相
続
-
一
因
リ
テ
得
タ
ル
財
産
ノ
限
度
一
一
於
テ
ノ
ミ
」
と
定
め
て
、
「
財
産
額
ノ
限
度
」
と
諮
っ
て
ゐ
な
い
。
又
一
O
コ
二
傑
が
「
相
続
財
産
一
ヲ
以
テ
:
:
:
排
湾
ヲ
鍔
ス
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
規
定
す
る
よ
り
考
へ
る
も
、
我
民
法
の
限
定
承
認
が
相
続
財
産
の
債
格
を
限
度
と
す
る
債
格
有
限
責
任
で
は
な
く
て
、
相
綾
財
産
そ
の
も
の
を
以
て
す
る
物
的
有
限
責
任
な
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
更
に
一
O
二
八
傑
が
「
限
定
承
認
者
ハ
其
固
有
財
産
ニ
於
ク
ル
ト
同
一
ノ
注
意
ヲ
以
テ
相
綾
財
産
ノ
管
理
ヲ
縫
績
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
規
定
せ
る
こ
と
も
、
我
民
法
の
限
定
承
認
を
以
て
物
的
有
限
責
任
と
解
す
べ
き
理
由
の
一
と
潟
し
得
る
。
蓋
し
物
的
有
限
責
任
と
解
す
る
場
合
に
は
、
相
績
人
が
管
理
義
務
を
怠
っ
て
相
続
財
産
に
損
害
を
輿
へ
た
と
き
は
、
其
範
囲
に
於
て
相
続
人
の
固
有
財
産
の
責
任
を
認
め
得
る
知
に
此
規
定
の
寅
盆
が
あ
る
。
然
る
に
債
格
有
限
責
任
と
錯
す
場
合
に
は
、
管
理
義
務
違
反
の
有
無
は
相
続
人
の
責
任
に
何
等
の
影
響
を
来
さ
な
い
か
ら
同
傑
は
結
局
有
名
無
宜
の
規
定
と
な
り
了
る
の
で
あ
る
。
斯
様
に
限
定
承
認
者
の
負
憶
す
る
責
任
は
相
績
財
産
を
以
て
す
る
物
的
有
限
責
任
で
あ
る
。
従
っ
て
相
続
財
産
が
相
続
に
よ
り
負
挺
す
る
に
至
っ
た
全
債
務
を
完
演
す
る
に
足
り
な
い
場
合
に
も
、
相
続
人
は
そ
の
固
有
財
産
在
地
折
相
続
人
の
地
位
特
に
責
任
五
O
三
商
業
と
経
済
五
G
四
携
に
充
て
る
こ
と
在
要
し
な
い
。
第
二
節
相
続
人
の
負
携
す
る
債
務
山
早
純
承
認
若
し
く
は
限
定
承
認
を
錯
し
た
相
続
人
は
、
相
続
に
よ
っ
て
被
相
絞
人
か
ら
承
給
し
た
債
務
に
付
き
、
無
限
叉
は
有
限
の
責
任
を
負
ふ
こ
と
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
相
続
に
よ
っ
て
被
相
績
人
か
ら
承
継
し
た
債
務
と
は
如
何
な
る
も
の
を
い
ふ
か
。
既
に
冒
頭
で
論
じ
た
如
く
相
続
人
は
原
則
と
し
て
被
相
続
人
の
有
す
る
樫
利
義
務
そ
の
他
一
切
の
法
律
関
係
を
承
継
し
、
之
に
よ
っ
て
、
債
務
を
芦
、
捻
す
る
に
至
る
。
之
を
稀
し
て
相
続
に
よ
り
被
相
続
人
か
ら
承
継
し
た
債
務
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
従
っ
て
被
相
続
人
が
負
指
し
て
ゐ
た
債
務
は
勿
論
、
被
相
続
人
が
員
投
し
な
か
っ
た
債
務
と
雄
も
、
有
も
相
続
の
放
果
と
し
て
相
続
人
が
被
相
続
人
の
法
律
関
係
を
京
総
す
る
に
よ
っ
て
負
拾
す
る
に
至
っ
た
債
務
は
凡
べ
て
之
に
底
す
る
。
放
に
被
相
続
人
が
負
指
し
た
停
止
傑
件
付
債
務
の
傑
件
が
相
続
関
係
開
始
後
に
成
就
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
後
生
し
た
債
務
、
被
相
続
人
の
行
っ
た
不
法
行
策
上
の
損
害
が
相
続
開
始
後
に
後
生
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
賠
償
債
務
又
は
被
相
続
人
が
保
詮
し
た
勝
来
債
務
が
相
続
開
始
後
に
愛
生
し
た
場
合
の
保
詮
債
務
の
如
き
も
之
に
属
す
る
J
被
相
績
人
が
鍔
し
に
契
約
の
申
込
に
封
し
て
相
手
方
が
承
諾
を
怨
し
、
叉
は
廷
に
被
相
続
人
に
封
し
て
侍
さ
れ
た
申
込
に
封
し
て
相
績
人
が
承
諾
を
鍔
し
21)
た
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
務
も
同
様
で
あ
る
。
斯
様
に
相
績
人
が
相
績
の
放
カ
と
し
て
被
相
綾
人
に
属
す
る
法
律
関
係
を
承
継
す
る
に
よ
っ
て
負
搭
す
る
に
至
っ
た
債
務
は
、
嘗
て
一
旦
被
相
続
人
の
負
ふ
て
ゐ
た
債
務
で
あ
る
と
否
と
を
問
は
宇
、
総
べ
て
相
続
人
の
承
縫
し
た
債
務
に
属
す
る
。
之
を
相
続
債
務
と
い
ひ
、
之
に
封
す
る
債
権
者
を
相
績
債
権
者
と
稽
す
る
。
被
相
続
人
が
遁
言
に
よ
り
他
人
に
財
産
的
利
盆
を
輿
へ
た
に
よ
っ
て
、
相
績
人
の
負
搭
す
る
に
至
っ
た
債
務
も
亦
、
相
績
に
よ
っ
て
相
続
人
が
承
継
す
る
に
至
つ
に
と
い
ふ
黙
で
は
相
績
債
務
と
異
る
所
は
な
い
が
、
民
法
は
「
被
相
続
人
O
二
九
傑
・
一
O
三
O
係
等
)
と
か
い
っ
て
雨
ノ
債
務
及
ヒ
遺
贈
」
(
一
O
二
五
傑
)
と
か
「
相
績
債
催
者
及
ヒ
受
遺
者
」
(
者
を
匝
.
別
し
て
ゐ
る
。
叉
死
因
贈
血
〈
は
↓
遺
贈
ニ
関
ス
ル
規
定
ニ
従
フ
」
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
(
五
五
四
傑
)
、
死
因
贈
奥
に
基
く
相
続
人
の
債
務
は
遺
贈
義
務
と
同
一
に
取
扱
は
れ
る
。
相
続
に
よ
っ
て
相
続
人
の
承
絡
し
た
債
務
は
以
上
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
限
定
承
認
を
錯
し
た
相
続
人
は
之
等
の
債
務
に
付
て
は
相
続
財
産
を
以
て
す
る
有
限
責
任
密
資
ふ
に
過
ぎ
な
い
2
2
)
O
炭
く
相
績
の
結
果
相
績
人
の
負
捺
す
る
に
至
っ
た
義
務
と
し
て
は
、
戸
主
の
扶
養
義
務
の
加
き
も
の
が
存
在
す
る
。
、
立
が
戸
主
の
扶
養
義
務
は
、
寧
ろ
相
続
に
よ
っ
て
戸
主
権
と
い
ふ
包
括
的
法
律
関
係
を
承
継
し
て
戸
主
と
な
っ
た
相
続
人
が
、
自
己
に
付
い
て
存
す
る
具
館
的
事
情
と
結
び
付
い
て
新
た
に
負
捺
す
る
に
至
っ
た
義
務
と
考
ふ
べ
く
、
従
つ
て
上
述
の
如
、
き
意
味
に
於
て
相
続
人
が
相
績
そ
の
も
』
の
放
果
と
し
て
負
携
す
る
も
の
と
い
ふ
を
得
な
い
か
ら
、
之
に
針
し
て
は
一
般
の
原
則
に
従
ひ
限
定
承
認
を
鍔
し
た
相
続
人
と
雌
も
無
限
責
任
を
長
ふ
。
元
も
前
戸
主
未
履
行
相
績
人
の
地
位
特
に
責
任
五
O
五
商
業
と
経
抗
五
O
六
の
扶
養
義
務
が
之
と
異
り
相
続
債
務
に
局
す
る
こ
と
は
論
を
侠
た
な
い
。
叉
相
績
財
産
に
関
し
て
生
じ
た
債
務
は
、
相
続
債
務
に
属
し
な
い
こ
と
明
白
で
あ
る
。
相
続
財
産
に
関
し
て
生
じ
た
債
務
と
は
相
続
財
産
管
理
費
用
、
相
続
財
産
に
関
す
る
租
税
其
他
の
公
課
、
限
定
承
認
、
財
産
分
離
叉
は
相
続
人
畷
快
の
場
合
に
於
け
る
清
算
に
必
要
な
費
用
等
、
相
続
開
始
後
相
続
財
産
に
閲
し
て
愛
生
し
た
債
務
を
い
ふ
2
3
)
O
而
し
て
斯
か
る
債
務
は
相
綾
財
産
に
関
し
て
後
生
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
壁
純
承
認
の
あ
っ
た
と
限
定
承
認
の
あ
っ
た
と
を
問
は
守
、
常
に
相
績
財
産
の
み
を
し
て
之
を
負
搭
せ
し
め
、
相
績
人
の
固
有
財
産
に
果
を
及
除
き
し
め
な
い
の
を
遁
蛍
と
す
る
。
之
九
六
七
傑
一
項
九
九
三
傑
が
「
相
績
財
産
ニ
関
ス
ル
費
用
ハ
其
財
産
中
ヨ
リ
之
ヲ
支
耕
三
と
規
定
し
た
所
以
で
あ
る
J
不
蛍
に
厚
く
、
債
楳
者
に
封
し
て
係
り
に
酷
で
あ
る
。
A
ん
も
相
績
人
の
過
失
に
基
く
費
用
迄
之
に
従
は
し
め
る
と
き
は
、
相
績
人
密
保
護
す
る
こ
と
に
故
に
之
に
什
て
は
相
縫
人
の
国
有
財
産
よ
り
も
排
演
を
求
め
得
る
も
の
と
さ
れ
た
(
九
六
七
傑
一
項
但
書
・
九
九
三
傑
」
0
叉
九
六
七
傑
二
項
・
九
九
三
傑
は
」
前
項
ニ
掲
ク
タ
ル
費
用
ハ
遺
留
分
模
利
者
カ
贈
輿
ノ
減
殺
-
一
因
リ
テ
得
タ
ル
財
産
ヲ
以
テ
之
ヲ
支
排
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
セ
ス
」
と
い
っ
て
ゐ
る
。
相
続
人
が
贈
輿
の
減
殺
に
よ
っ
て
得
た
財
産
も
亦
相
続
財
産
に
局
す
る
こ
と
後
惑
の
如
く
で
あ
る
。
然
る
に
相
続
財
産
に
関
す
る
設
用
の
負
捻
に
関
し
て
、
之
が
特
に
相
績
財
産
中
か
ら
除
外
さ
れ
る
所
以
は
他
な
し
。
新
か
る
費
用
は
他
の
相
続
財
産
に
関
し
て
生
じ
た
も
の
故
、
贈
典
の
減
殺
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
を
し
て
負
傍
せ
し
め
な
い
の
を
遁
常
と
し
、
且
之
が
相
続
人
の
利
盆
の
鍔
め
に
減
殺
を
認
め
た
趣
旨
に
合
す
る
が
故
で
あ
る
2
1
0
従
っ
て
同
じ
く
遺
留
分
穫
に
基
く
減
殺
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
で
あ
つ
で
も
、
遺
贈
の
減
殺
に
よ
る
財
産
に
類
推
遁
用
す
べ
き
で
な
い
。
相
続
財
産
に
閲
し
て
生
じ
た
債
務
は
相
続
財
産
の
負
搭
に
蹄
す
る
こ
と
上
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
相
続
債
務
で
は
な
い
か
ら
、
限
定
承
認
の
場
合
に
於
て
も
、
法
定
の
手
続
に
よ
ら
な
い
で
、
其
性
質
上
相
続
債
務
及
び
遺
贈
義
務
に
先
ん
じ
て
排
漉
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
設
相
続
人
の
葬
式
費
用
た
何
人
が
負
強
す
ぺ
き
か
に
付
て
は
特
別
の
規
定
は
な
い
が
、
ド
イ
y
民
法
(
一
九
六
八
篠
)
に
於
げ
る
と
同
じ
く
、
相
綾
人
が
負
拾
す
べ
き
も
の
と
解
ぜ
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
設
用
の
債
務
が
相
続
債
務
に
民
し
な
い
こ
と
は
疑
な
く
、
且
相
績
財
産
の
管
理
費
用
と
も
具
リ
相
縞
人
の
同
有
の
債
務
と
考
へ
あ
。
従
っ
て
限
定
承
認
の
相
場
合
に
は
、
相
続
人
の
回
有
財
産
よ
り
野
湾
た
受
げ
る
の
は
別
論
と
し
て
、
相
綾
財
産
よ
リ
は
相
縞
債
権
者
及
び
受
遺
者
に
野
誠
し
れ
後
で
な
げ
れ
町
、
満
足
た
受
げ
る
こ
と
在
待
な
い
。
尤
も
葬
式
費
用
の
債
擢
者
は
一
般
の
先
玩
特
権
た
有
す
あ
か
ら
、
相
縞
人
の
同
右
の
債
権
者
の
中
で
は
優
先
野
湾
ら
受
げ
得
る
こ
と
勿
論
で
あ
ろ
(
詰
5
)
。
詰
-
生
前
相
続
の
場
合
に
は
此
申
込
に
到
し
て
承
諸
島
局
し
得
ろ
者
口
、
相
績
開
始
後
に
於
て
も
被
相
績
人
で
あ
っ
て
、
相
槙
人
は
承
諾
潟
し
符
ろ
地
位
た
承
継
し
な
い
の
た
原
則
と
す
る
o
詰
2
相
続
債
務
の
中
に
は
財
産
的
給
付
(
出
拍
)
恥
目
的
と
し
な
い
も
の
が
あ
る
。
例
へ
ば
抵
常
擢
登
記
義
務
の
如
与
、
で
あ
ろ
。
斯
か
ろ
債
務
が
限
定
承
認
の
場
合
に
於
て
も
相
続
人
に
承
離
さ
れ
る
、
、
と
は
疑
な
い
が
(
明
治
四
二
・
一
.
一
・
五
宮
披
控
訴
妻
照
)
、
性
質
上
相
績
人
の
責
任
の
有
限
無
限
と
関
係
な
く
、
そ
の
履
行
日
一
般
相
般
債
務
と
同
様
の
清
算
手
続
に
よ
ら
し
め
符
な
い
の
で
あ
っ
て
、
相
槙
人
が
管
理
義
務
に
従
っ
て
遁
営
に
履
行
す
べ
き
も
の
と
解
す
る
。
而
し
て
之
に
要
す
る
費
用
は
相
績
財
産
に
闘
す
ろ
費
用
と
し
て
相
績
財
産
の
負
捨
に
蹄
す
あ
(
九
六
七
降
、
九
九
三
候
)
。
ぬ
っ
て
相
続
開
始
以
前
に
被
相
続
人
の
負
拾
し
土
佐
務
例
へ
何
租
枕
其
他
の
公
認
の
如
き
は
、
仮
令
後
に
相
績
財
産
と
な
っ
士
財
産
に
闘
し
て
生
じ
ト
ι
、，
Re"・4
相
続
人
の
地
位
絡
に
責
任
五
O
七
商
業
主
経
済
五
O
入
七
も
の
で
も
相
続
財
底
に
闘
し
て
生
じ
士
債
務
と
い
ふ
こ
と
た
符
な
い
。
何
と
な
れ
ぼ
斯
か
ろ
債
務
は
他
の
相
続
債
務
と
選
ぶ
所
な
く
、
之
島
相
続
財
産
に
関
し
て
生
じ
士
債
務
と
し
て
特
別
に
取
扱
ふ
理
由
が
な
い
か
ら
で
わ
ろ
。
詫
4
故
に
減
殺
財
産
に
闘
す
ろ
費
用
例
へ
ぽ
減
殺
請
求
の
費
用
の
加
告
は
、
相
続
人
が
負
拾
す
べ
き
、
、
と
勿
論
で
あ
ろ
。
又
賠
興
減
殺
財
産
が
相
続
財
産
に
闘
す
ろ
費
用
の
負
拾
守
党
れ
ろ
結
果
、
費
用
位
撰
者
は
後
越
相
続
債
権
者
と
具
リ
、
相
続
人
の
有
す
ろ
減
殺
請
求
権
た
代
位
行
使
寸
ろ
た
得
な
い
。
迦
説
川
名
氏
相
続
ノ
単
純
限
定
承
認
・
法
協
二
八
巻
二
一
二
ぺ
牧
野
氏
日
本
相
続
法
論
一
O
ム
べ
柳
川
氏
一
四
一
・
六
二
ハ
、
中
川
氏
相
続
法
三
三
玉
、
近
藤
氏
二
六
O
等
)
は
、
相
続
税
法
三
倍
等
お
理
由
と
し
て
被
相
頑
人
の
葬
式
費
用
は
相
続
財
産
よ
リ
支
那
す
ぺ
告
も
の
と
し
、
殊
に
川
名
博
士
は
限
定
承
認
の
相
場
合
に
於
て
葬
式
費
用
の
債
能
者
が
、
相
続
債
格
者
及
び
受
道
者
に
優
先
す
ち
も
の
と
設
か
れ
ろ
o
rが
葬
式
費
用
与
相
縞
財
法
よ
り
支
出
す
ろ
と
回
有
財
産
よ
り
す
ろ
左
に
拘
ら
ず
、
相
続
人
が
相
続
に
よ
っ
て
・
封
質
上
獲
得
寸
ろ
利
益
は
同
一
な
ろ
故
、
相
続
税
法
三
保
が
相
続
財
註
5
t
h
か
ら
非
式
費
用
品
控
除
し
十
い
も
の
た
以
て
課
税
俄
持
た
算
定
す
ち
こ
と
よ
り
反
封
説
の
結
論
島
導
吾
川
す
ら
符
な
い
0
・
妹
に
葬
式
費
用
は
常
に
相
続
人
の
負
拾
す
ぺ
き
も
の
な
あ
ド
、
通
設
に
よ
れ
医
限
定
承
認
の
場
合
之
在
相
続
債
権
者
及
び
受
泣
者
に
韓
奴
す
ろ
良
あ
ろ
が
故
に
、
之
に
服
す
ろ
ど
H
J
，ょ、
o
J
J
'
'
r
J
J
 
第
三
節
相
続
財
産
限
定
承
認
を
匁
し
た
相
続
人
の
責
任
は
相
績
財
産
に
限
定
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
相
続
財
産
と
は
何
を
い
ふ
の
で
あ
る
か
。
元
来
相
続
財
産
と
い
ふ
言
葉
は
二
様
の
意
味
に
使
用
さ
れ
る
。
先
づ
通
常
相
続
財
産
と
は
相
続
に
よ
っ
て
相
績
人
の
承
継
す
る
所
の
被
相
続
人
の
財
産
関
係
を
総
括
し
て
指
稀
す
る
(
一
O
O
二
傑
・
一
O
一
七
傑
・
一
O
二
八
傑
・
一
O
問
。
傑
・
一
O
四
三
傑
・
一
O
四
四
傑
・
一
O
五
一
傑
・
一
O
五
二
傑
等
)
。
従
っ
て
此
意
味
の
相
続
財
産
は
樫
利
義
務
そ
の
他
相
続
人
の
承
継
す
る
一
切
の
財
産
関
係
を
包
含
す
る
。
遺
産
相
続
は
畢
完
此
意
味
に
於
け
る
相
績
財
産
の
承
継
で
あ
り
、
家
督
相
続
は
之
と
戸
主
権
と
の
承
纏
で
あ
る
。
故
に
遺
産
相
続
に
於
て
は
相
績
財
産
は
前
に
述
べ
大
相
続
桝
様
と
そ
の
範
囲
を
同
う
す
る
こ
と
』
な
る
。
命
九
九
O
傑
が
「
前
戸
主
カ
特
-
一
指
定
シ
タ
ル
相
績
財
産
互
い
ふ
場
合
の
「
相
続
財
産
」
も
個
々
の
権
利
義
務
を
指
す
の
で
な
く
て
、
之
等
を
総
括
し
て
指
稽
す
も
も
の
と
考
へ
得
る
o
，
所
が
相
続
財
産
と
い
ふ
言
葉
は
時
に
之
と
異
る
意
味
で
用
ひ
ら
れ
る
。
印
ち
前
述
の
意
味
の
相
続
財
産
中
の
積
極
財
産
印
ち
財
産
楼
其
の
他
の
財
産
的
利
盆
の
み
を
総
括
し
て
相
績
財
産
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
(
一
O
二
四
俊
一
波
・
三
披
・
一
O
三
一
一
傑
・
一
O
三
四
傑
一
O
四
二
係
等
~
。
限
定
承
認
の
場
合
に
相
績
人
の
責
任
の
物
鑓
た
る
も
の
は
、
い
ふ
迄
も
な
く
後
の
意
味
に
於
け
る
相
績
財
産
で
あ
る
o
新
か
る
相
続
財
産
の
内
容
は
必
ら
宇
し
も
相
績
開
始
蛍
初
よ
り
一
定
不
愛
の
も
の
で
は
な
く
培
減
愛
更
の
あ
り
得
べ
き
は
固
よ
り
で
あ
る
。
例
へ
は
相
続
財
産
か
ら
生
じ
た
果
音
其
他
の
牧
盆
(
大
正
三
主
、
二
五
大
審
・
民
録
二
O
輯
二
三
O
、
株
式
の
利
盆
配
蛍
請
求
楳
に
付
き
大
正
四
二
二
・
八
大
審
・
民
銀
二
一
輯
二
八
九
)
相
績
財
産
に
加
へ
ら
れ
た
損
害
の
賠
償
請
求
権
叉
は
賠
償
金
、
相
績
財
産
に
属
す
る
物
の
貰
却
代
金
等
は
蛍
然
相
績
財
産
に
加
へ
ら
る
べ
き
で
あ
る。
所
謂
「
{
日
本
督
相
続
ノ
特
権
一
一
局
ス
」
る
財
産
(
「
系
譜
、
祭
具
及
ヒ
墳
墓
ノ
所
有
樫
」
九
八
七
傑
)
が
相
続
財
産
に
開
局
す
る
の
は
相
続
人
の
地
位
特
に
責
任
五
O
九
商
業
主
経
訴
五一
O
勿
論
で
あ
る
が
、
相
続
債
務
に
封
す
る
限
定
相
続
人
の
責
任
の
物
館
と
な
る
や
否
や
は
、
民
法
の
規
定
上
は
明
白
で
な
い
O 
A
ん
も
民
訴
五
七
O
傑
は
「
系
譜
」
及
び
「
紳
陸
、
倒
像
其
他
躍
奔
ノ
用
一
一
供
ス
ル
物
」
の
差
押
を
禁
止
し
て
ゐ
る
。
此
底
に
問
題
と
な
る
の
は
遺
留
分
の
減
殺
に
よ
っ
て
、
相
続
人
の
取
得
し
た
財
産
が
限
定
相
続
人
の
責
任
の
物
睦
た
る
相
続
財
産
に
開
局
す
る
や
否
や
で
あ
る
。
取
・
見
に
よ
れ
ば
、
遺
留
分
に
基
く
減
殺
請
求
棋
を
以
て
物
標
的
請
求
椛
と
解
す
る
と
き
は
勿
論
、
之
を
形
成
椛
と
鍔
す
と
き
と
雄
も
、
減
殺
に
よ
り
相
続
人
の
取
得
し
た
財
産
は
、
之
亦
相
続
の
放
果
と
し
て
相
続
人
の
承
縫
し
た
財
産
印
ち
相
続
財
産
に
包
含
せ
し
め
得
る
。
所
が
九
六
七
傑
・
九
九
三
傑
は
、
相
続
財
産
に
関
す
る
費
用
は
相
続
財
産
の
員
携
す
べ
き
も
の
と
し
な
が
ら
、
遺
留
分
権
利
者
が
贈
奥
の
減
殺
に
よ
っ
て
得
た
財
産
丈
け
は
、
そ
の
負
携
よ
り
兎
れ
し
め
て
ゐ
る
故
、
相
続
債
務
及
び
遺
贈
義
務
の
野
焼
に
付
て
も
、
同
様
に
解
し
符
る
や
の
疑
問
を
産
む
の
で
あ
る
。
記
が
贈
奥
減
殺
財
産
が
相
続
財
産
に
関
す
る
費
用
の
負
捻
に
付
き
相
続
財
産
よ
り
除
外
さ
れ
る
の
は
、
斯
か
る
費
用
は
他
の
相
続
財
産
に
関
し
て
生
じ
た
も
の
故
、
之
を
除
外
す
る
を
遁
蛍
と
し
且
減
殺
制
度
の
本
旨
に
合
す
る
に
よ
る
。
所
が
相
続
債
務
に
付
て
は
同
様
の
事
情
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
相
続
債
務
の
負
擦
に
付
て
は
相
続
財
産
中
特
別
の
取
扱
告
受
け
な
い
も
の
と
解
す
る
2
1
)
2
2
)
O
遺
贈
減
殺
財
産
に
付
て
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
そ
の
結
果
相
続
債
楼
者
叉
は
受
遺
者
は
限
定
承
認
の
場
合
に
於
て
も
、
相
続
人
の
有
す
る
遺
贈
叉
は
贈
奥
の
減
殺
請
求
跡
慌
を
代
位
行
使
し
得
る
こ
と
h
な
る
。
倫
相
続
人
の
減
殺
し
得
ざ
る
贈
奥
其
他
の
無
償
行
鍔
又
は
無
償
行
鍔
と
同
視
す
べ
き
有
償
行
鍔
に
付
て
も
、
相
続
債
楳
者
が
相
続
開
始
後
命
債
権
者
取
消
穫
を
有
す
る
場
合
が
あ
り
得
る
。
桜
を
行
使
し
に
結
果
、
底
分
の
日
的
た
る
財
産
が
相
続
人
に
蹄
局
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
之
亦
相
績
財
産
と
し
て
相
而
し
て
此
の
場
合
相
続
債
権
者
が
取
消
絞
債
務
の
責
任
の
物
健
に
加
へ
ら
れ
る
こ
と
L
な
る
ο
次
に
上
述
し
た
所
と
建
っ
て
被
相
続
人
が
相
績
人
に
針
し
て
矯
し
た
遺
贈
(
一
O
O
七
傑
」
叉
は
贈
奥
に
よ
っ
て
相
絞
人
の
取
得
し
た
財
産
は
如
何
。
先
づ
包
摂
遺
贈
は
相
続
と
同
一
に
取
扱
は
れ
る
故
問
題
は
な
い
。
次
に
特
定
遺
贈
は
位
紘
的
放
カ
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
一
般
の
場
合
に
於
て
は
そ
の
目
的
た
る
財
産
は
倫
相
績
財
産
に
属
す
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
が
、
相
続
人
に
針
し
て
居
局
さ
れ
た
場
合
に
は
、
受
遁
者
と
遺
贈
義
務
者
と
が
同
一
人
な
る
故
、
此
の
場
合
に
限
っ
て
特
定
遺
贈
が
物
椛
的
放
カ
を
坐
宇
る
も
の
と
鍔
す
べ
き
か
の
如
く
で
あ
る
。
誌
が
一
O
三
三
傑
の
規
定
よ
り
す
る
も
、
相
績
債
椛
者
に
針
す
る
曲
折
演
を
完
了
す
る
迄
は
、
相
績
人
に
封
す
る
特
定
遺
贈
の
目
的
物
は
命
相
続
財
産
に
局
す
る
も
の
と
解
す
べ
く
、
限
定
相
績
人
の
責
任
の
物
館
た
る
こ
と
疑
を
容
れ
な
い
。
の
相
続
人
に
封
す
る
贈
輿
財
産
は
時
に
相
続
財
産
と
者
倣
さ
れ
る
こ
と
あ
る
も
(
一
O
O
七
傑
・
一
留
分
の
算
定
上
相
続
財
産
と
問
視
す
べ
き
理
由
あ
る
に
止
ま
の
、
贈
奥
財
産
が
其
性
質
上
相
績
財
産
に
開
局
す
る
や
否
四号た
~被
之相
唯績
遺人
や
の
問
題
に
関
係
な
き
こ
と
い
ふ
迄
も
な
い
。
贈
奥
財
産
は
相
績
に
よ
り
相
続
人
の
取
得
し
た
財
，
産
で
は
な
い
か
ら
、
相
続
財
産
に
局
し
な
い
こ
と
明
白
で
あ
り
、
且
限
定
承
認
の
場
合
相
績
債
権
者
に
封
す
る
責
任
を
之
に
負
搭
さ
せ
る
型
h
も
な
ハ
O
l
e
-
-
J
l
 
A
ん
も
此
贈
血
〈
に
針
し
て
相
続
依
椛
者
が
取
消
椛
を
有
す
る
こ
と
あ
り
符
べ
く
、
若
し
そ
の
行
使
が
相
続
人
の
地
位
恥
に
立
任
五
商
業
主
経
珂
-五一一一
あ
っ
た
と
き
は
、
長
平
贈
奥
財
産
で
は
な
く
て
、
相
続
財
産
と
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
相
続
債
務
の
責
任
の
物
館
に
加
へ
ら
れ
る
こ
と
い
ふ
迄
も
な
い
。
手主
1 
賠
典
減
殺
財
産
か
ら
弊
持
た
受
げ
待
ろ
や
否
0
・
が
問
題
と
な
ろ
の
は
相
続
債
務
の
み
で
あ
ろ
。
遺
胞
義
務
は
概
論
上
胞
典
減
殺
以
前
に
全
部
減
殺
に
よ
リ
消
滅
し
て
お
ろ
筈
で
あ
ろ
(
一
一
三
六
保
)
。
又
胞
団
ぺ
以
後
に
債
権
在
取
得
ぜ
ろ
者
は
そ
の
脂
血
パ
の
減
殺
財
産
よ
り
利
益
在
受
げ
し
め
ろ
資
質
的
理
由
は
な
い
が
、
之
島
厄
別
し
な
い
も
の
と
解
ず
る
o
誌
2
反
封
、
牧
野
氏
三
一
0
0
博
士
は
相
続
財
産
に
闘
す
ろ
費
用
の
場
合
と
同
じ
く
、
減
殺
擢
舟
認
め
土
目
的
が
相
続
人
の
利
益
島
国
ろ
に
あ
ろ
こ
と
在
唯
一
の
理
由
と
ぜ
ら
れ
ろ
。
減
殺
擢
が
相
続
人
の
利
益
の
矯
め
に
遺
留
分
保
全
の
目
的
で
認
め
ら
れ
ろ
、
、
と
は
論
ナ
ろ
迄
も
な
い
o
rが
遺
留
分
に
凪
す
ろ
相
縞
財
産
そ
の
も
の
が
相
続
債
務
の
負
拾
在
免
れ
得
な
い
の
で
わ
ろ
か
ら
、
減
殺
財
庄
が
之
と
越
命
在
共
に
す
ろ
の
は
寧
ろ
常
然
で
あ
ろ
。
第
四
節
混
同
の
防
止
及
び
相
続
財
産
管
理
義
務
限
定
承
認
が
皐
純
承
認
と
異
る
根
本
的
特
質
は
、
相
続
人
の
負
搭
す
る
被
相
続
人
の
債
務
の
排
湾
責
任
が
、
相
続
財
産
に
限
定
さ
れ
る
に
あ
る
。
而
し
て
民
法
は
限
定
承
認
の
目
的
を
貫
徹
す
る
筑
め
に
、
共
の
二
つ
の
事
柄
、
を
規
定
し
て
ゐ
る
。
第
相
続
人
被
相
続
人
間
の
樫
利
義
務
不
消
滅
の
擬
制
相
続
人
は
相
続
に
よ
っ
て
被
相
続
人
に
局
せ
し
法
律
関
係
を
承
継
す
る
。
従
っ
て
相
績
人
が
被
相
続
人
に
針
し
て
有
し
た
権
利
義
務
は
、
蛍
然
混
同
二
七
九
傑
五
二
O
傑
)
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
に
非
ぎ
る
か
と
い
ふ
疑
を
生
宇
る
。
間
早
純
承
認
の
場
合
に
は
混
同
を
生
じ
て
も
相
演
人
・
相
続
債
樫
者
及
び
固
有
償
樫
者
等
に
何
等
の
良
夫
を
も
た
ら
さ
な
・
い
か
ら
.
之
を
認
む
べ
き
こ
と
問
よ
り
で
あ
る
註
1
3
所
が
限
定
承
認
の
場
合
に
は
、
相
続
債
植
者
及
び
受
遺
者
は
相
続
財
産
か
ら
緋
湾
を
受
け
得
る
に
止
ま
り
、
相
綾
人
の
固
有
償
催
者
は
固
有
財
産
及
び
相
続
財
産
か
ら
排
湾
を
受
け
得
る
も
、
相
続
財
産
か
ら
は
唯
相
続
債
楳
者
及
受
遺
者
に
柑
所
持
し
て
向
残
俄
財
産
あ
る
場
合
に
於
て
の
み
緋
済
を
受
け
得
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
第
一
次
的
な
責
任
の
物
躍
は
固
有
財
産
丈
け
で
あ
る
。
然
る
に
今
若
し
此
場
合
に
於
て
も
相
続
人
の
被
相
績
人
に
封
す
る
模
利
義
務
の
混
同
を
認
め
る
と
き
は
、
先
づ
相
続
人
の
被
相
続
人
に
封
す
る
椛
利
の
混
同
に
よ
っ
て
、
相
続
債
催
者
及
び
受
常
者
が
回
有
財
産
よ
り
排
演
を
受
け
た
と
同
一
の
結
果
を
生
じ
、
廷
に
相
続
人
の
被
相
続
人
に
封
す
る
義
務
の
消
滅
に
よ
っ
て
、
固
有
償
催
者
が
相
続
財
産
よ
り
排
演
を
受
け
た
と
同
一
の
結
果
を
生
宇
る
。
新
く
の
如
き
は
限
定
承
認
制
度
の
精
紳
に
反
す
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
元
来
民
法
が
混
同
在
以
て
徳
利
義
務
消
滅
の
一
原
因
と
し
た
の
は
、
同
一
人
が
催
利
者
た
る
と
同
時
に
義
務
者
た
る
が
如
き
は
無
意
義
な
り
と
い
ふ
に
基
く
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
搭
利
と
義
務
と
が
同
一
人
に
蹄
局
す
る
こ
と
を
理
論
上
不
可
能
な
り
従
っ
て
同
一
人
が
模
利
者
且
義
務
者
な
る
こ
と
を
認
め
る
必
要
あ
る
場
合
は
混
同
と
府
却
す
に
依
る
の
で
は
な
い
a
を
生
じ
な
い
。
此
の
こ
と
は
一
七
九
俊
一
項
但
書
及
び
五
二
O
傑
但
書
に
よ
っ
て
も
明
瞭
で
あ
る
。
故
に
限
定
承
認
の
場
合
に
於
て
も
、
放
て
ー
明
文
を
倹
カ
迄
も
な
く
、
混
同
守
坐
じ
な
い
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
が
、
一
、
O
一
一
七
傑
は
相
続
人
の
崎
位
持
に
責
任
五
一
三
商
業
と
‘
鱈
，
蹄
五
一
四
疑
を
晴
ら
す
意
味
に
於
て
ベ
相
続
人
カ
限
定
承
認
ヲ
鍔
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
被
相
続
人
ニ
封
シ
テ
有
セ
シ
様
利
義
務
ハ
消
滅
セ
サ
リ
シ
モ
ノ
ト
者
倣
ス
」
旨
規
定
し
た
。
命
同
傑
は
「
被
相
続
人
ニ
針
シ
テ
有
セ
シ
模
利
義
務
」
と
い
ふ
も
、
其
趣
旨
は
皮
く
混
同
を
排
斥
す
る
に
あ
る
こ
と
い
ふ
迄
も
な
く
、
債
椛
債
務
の
み
な
ら
す
相
続
人
が
被
相
続
人
の
財
産
に
付
き
叉
被
相
続
人
が
相
続
人
の
財
産
に
付
い
て
有
す
る
制
限
物
棋
の
如
き
も
、
総
べ
て
混
同
に
よ
っ
て
消
滅
し
な
い
こ
と
h
な
る
。
詰
1 
舵
阜
純
水
誌
の
場
合
に
於
て
も
財
産
分
離
の
あ
つ
に
と
き
丈
げ
は
限
定
承
認
の
抑
制
合
と
同
一
の
現
出
か
ら
混
同
島
生
じ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
お
ろ
(一
O
五
O
悦
二
項
・
一
O
二
七
傑
)
0
第
相
績
財
産
管
理
義
務
凡
そ
何
人
も
自
己
の
財
産
に
付
て
は
管
理
義
務
を
負
は
な
い
の
が
本
別
で
あ
る
。
従
っ
て
限
定
相
続
人
も
相
続
財
産
の
主
憾
と
し
て
管
理
植
は
之
を
有
す
る
も
管
理
義
務
は
負
は
な
い
筈
で
あ
る
。
所
が
限
定
承
認
の
場
合
に
は
相
続
債
模
者
及
び
受
遺
者
は
相
続
人
の
国
有
財
産
か
ら
は
排
済
を
受
り
得
歩
、
相
続
財
産
を
唯
一
の
共
同
投
保
と
し
て
ゐ
る
故
、
相
続
財
産
と
固
有
財
産
と
の
混
合
及
び
相
続
財
産
の
段
滅
減
少
を
防
止
し
て
、
以
て
相
続
債
椛
者
及
び
受
市
持
者
の
利
盆
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
u
之
一
O
二
八
傑
が
、
「
限
定
承
認
者
ハ
其
固
有
財
産
ニ
於
ナ
ル
ト
同
一
ノ
注
意
ヲ
以
-
プ
相
続
財
産
ノ
管
理
ヲ
後
続
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
規
定
せ
る
所
以
で
あ
る
。
而
し
て
此
場
合
「
固
有
財
産
於
ク
ル
ト
同
一
ノ
注
意
」
を
要
求
す
る
に
止
ま
り
、
善
良
な
る
管
理
者
の
詑
意
義
務
を
負
は
し
め
な
か
っ
た
の
は
、
相
続
財
産
.
の
主
慌
た
る
相
綾
人
に
封
し
て
、
一
般
に
他
人
の
財
産
を
管
理
す
る
者
が
負
ふ
と
同
一
の
注
意
義
務
を
負
悦
隠
さ
せ
る
の
は
酷
に
失
す
る
か
ら
で
あ
る
。
叉
「
管
理
ヲ
縫
績
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
規
定
し
た
の
は
、
相
続
人
は
求
認
又
は
地
来
以
前
に
於
て
も
既
に
管
理
義
務
を
負
ふ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
こ
O
二
一
候
参
照
)
。
一
O
二
八
傑
二
項
は
相
続
如
来
者
の
鍔
す
相
続
財
産
の
管
理
に
関
す
る
一
O
四
O
傑
二
項
の
規
定
と
同
じ
く
、
限
定
相
続
人
の
相
続
財
産
管
理
に
付
き
、
委
任
に
関
す
る
六
四
五
傑
、
六
四
六
傑
、
六
五
O
俊
一
項
・
二
項
及
び
承
認
如
来
前
の
相
続
人
の
相
続
財
産
管
理
に
閲
す
る
一
O
二
一
傑
二
項
三
項
を
準
用
し
て
ゐ
る
。
立
、
結
果
限
定
相
続
人
は
相
.
絞
債
椛
者
又
は
受
治
者
の
請
求
あ
る
と
き
は
何
時
で
も
管
理
事
務
庭
理
の
朕
況
を
報
告
し
叉
管
理
事
務
終
了
し
た
と
き
は
涯
滞
な
く
其
頴
末
を
報
告
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
元
も
完
湾
を
受
け
た
相
続
債
搭
者
受
遺
者
は
最
平
相
綾
債
催
者
で
も
受
治
者
で
も
な
い
か
ら
、
之
等
の
者
に
封
し
て
は
報
告
義
務
を
負
縫
し
な
い
こ
と
論
を
侠
た
な
い
。
限
r-'-. 
』乙
相
続
人
が
管
理
事
務
を
庭
理
す
る
に
蛍
っ
て
受
取
っ
た
金
銭
其
他
の
物
収
取
し
た
果
責
取
得
し
た
模
利
は
蛍
然
相
絞
財
産
に
開
局
す
る
。
管
理
の
匁
め
に
固
有
財
産
か
ら
支
出
し
た
必
要
投
及
び
支
出
日
以
後
の
利
息
は
、
相
績
財
産
か
ら
控
除
す
る
こ
と
を
得
、
必
要
と
認
む
べ
き
債
務
を
負
捻
し
た
と
き
は
、
相
続
財
産
か
ら
排
湾
を
鍔
し
得
る
。
而
し
て
か
』
る
控
除
又
は
排
演
は
限
定
承
認
の
清
算
手
続
に
よ
ら
な
い
で
、
相
続
債
搭
者
及
び
受
遺
者
に
優
先
し
て
錯
し
得
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
若
し
債
務
が
末
記
排
済
期
に
到
ら
な
い
と
き
は
、
相
続
財
産
中
か
ら
其
債
務
額
丈
け
を
相
続
債
椛
者
及
び
受
治
者
に
椛
別
法
し
な
い
で
、
留
保
し
て
置
く
こ
と
が
出
来
る
。
、
命
裁
判
所
は
利
害
関
係
人
又
は
相
続
人
の
地
位
侍
に
責
任
五
一
五
商
ー
業
と
経
ー
湾
五
一
六
検
事
の
請
求
に
因
り
何
時
で
も
相
続
財
産
の
保
存
に
必
要
な
慮
分
を
命
宇
る
こ
と
を
得
、
之
に
よ
っ
て
裁
判
所
が
管
理
人
を
選
任
し
大
と
き
は
、
不
在
者
の
財
産
管
理
人
に
関
す
る
こ
七
傑
乃
至
二
九
傑
が
準
用
さ
れ
る
。
第
五
節
限
定
承
認
の
清
算
手
続
限
定
相
続
人
は
相
続
債
格
者
及
び
受
遺
者
に
封
し
て
、
相
続
財
産
の
限
度
に
於
て
の
み
鉾
涜
責
任
を
負
ふ
に
過
ぎ
-rk
、。
ふん
'u
従
っ
て
相
績
債
催
者
及
び
受
選
者
を
し
て
、
唯
一
の
共
同
提
保
た
る
相
続
財
産
か
ら
公
平
な
満
足
を
受
け
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
之
限
定
承
認
の
場
合
に
相
続
債
務
及
び
泣
贈
義
務
の
油
所
湾
方
法
と
し
て
一
種
の
清
算
手
績
が
規
定
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
之
に
よ
っ
て
限
定
相
続
人
は
相
続
財
産
の
自
由
底
分
を
制
限
せ
ら
れ
、
法
定
の
清
算
手
続
以
外
の
方
法
に
よ
っ
て
、
焼
済
其
他
相
続
財
産
の
底
分
を
匁
す
こ
と
を
得
な
い
。
品
ん
も
相
続
財
産
に
関
す
る
費
用
丈
け
は
清
算
手
続
に
よ
ら
な
い
で
、
相
続
債
務
及
び
遺
贈
義
務
に
優
先
し
て
排
済
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
前
惑
の
如
.
く
で
あ
る
。
第
会
告
と
催
告
限
定
相
続
人
は
限
定
承
認
後
五
日
以
内
に
一
切
の
相
続
依
様
者
及
び
受
退
者
に
針
し
て
限
定
承
認
そ
鍔
し
た
こ
と
、
ニ
ク
月
を
下
ら
な
い
所
定
の
期
間
21)
内
に
請
求
の
申
出
冶
鍔
す
べ
き
こ
と
及
び
若
し
期
間
内
に
申
出
で
な
い
と
き
は
其
債
様
は
清
算
か
ら
除
斥
さ
れ
る
べ
き
旨
を
公
告
す
る
こ
と
を
冊
立
す
る
こ
O
二
九
傑
・
七
九
傑
二
項
)
。
lIt 
規
定
に
違
反
す
る
公
告
は
無
放
で
あ
る
。
此
公
告
の
目
的
は
之
に
よ
っ
て
、
一
方
相
績
人
は
債
搭
者
及
び
債
楳
額
ぞ
知
る
と
共
に
、
申
出
で
な
い
債
楳
者
を
除
斥
し
得
る
に
至
り
以
て
清
算
手
続
を
進
捗
せ
し
め
る
こ
と
か
}
得
、
他
方
相
続
債
椛
者
及
び
受
遺
者
を
し
て
限
定
承
認
の
鍔
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
し
め
、
以
て
勢
湾
に
漏
れ
る
こ
と
な
か
ら
し
め
る
と
共
に
自
己
の
桜
利
保
護
の
遁
蛍
な
手
段
(
例
へ
ば
一
O
二
八
傑
二
項
・
一
O
二
一
傑
二
項
に
よ
る
相
績
財
産
の
保
存
に
必
要
な
裁
判
所
の
底
分
の
請
求
、
一
O
三
五
傑
に
よ
る
競
寅
又
は
鑑
定
へ
の
参
加
、
相
続
財
産
破
産
の
請
求
等
)
を
採
る
機
舎
を
奥
へ
る
匁
め
で
あ
る
。
限
定
相
絞
人
は
右
の
公
告
の
外
、
知
れ
た
る
相
綾
位
樺
者
及
び
受
治
者
に
は
各
別
に
申
出
を
催
告
せ
ね
ば
な
ら
な
，0 
催
告
を
匁
す
べ
き
時
期
は
、
多
少
の
疑
あ
る
も
公
告
と
同
じ
く
限
定
承
認
後
五
日
以
内
と
解
す
る
。
而
し
て
知
れ
た
る
相
続
位
催
者
及
び
受
遺
者
は
別
段
催
告
に
応
じ
て
申
出
を
せ
歩
と
も
、
除
斥
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
此
催
告
の
目
的
は
唯
之
に
よ
っ
て
、
相
続
武
模
者
及
び
受
遺
者
を
し
て
、
自
己
の
搭
利
保
護
の
遁
蛍
な
手
段
を
採
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
に
あ
る
。
従
っ
て
其
寛
賞
は
催
告
で
は
な
く
て
寧
ろ
限
定
承
認
を
し
た
『
〕
と
の
通
知
に
過
ぎ
な
い二
~:t 
1 。
二
九
傑
・
七
九
傑
二
項
・
二
一
項
・
一
O
三
六
傑
」
。
一
O
二
九
除
日
ニ
ヶ
月
た
下
る
こ
と
た
待
な
い
と
定
め
ろ
丈
げ
で
、
最
大
限
に
付
て
は
何
等
の
規
定
も
し
て
お
な
い
が
、
相
組
人
が
不
仲
間
に
長
い
期
間
た
定
め
に
劫
合
に
は
、
相
続
倍
、
能
者
及
び
受
注
者
は
北
(
問
紳
持
た
受
げ
得
な
い
(
一
O
三
O
係
)
二
と
に
よ
っ
て
損
害
在
家
ろ
庭
が
わ
ろ
か
ら
、
長
過
ぎ
ろ
期
間
在
定
め
ろ
二
と
も
詐
さ
れ
な
い
も
の
と
解
ぜ
ね
同
な
ら
な
い
。
市
し
て
若
し
相
続
人
が
之
に
達
氏
し
土
場
合
に
口
、
裁
列
所
は
其
期
間
島
短
縮
し
符
ろ
も
の
左
考
へ
ろ
(
一
O
二
八
保
二
項
・
一
O
二
一
保
二
項
)
。
和
殺
人
の
地
位
特
に
責
任
五
一
七
商
業
と
経
済
五
一
八
第
地
問
潰
担
絶
義
務
限
定
相
続
人
は
右
の
公
告
所
定
の
期
間
満
了
前
に
は
、
相
続
債
椛
者
及
び
受
泣
者
に
針
し
て
、
排
演
を
拒
絶
し
得
る
抗
耕
楳
そ
有
す
る
と
同
時
に
担
絡
す
べ
き
義
務
を
負
ふ
(
一
O
三
O
傑・一
O
三
六
傑
」
。
従
っ
て
之
を
拒
絶
す
る
も
履
行
遅
滞
を
生
じ
な
い
。
向
期
間
満
了
後
と
雄
も
債
務
総
額
の
不
確
定
其
他
の
事
情
に
よ
っ
て
.
未
花
野
焼
の
準
備
が
完
了
し
な
い
問
は
、
限
・
定
相
続
人
は
依
然
と
し
て
申
出
で
其
他
知
れ
た
る
債
椛
者
に
卦
し
で
も
油
所
湾
を
担
絡
す
べ
き
義
務
を
負
ふ
こ
と
言
を
倹
た
な
い
(
一
O
三
六
傑
)
{
誌
と
。
設
1
反
封
、
大
容
大
正
問
、
三
、
入
・
民
銀
二
一
昨
二
八
九
u
第
鉾
湾
の
方
法
.-園、
一、、ー'
公
止
口
所
定
の
期
間
が
満
了
し
た
な
ら
ば
、
限
定
相
続
人
は
相
績
財
産
在
以
て
期
間
内
に
申
出
で
た
相
続
依
楳
者
非
、
他
期
間
内
に
知
れ
た
る
相
続
債
植
者
に
勤
し
て
、
各
其
債
標
額
に
比
例
し
て
柑
針
演
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
相
続
財
産
が
知
れ
た
る
相
続
債
慌
の
全
額
以
上
存
す
る
と
き
は
各
全
額
を
排
済
す
べ
き
は
勿
論
で
あ
る
(
一
O
三
一
傑
本
文
)
。
し
か
し
相
続
財
産
に
局
す
る
財
産
上
に
存
す
る
先
取
特
権
質
構
叉
は
抵
蛍
椛
等
の
俊
光
椛
は
、
限
定
承
認
に
よ
っ
て
消
滅
し
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
か
ら
、
之
等
の
優
先
樫
を
有
す
る
相
続
伏
椛
者
は
、
比
例
的
排
湾
に
服
せ
宇
し
て
、
各
其
捻
保
財
産
か
ら
優
先
排
清
を
受
け
得
る
(
一
O
コ
二
傑
但
書
)
。
而
し
て
之
等
の
優
先
棋
を
有
す
る
相
続
債
様
者
が
其
捻
保
財
産
か
ら
完
済
を
得
た
と
き
は
、
其
債
樫
は
消
滅
に
邸
し
、
依
剰
は
他
の
一
般
依
楳
者
へ
の
椛
針
決
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
が
、
若
し
憶
保
財
産
が
完
済
に
不
足
す
る
と
き
は
如
何
。
余
は
破
産
法
九
六
傑
を
此
場
合
に
類
推
適
用
し
て
.
相
績
債
催
者
は
不
足
額
に
付
き
、
一
一
般
相
続
債
椛
者
と
同
様
比
例
的
勢
湾
を
受
け
得
る
も
の
と
信
宇
る
。
優
先
植
を
有
す
る
相
続
債
様
者
は
、
公
止
口
所
定
の
期
間
内
に
申
出
で
其
他
期
間
内
に
知
れ
た
る
者
の
み
な
ら
?
、
知
れ
な
か
っ
た
者
も
其
捻
保
財
産
か
ら
優
先
排
済
を
受
け
得
る
(
一
O
三
七
傑
但
書
)
。
従
っ
て
既
に
其
財
産
を
換
債
し
て
他
の
相
続
債
権
者
叉
は
受
遺
者
へ
の
排
演
に
充
て
た
場
合
に
は
、
相
続
人
は
之
を
取
戻
し
て
其
者
に
排
漉
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
尤
も
知
れ
な
か
っ
た
有
捻
保
相
続
債
搭
者
は
知
れ
た
る
者
と
兵
り
、
仮
令
縫
保
財
産
か
ら
完
済
を
得
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
脱
出
額
に
付
き
比
例
的
地
問
湾
を
受
け
得
な
い
こ
と
云
ふ
迄
も
な
い
。
向
一
O
三
七
傑
但
書
に
「
特
別
携
保
ヲ
有
ス
ル
者
」
と
い
ふ
の
は
、
多
少
の
疑
問
あ
る
も
、
一
o=二
傑
但
書
が
「
優
先
樫
テ
有
ス
ル
債
模
者
」
と
い
ふ
の
と
兵
り
、
後
者
に
は
包
合
さ
る
べ
き
一
般
の
先
取
特
権
其
他
一
般
の
優
先
権
を
有
す
る
者
を
除
外
す
る
も
の
と
信
す
る。
-
次
に
遺
贈
義
務
履
行
の
方
法
加
何
と
い
ふ
に
、
限
定
相
緩
人
は
公
告
所
定
の
期
間
内
に
申
出
で
其
他
知
れ
た
る
相
続
債
模
者
全
部
に
完
済
し
て
残
依
財
産
が
あ
れ
ば
、
之
を
以
て
受
遺
者
に
柚
針
演
を
鍔
し
得
る
。
而
し
て
一
O
三
一
傑
は
受
遺
者
に
卦
す
る
排
演
に
も
適
用
せ
ら
れ
る
結
果
、
公
告
所
定
の
期
間
内
に
申
出
で
其
他
期
間
満
了
前
に
知
ら
れ
た
受
泣
者
の
み
の
問
で
残
偽
財
産
か
ら
比
例
的
緋
清
右
匁
す
べ
き
で
あ
る
。
相
続
入
の
地
位
勝
に
責
任
五
一
九
商
業
、
ど
経
蹄
五
二
O
此
慮
に
問
題
と
な
る
の
は
公
台
所
定
期
間
満
了
後
受
設
者
じ
針
宇
る
鉾
済
若
手
以
前
に
申
出
で
其
他
知
れ
た
る
相
続
債
楼
者
の
地
位
如
何
で
あ
.
る
。
一
O
三
七
傑
を
文
字
通
り
に
解
し
て
、
之
等
の
相
続
債
椛
者
は
期
間
内
に
申
出
で
其
他
知
れ
に
る
受
泣
者
に
後
れ
て
排
湾
を
受
け
る
も
の
と
匁
す
べ
き
か
。
(四)
限
定
承
認
の
清
算
手
績
は
相
続
財
産
を
換
債
し
て
、
之
に
よ
っ
て
相
続
伏
椛
者
及
び
受
退
者
に
金
銭
的
満
足
を
奥
へ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ゐ
る
。
金
銭
債
務
の
み
な
ら
ホ
ノ
金
銭
以
外
の
物
叉
は
椛
利
巻
目
的
と
す
る
依
務
も
、
総
べ
て
金
銭
に
換
へ
て
比
例
的
地
針
演
を
鍔
す
べ
き
で
あ
る
(
破
・
産
法
二
二
傑
参
照
)
。
此
結
果
は
或
場
合
に
は
依
模
者
に
と
っ
て
は
同
よ
り
相
続
人
に
と
っ
て
も
不
便
な
こ
と
ー
が
あ
る
が
、
償
椛
者
間
の
公
平
と
清
算
手
続
の
迅
惑
を
困
る
銭
め
に
は
止
む
を
得
な
い
。
従
っ
て
相
続
債
権
者
又
は
受
遺
者
は
、
原
物
叉
は
原
物
の
割
合
を
以
て
す
る
椛
針
演
を
求
め
得
な
い
と
共
に
、
相
続
人
も
亦
之
を
匁
し
得
な
い
。
方
も
相
続
財
産
が
知
れ
た
る
相
続
債
務
及
び
遺
贈
義
務
の
全
額
以
上
存
す
る
場
合
に
於
て
も
、
此
結
果
を
認
む
べ
き
や
は
頗
る
疑
問
で
あ
る
。
寧
ろ
此
場
合
に
は
金
銭
債
務
に
受
更
す
る
必
要
な
き
故
、
版
物
を
以
て
排
演
す
る
こ
と
を
要
す
と
解
す
べ
き
か
。
五
相
続
人
は
排
済
期
に
至
ら
な
い
債
権
と
雄
も
、
期
限
到
来
せ
る
債
椛
と
同
様
に
之
を
排
消
せ
ね
ば
な
ら
な
い
へ一
O
三
二
傑
)
。
此
規
定
は
破
産
法
一
七
傑
が
勺
期
限
附
債
椛
は
破
産
宣
告
ノ
時
一
一
於
テ
排
湾
期
一
一
至
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
者
倣
ス
」
と
同
じ
精
神
に
出
た
も
の
で
あ
る
。
唯
此
慮
に
「
排
済
期
-
一
至
ラ
サ
ル
依
椛
」
と
い
ふ
の
は
、
破
産
法
一
七
傑
に
所
前
「
期
限
附
債
椛
」
か
破
産
宣
告
蛍
時
期
限
未
到
来
の
債
様
冶
指
す
と
兵
旬
、
限
定
承
認
蛍
時
期
限
未
到
来
の
債
椛
を
い
ふ
に
非
宇
し
て
、
一
O
二
九
傑
の
公
告
所
定
期
間
満
了
蛍
時
期
限
未
到
来
の
債
穫
を
指
稀
す
る
も
の
と
解
す
べ
く
、
此
時
迄
に
期
限
到
来
せ
る
債
樫
は
同
傑
の
規
定
伝
伎
に
?
し
て
蛍
然
排
済
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
O 
そ
れ
で
は
期
限
未
到
来
債
棋
の
排
済
額
如
何
。
其
佳
の
額
に
て
比
例
的
排
消
に
服
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
期
限
到
来
債
様
と
の
関
係
を
顧
慮
L
て
、
本
来
の
債
標
額
に
幾
更
を
加
ふ
べ
き
か
。
、
債
樫
者
間
の
公
平
と
相
絞
人
の
利
金
保
護
と
い
ふ
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
期
限
未
到
来
債
楳
は
そ
の
額
に
幾
更
を
加
・
へ
て
比
例
的
耕
演
に
服
せ
し
む
べ
き
が
如
く
で
あ
る
が
、
予
は
一
O
三
二
傑
の
字
句
及
び
民
法
が
此
貼
に
付
き
別
段
の
規
定
を
設
け
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
民
法
は
限
定
承
認
の
清
算
手
績
は
破
産
手
続
程
厳
格
な
ら
し
め
る
必
要
な
し
と
し
て
、
斯
か
る
面
倒
を
漣
け
た
も
の
と
解
す
る
。
従
っ
て
相
続
債
務
問
叉
は
遺
贈
義
務
聞
に
於
て
は
、
期
限
の
到
来
未
到
来
を
問
は
宇
、
叉
後
者
の
う
ち
利
息
付
な
る
と
無
利
息
な
る
と
を
問
は
宇
、
総
べ
て
公
告
所
定
期
間
満
了
蛍
時
の
債
務
額
に
路
じ
て
、
卒
等
に
比
例
的
地
所
湾
に
服
す
る
こ
と
h
な
る
。
故
に
此
時
迄
に
愛
生
し
た
利
息
は
排
演
を
受
け
得
る
も
、
以
後
の
利
息
は
残
係
財
産
の
存
す
る
揚
合
に
於
て
之
よ
り
満
足
を
受
け
る
の
外
な
い
(
破
産
法
一
八
傑
乃
至
二
一
俊
四
六
傑
参
照
)
。
士パ
傑
件
附
債
楳
又
は
存
緩
期
間
不
確
定
な
債
権
も
、
裁
判
所
の
選
任
し
た
鑑
定
人
の
評
債
額
を
以
て
配
蛍
に
加
へ
ね
ば
な
ら
な
い
(
一
O
三
二
保
二
項
。
破
産
法
三
三
傑
二
O
傑
後
段
参
照
)
。
鑑
定
人
は
鑑
定
の
時
迄
に
生
じ
た
一
切
の
事
情
を
磁
的
し
て
評
債
を
匁
す
べ
く
、
鑑
定
人
の
探
偵
は
限
定
承
認
の
清
算
手
続
の
範
園
内
に
於
て
は
、
傑
件
附
相
続
人
の
地
位
特
に
責
任
五
商
業
と
経
済
五
二
二
債
権
叉
は
存
続
期
間
不
確
定
な
債
樫
を
評
償
額
に
於
け
る
期
限
到
来
債
樫
に
援
更
す
る
技
力
を
有
す
る
。
従
っ
て
鑑
定
後
事
情
の
幾
更
あ
る
も
、
再
鑑
定
の
問
題
を
生
じ
得
な
い
の
は
勿
論
、
鑑
定
後
傑
件
の
成
就
-
不
成
就
若
し
く
は
存
績
期
聞
が
確
定
す
る
も
、
既
に
居
局
さ
れ
た
鑑
定
及
び
之
に
基
く
配
蛍
に
は
何
学
の
影
響
が
な
い
。
此
結
果
は
蛍
該
債
樫
者
叉
は
他
の
債
模
者
若
し
く
は
相
続
人
に
封
し
て
、
或
は
利
盆
を
奥
へ
、
或
は
逆
に
不
利
盆
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る
が
、
清
算
手
続
の
筒
使
を
回
る
と
い
ふ
民
法
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
.
止
む
を
得
な
い
所
で
あ
る
2
1
)
O
詰
-
停
止
除
件
附
債
権
及
び
将
来
の
請
求
権
の
取
扱
に
閲
し
て
破
産
法
一
O
O係
・
ニ
七
一
候
四
扱
・
二
七
五
係
・
二
七
八
偽
)
解
除
傑
件
附
依
擢
の
取
扱
に
関
し
て
同
法
一
O
一
傑
・
二
六
六
傑
・
二
七
一
保
五
掠
・
二
七
六
係
委
問
。
第
四
競
頁
と
鑑
定
限
定
承
認
の
清
算
手
続
は
総
て
の
相
続
債
権
者
及
び
受
泣
者
に
公
平
な
金
銭
的
満
足
を
奥
へ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
放
に
金
銭
以
外
の
相
続
財
産
は
之
を
換
侵
す
る
必
要
が
あ
る
。
而
し
て
換
債
に
.
蛍
つ
て
は
相
続
人
は
任
意
に
貰
却
慮
分
を
匁
し
得
宇
、
競
頁
の
方
法
に
よ
る
こ
と
在
要
す
る
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
る
へ
一
O
三
四
傑
」
。
之
に
よ
っ
て
相
続
債
模
者
及
び
受
遺
者
の
利
盆
を
保
護
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
所
が
相
続
財
産
中
に
は
祖
先
俸
来
の
財
産
そ
の
他
相
続
人
が
手
放
す
こ
と
を
欲
し
な
い
財
産
が
存
す
る
場
合
が
あ
る
。
新
総
な
場
合
に
於
て
は
競
頁
を
強
制
し
な
い
の
ぞ
可
と
す
る
か
ら
、
民
法
は
相
続
人
は
「
裁
判
所
ニ
於
テ
選
任
シ
タ
ル
鑑
定
人
ノ
評
債
ニ
従
ヒ
相
続
財
産
ノ
全
部
叉
ハ
一
部
ノ
償
額
ヲ
地
針
演
シ
テ
其
競
貰
ヲ
止
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
」
る
も
の
と
し
に
二
O
一
二
四
傑
但
書
、
此
慮
に
「
償
額
ヲ
排
湾
シ
テ
」
と
い
ふ
も
、
裁
判
所
、
執
達
吏
叉
は
相
綾
債
格
者
・
受
遺
者
に
償
絡
を
支
出
抑
ふ
こ
と
を
い
ふ
の
で
は
な
く
て
、
債
絡
に
蛍
る
金
銭
を
固
有
財
産
か
ら
相
続
財
産
に
移
す
こ
と
を
い
J、
O 
而
し
て
之
に
よ
っ
て
競
貰
を
止
め
た
相
績
財
産
は
廷
に
固
有
財
産
に
組
入
れ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
倫
相
続
人
に
償
額
排
湾
の
方
法
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
相
続
人
が
競
買
人
に
り
得
る
こ
と
の
妨
け
に
は
な
ら
な
い
と
解
す
る
。
相
絞
財
産
の
競
頁
・
鑑
定
が
ゆ
旧
や
得
る
と
否
と
は
、
相
続
債
桜
者
及
び
受
遺
者
の
利
害
に
関
係
す
る
所
大
で
あ
る
。
故
に
「
相
続
依
椛
者
及
び
受
泣
者
ハ
自
己
ノ
費
用
ヲ
以
テ
相
続
財
産
ノ
競
頁
又
ハ
鑑
定
ニ
参
加
」
し
て
之
を
監
視
し
得
る
も
の
と
せ
ら
れ
た
。
而
し
て
参
加
の
請
求
が
あ
っ
た
に
拘
ら
宇
.
其
参
加
を
待
た
す
に
食
さ
れ
た
競
貰
又
は
鑑
定
は
、
「
之
ヲ
以
-
ア
参
加
ラ
請
求
シ
タ
ル
者
-
一
針
坑
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
(
一
O
三
五
傑
、
二
六
O
傑
二
項
)
。
封
抗
す
る
こ
と
を
得
な
い
と
い
ふ
の
は
、
相
続
人
が
共
相
綾
債
模
者
叉
は
受
法
者
に
封
し
て
、
之
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
賠
償
の
責
に
任
ホJ
る
と
い
ふ
怠
味
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
蛍
該
相
続
債
様
者
叉
は
受
治
者
は
、
其
財
産
が
遁
蛍
な
債
格
で
慮
分
さ
れ
た
も
の
と
者
倣
し
て
、
配
蛍
を
請
求
し
得
る
の
で
あ
る
。
向
此
規
定
に
よ
っ
て
相
績
債
桜
者
又
は
受
遺
者
が
参
加
し
得
る
の
は
、
「
相
絞
財
産
ノ
競
頁
又
ハ
鑑
定
」
と
い
ふ
字
句
か
ら
見
て
も
、
一
O
三
四
傑
所
定
の
相
績
財
産
の
競
寅
鑑
定
に
限
り、一
O
三
二
傑
二
項
の
傑
件
附
債
様
又
は
存
続
期
間
不
確
定
な
債
権
の
鑑
定
を
匂
合
し
な
い
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
叉
後
者
の
場
合
に
類
推
遁
用
を
も
錯
し
得
な
い
と
解
す
る
。
第
五
相
続
人
の
損
害
賠
償
義
務
相
続
人
の
地
位
特
に
責
任
五
二
三
商
業
と
経
済
ー
五
二
四
相
続
人
が
故
意
又
は
過
失
に
よ
っ
て
、
一
O
二
九
傑
所
定
の
公
告
若
し
く
は
催
告
を
怠
り
、
叉
は
公
告
所
定
期
間
滞
了
前
に
一
部
の
相
絞
依
樫
者
若
し
く
は
受
遺
者
に
耕
演
を
匁
し
た
に
よ
り
他
の
相
続
債
樫
者
若
し
く
は
受
遺
者
に
柚
針
演
を
潟
す
能
は
ざ
る
に
至
り
、
立
、
他
法
定
の
順
序
方
法
に
反
し
た
排
演
を
策
し
た
こ
と
等
に
よ
っ
て
、
相
続
依
椛
者
叉
は
受
退
者
に
損
害
を
加
へ
た
と
き
は
、
債
務
不
履
行
に
基
4
5
1
)
損
害
賠
償
義
務
を
負
換
す
る
こ
と
い
ふ
迄
も
な
い(一
O
三
六
傑
一
項
、
限
定
相
続
人
は
相
続
財
産
の
底
分
植
を
制
限
さ
れ
、
法
定
の
順
序
方
法
に
よ
っ
て
の
み
、
相
続
伏
椛
者
叉
は
受
選
者
に
針
し
て
鉾
済
を
岱
し
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
之
に
反
す
る
緋
済
は
底
分
椛
の
範
固
を
除
越
し
た
い
応
分
と
し
て
、
其
限
皮
に
於
て
無
殺
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
相
続
人
は
不
蛍
弊
済
受
領
者
に
卦
¥
し
て
、
物
上
請
求
椛
叉
は
不
蛍
利
得
返
還
請
求
棋
を
有
す
る
筈
で
あ
る
が
、
一
O
三
六
傑
二
項
と
の
関
係
上
、
議
日
立
の
受
領
者
に
封
し
て
は
之
等
の
椛
利
そ
行
ひ
得
な
い
も
の
と
解
す
る
。
失
に
不
常
務
済
に
よ
っ
て
損
害
ぞ
蒙
っ
た
相
続
依
椛
者
叉
は
受
這
者
は
、
相
続
人
に
封
す
る
外
惑
な
の
不
蛍
耕
済
受
領
者
に
針
し
で
も
求
償
を
儒
し
得
る
(
一
O
三
六
傑
こ
項
~
。
活
設
2
2
)
は
之
を
不
法
行
震
に
基
く
損
害
賠
償
請
求
擦
と
見
て
ゐ
る
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
被
害
債
椛
者
は
惑
窓
の
受
領
者
に
封
し
て
、
不
法
行
鍔
に
基
く
損
害
賠
償
請
求
樫
と
共
に
不
蛍
利
得
氾
還
請
求
樫
を
も
有
す
べ
く
、
本
傑
は
之
等
の
求
償
艇
を
行
使
し
得
る
旨
を
注
意
的
に
明
定
す
る
外
、
善
意
受
領
者
に
封
す
る
不
蛍
利
得
返
還
請
求
禁
止
の
趣
旨
を
裏
面
に
包
含
す
る
も
の
と
考
へ
る
。
叉
前
漣
の
如
く
相
総
人
が
悪
意
の
受
領
者
に
封
し
て
、
物
上
請
中
市
樫
叉
は
不
常
利
得
返
還
請
求
樫
守
行
使
し
得
る
も
の
と
解
す
る
と
き
は
、
相
続
債
催
者
叉
は
受
遺
者
(
相
績
人
の
固
有
債
権
者
も
)
は
、
相
続
人
に
代
位
し
て
之
を
行
ひ
得
る
こ
と
い
ふ
迄
も
な
い
(
四
二
三
傑
)
0
倫
相
続
債
模
者
叉
は
受
退
者
が
相
続
人
叉
は
惑
志
の
不
砕
同
勢
湾
受
領
者
に
封
し
て
有
す
る
上
述
の
催
利
は
総
て
不
法
行
匁
に
基
く
損
害
賠
償
請
求
模
と
同
一
の
消
滅
時
放
に
躍
る
(
一
O
三
六
傑
三
項
・
七
二
四
傑
k
O
一
O
三
六
傑
は
相
続
人
が
一
O
二
九
傑
乃
至
一
O
三
三
傑
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
め
放
果
を
明
ら
か
に
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
で
は
O
三
四
傑
違
反
の
放
呆
如
何
ο
相
続
人
は
競
頁
以
外
の
方
法
に
よ
っ
て
相
績
財
産
を
底
分
す
る
こ
と
を
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
新
か
る
慮
分
は
慮
分
穫
を
除
越
し
た
底
分
と
し
て
無
殺
で
あ
る
。
既
に
限
定
承
認
の
録
さ
れ
た
後
な
る
故
一
O
二
四
傑
一
波
に
よ
り
宜
純
承
認
を
擬
制
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
の
は
勿
論
、
同
傑
三
披
従
っ
て
相
絞
人
は
相
手
方
に
封
し
て
物
上
請
求
搭
又
は
不
蛍
利
得
返
還
請
求
樺
を
取
得
す
る
。
而
し
て
相
続
債
権
者
又
は
受
泣
者
は
、
相
続
人
に
針
し
て
債
務
不
履
行
に
基
く
損
害
賠
償
請
求
棋
を
行
ひ
得
る
外
、
相
に
も
該
首
し
な
い
。
続
人
が
相
手
方
に
針
し
て
有
す
る
右
の
推
利
を
代
位
行
使
し
得
、
更
に
相
手
方
が
悪
意
の
場
合
に
は
之
に
封
し
て
不
法
行
局
川
に
基
く
抗
害
賠
償
を
請
求
し
得
る
。
此
の
場
合
の
相
績
債
催
者
叉
は
受
遺
者
の
樫
利
に
付
て
も
。=一六
傑
三
項
従
っ
て
七
二
四
傑
が
類
推
適
用
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
一
辿
試
は
之
島
以
て
不
法
行
問
的
に
基
く
損
害
賠
償
義
務
と
し
て
凸
ろ
。
桜
丘
嬰
諸
相
続
編
一
九
八
・
仁
井
岡
兵
親
族
法
相
続
法
論
五
一
七
・
牧
野
氏
相
ト
ト
』
l
L
一一一件
J
相
絞
大
の
地
位
特
に
立
任
五
二
五
商
業
と
経
訴
五
ニ
ム
ハ
註
2
続
法
論
三
コ
二
・
柳
川
氏
詰
紹
下
一
二
七
。
梅
氏
ニ
0
0
・
仁
井
田
氏
同
右
・
柳
川
氏
同
右
。
第
六
残
偽
財
産
の
蹄
局
請
求
申
出
期
間
内
に
申
出
を
鴛
さ
宇
且
期
間
満
了
迄
に
相
続
人
に
知
れ
な
か
っ
た
相
続
伏
椛
者
叉
は
受
遺
者
は
、
期
間
内
に
申
出
で
其
他
知
れ
た
る
相
続
債
楳
者
又
は
受
泣
者
に
排
済
し
て
、
倫
相
続
財
産
に
残
偽
が
あ
っ
た
場
合
に
の
み
其
模
利
を
行
ひ
得
る
(
一
O
三
七
傑
)
。
而
し
て
残
依
財
産
の
在
す
る
限
り
、
相
続
伏
植
者
叉
は
受
治
者
は
何
時
で
も
請
求
を
鍔
し
得
る
筈
で
あ
る
が
、
相
続
人
は
い
つ
迄
も
相
続
財
産
を
固
有
財
産
と
分
離
し
て
置
く
義
務
を
負
ふ
も
の
で
は
な
く
、
し
か
も
相
続
債
催
者
叉
は
受
泣
者
が
請
求
冶
鍔
す
に
は
、
残
偽
財
産
の
存
在
在
立
詮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
資
際
上
そ
の
期
間
は
自
ら
制
限
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
相
続
人
は
何
時
ま
で
相
続
財
産
分
離
義
務
及
び
管
理
義
務
を
負
ふ
や
と
い
ふ
に
、
卑
見
に
よ
れ
ば
相
続
人
の
此
義
務
は
期
間
内
に
申
出
で
其
他
知
れ
た
る
債
椛
者
に
封
ー
す
る
配
蛍
の
終
了
と
共
に
消
滅
す
る
の
を
・
原
則
と
し
、
唯
期
間
満
了
後
此
時
期
迄
に
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
の
み
例
外
的
に
之
に
針
す
る
細
川
前
の
終
る
ま
で
総
統
す
る
も
の
と
解
す
る
。
従
っ
て
配
蛍
終
了
後
の
請
求
者
に
針
し
て
は
、
残
依
財
産
叉
は
其
代
位
物
の
現
存
す
る
場
合
に
の
み
弊
減
闘
争
}
匁
す
を
要
す
る
に
止
ま
り
、
相
続
人
の
底
分
し
た
財
産
が
責
任
の
物
躍
と
な
ら
な
い
の
は
勿
論
、
仮
令
相
続
人
の
不
注
意
に
よ
っ
て
段
減
し
た
場
合
に
も
相
続
人
は
損
害
賠
償
の
義
務
を
負
は
な
い
。
命
期
間
満
了
後
申
出
で
た
債
権
者
が
数
人
あ
る
場
合
に
閲
し
て
は
別
段
の
規
定
は
な
い
が
、
一
O
三
三
傑
・
一
O
三
一
保
を
類
推
し
て
相
続
債
権
者
を
受
遺
者
に
優
先
せ
し
む
べ
き
こ
也
及
び
相
続
債
椛
者
間
又
は
受
遺
者
間
に
於
て
は
配
蛍
耕
狩
を
屑
却
す
べ
き
ニ
と
は
略
疑
な
い
。
叉
地
所
済
期
に
至
ら
な
い
債
核
保
件
附
債
椛
叉
は
存
続
期
間
不
確
定
の
依
植
に
付
て
は
一
O
三
二
傑
を
類
推
遁
用
す
べ
き
で
あ
る
。
相
続
人
の
地
位
併
に
責
任
五
二
七
